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　夏も終わりに差しかかったノルトヘイム王国の王都は、一つの噂うわさで持ち切りだった。

　曰いわく、継まま子こ虐いじめに遭あいながら健けな気げに働き、王子に見み初そめられた幸運の灰かぶり姫ひめ。ふた月後には王子との婚こん約やく発表の宴うたげが催もよおされ、夜には舞ぶ踏とう会が開かれる。

　流行に敏びん感かんな吟ぎん遊ゆう詩人は競きそって灰かぶり姫の物語を歌った。灰かぶり姫が美しく清らかに歌われるほど、比して貶けなされる者もまた、現実よりも脚きやく色しよくを重ねられて。




「……はっくしょん！　──し、失礼いたしました…………っ」

　眉まゆを顰ひそめる金きん襴らんの使者。くしゃみをしたイザベラは神しん妙みような表情を作り、長い口上の先を促うながした。

　父母妹と並んだ新居の玄げん関かんで、イザベラは使者に頭こうべを垂れ、腰こしを折ったまま話を聞く。正直辛つらい体勢だが、使者は王族つきの高官である上に、読み聞かせられる巻紙はさらに高位の者から送られた書状だ。恐おそれ多くて頭など上げていられない。

　嫌いやみったらしく咳せき払ばらいする使者は、白はく髪はつの鬘かつらを揺ゆらして手にした巻紙を差し出す。

「以上の通り、ティアナローゼ姫のお召めしである。本来なら男だん爵しやく程度から陞しよう爵しやくしたばかりの家格しかないそなたがお目にかかれるお方ではない。姫のご高配、良く良く嚙かみ締しめて失礼のないよう参上せよ」

　目の前の巻紙から、イザベラは使者の顔に視線を移す。元が吊つり気味の目をしたイザベラは、図はからずも睨にらみ上げるような表情になったが気づいていない。

「なんぞ不服でもあると申すのか？」

「い、いえ……。仰おおせの通りに」

　負けじと威い圧あつ的に胸を反らす使者に、イザベラは釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえつつ、恭うやうやしく巻紙を受け取った。

　用件は済んだとばかりに、豪ごう華かな衣い装しようを纏まとった使者は、服に劣おとらず重そうなほど彫ちよう刻こくで飾かざられた馬車に乗って帰って行く。フェルローレン伯はく爵しやくとなった義父の歓かん待たいの申し出を言わせもせず帰った使者の不ぶ躾しつけさが、今はありがたいと思うのがフェルローレン家の総意だった。

「はぁぁああ……」

　深く溜ため息を吐ついたのはイザベラのみならず、義父と妹のヴィクトリアも同時。

「あなた、イザベラ、ヴィクトリア、なりませんよ。伯爵家としてあるべき権けん威いを身につけるには、まず日ひ頃ごろの立ち振ふる舞まいから気をつけなければ」

　気き丈じように背筋を伸のばして注意する母だが、イザベラに良く似た目は不安げに娘むすめの持つ巻紙へと注がれていた。

「てか、この忙いそがしい時になんなわけ？　ご立派な使者立てといて、用件がお茶会の誘さそいって。お姫さまって暇ひまなの？」

「ヴィヴィ、あんたね……。他人ひとごとだと思ってるから、そんなこと言えるんでしょ」

　畏い敬けいの念もなく王族から送られた巻紙を取り上げる妹の赤毛を見下ろしつつ、イザベラはもう一度息を吐く。そわそわと足あし踏ぶみする義父は、丸い顔が緊きん張ちようで赤くなっていた。

「ねぇ、お義父とうさま。このお誘い、お断りしてはいけなかったのかしら？」

「あぁ、イザベラ。それは無理だ。姫からのお誘いを断るなど、不敬でしかない。ちょうど私が陞爵を断れなかったのと一いつ緒しよだよ。王族から齎もたらされる報しらせは、全すべて事後承しよう諾だくの決定事じ項こうなんだ」

　呻うめいて丸く張ったお腹なかを摩さする義父は、社交期から今までの目まぐるしい日々を思い出して胃が痛くなっているのだろう。いきなり伯爵の位を授さずけるから城に来いと、上意を告げに来た使者は、王都に住まいを移し領地も増やすため代官を立てろとついでのように言っていた。屋や敷しきを手配し、代官を吟ぎん味みする手間など歯し牙がにもかけず。

　そうなったのも、義父の娘であるアシュトリーテが王国第二王子エリックに見初められたため。本を正せば、自分の身代わりに義ぎ妹まいを舞踏会へ送り込んだイザベラの企たくらみが、そもそもの発ほつ端たんだった。

「リーテ、ちゃんと王宮でやってるかしら？」

　思わず零こぼれたイザベラの呟つぶやきに、義父と母は困ったように笑えみを交かわした。

「イザベラ、今は自分の心配をなさい。姫さまのお茶会に参加するなら、新しく衣装を仕立てなくてはならないわ。それに、王宮でのお茶会の作法を知る家庭教師を探さなくては」

　仕立屋と家庭教師を探す伝つ手てを思案する母。ただ参加するだけでは済まず、やることが増えてしまったことに、イザベラは三度目の溜め息を吐いた。

　フェルローレン家は元々男爵でも中の下に属する木っ端ぱ貴族だ。片かた田舎いなかの小領を治めるだけで、目立った功績などない。交友があるのも近い家格の貴族ばかりで、リーテのことがなければ一生王都に屋敷など持てなかっただろう。

　リーテの婚約に伴ともなう陞爵の可能性は他人から聞かされていた。けれど、まさか小領主からいきなり伯爵になるなど予想の範はん囲い外がいだ。婚約で大領主、リーテが男児を産んで子爵、男児が継けい嗣しの座に就ついて伯爵くらいの段階があるものだと義父も考えていたと言う。

「お茶会が終わるまでは、今の家庭教師たちと日程調整をしなければならないわね」

　母の呟きに、イザベラは覚かく悟ごを決めて待ったをかけた。

「先生たちには今まで通りお願いして。空き時間をお茶会の作法に充あてればいいわ」

「イザベラ、それでは君の休きゆう憩けい時間がなくなってしまうよ。無理は──」

「いいえ、お義父さま。お茶会も大切だけれど、婚約発表はリーテにとっても家にとっても一大事よ。必ず成功させなきゃ、リーテの今後の宮きゆう廷てい生活にも関かかわるわ。あたしの勉強不足でリーテに肩かた身みの狭せまい思いなんてしてほしくないの」

　王子の婚約者になるには家格が低すぎるため、陞爵したのだ。ただでさえ娘を売って爵位を買ったと悪い噂が流れている現状、少しでも状じよう況きようを良くする努力をしなければ。

　婚約発表の場には王おう侯こう貴族が立ち会い、宴では食事作法も必要になる。何より夜の舞踏会では、今度こそ恥はずかしくない同どう伴はん者しやにならなければ。

　拳こぶしを握にぎってやる気を表すイザベラの横で、巻紙を読み返していたヴィヴィが口を挟はさんだ。

「てかさ、なんでベラだけなの？　お姫さまの内輪のお茶会で、姻いん戚せきになるから仲良くしましょって誘うのはわかるけど、それでベラ名指しで招いて、あたし呼ばないっておかしくない？」

「何よ、ヴィヴィ。お茶会行きたいの？　王宮まで行くの面めん倒どうだとか言いそうなのに」

　王都の高台から運河を見下ろす位置に王宮はあり、向かうには高台に続く丘おかを蛇だ行こうしながら馬車に揺られる必要がある。

　ヴィヴィは縮れた赤毛を引っ張りながら、わざとらしく溜め息を吐いてみせた。

「違ちがうって。なんか怪あやしくないかって言ってんの。最初から客が十二人いて、思いつきで増やすなら、十三人も十四人も変わんないじゃん。あたしとベラじゃ歳としも大して変わんないし、ベラ名指しする意図があるんじゃないの？」

　姫の思いつきによる急な誘い。そう片づけるには引っかかる。悪い企みがあるのではと疑うヴィヴィは、義父に水を向けた。

「お義父さま、このティアナローゼ姫ってどんなお姫さまか知ってる？」

「うぅん、あまり詳くわしくは……。確か、陛下の末の姫で、年ねん齢れいはリーテと同じ十四だったと記き憶おくしているよ。まだ社交界入りしていないから、公おおやけにはお姿を見せていないはずだ」

　王宮はもちろん、王族と関わることすらなかった義父が知っている情報は少ない。

「お誘いいただいた方のことを、何も知らないのはまずいわよね。リーテに手紙を出して、王子さまに聞いていただこうかしら？」

　回りくどいが、まだ表に出てきていない姫のことを知っているだろう確かな方だ。ついでにリーテの様子もわかるだろうと、イザベラが一人頷うなずけば、ヴィヴィは半眼になって首を横に振った。

「いや、もっと直接に聞ける相手いるじゃん。王宮に出入りしてて、王族と親しい奴やつ。──フリッツ呼び出して直接聞けば早いっしょ」

「え……、えぇ？　フリッツ？　フリッツ、呼び出すってつまり、手紙送らなきゃいけないでしょ。なんて書けばいいか……」

　幼おさな馴な染じみのフリートヘルムは、七年前に別れて以来、今夏再会を果たした。頼たのもしく成長した幼馴染みが、第二王子の学友であり伯爵家継嗣だと知ったのは、リーテに纏まつわるごたごたの最中で。

　社交期が終わり、王都に引っ越こす忙しさの中、思えばずいぶんと会っていない。

　ふた月後の舞ぶ踏とう会で共に踊おどる約束をしたが、まだ並んで恥ずかしくない淑しゆく女じよになったとは噓うそでも言えないイザベラ。まして改まって手紙を書き招くと思うと、緊張で鼓こ動どうが速くなる。義理とは言え妹に手紙を出すほどの気安さではいられなかった。

「え、えぇと、フリッツは、婚こん約やく発表の準備で忙しいんじゃないかしら？」

「何それ？　ベラ、リーテは婚約発表する当の本人じゃん。リーテに聞くよりフリッツ呼んだほうが早いって」

　呆あきれ交じりに手紙を出すよう促うながすヴィヴィに、口元の笑えみを手で隠かくした母が相あい槌づちを打つ。

「フリートヘルムさんなら知らない仲でもないじゃない。舞踏会の時にはまたお世話になるのだし、この新居にお招きしてお持て成ししなさい」

「そうだね。フリートヘルムくんならきっとイザベラの力になってくれるだろう。……いやぁ、彼のような好青年が娘を──むぐっ」

「あなた、それはまだ早くってよ。もう少し、心の準備ができるのを待ってくださいな」

　背後から義父の口を塞ふさぐ母が、何やら耳打ちするのを、イザベラは不安な面おも持もちで見守る。なんの話かはわからないものの、フリッツに相談することが決定事項になってしまっているのはわかった。

「うぅ、なんて書けばいいのよ。時候の挨あい拶さつなんて硬かたすぎない？　あ、その前に字の練習が必要かしら？　まさか美文調で書く必要はないわよね……」

　頭を抱かかえて悩なやみ始めるイザベラを、家族は訳知り顔で見守っていた。
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　貴族の屋敷が並ぶ瀟しよう洒しやな王都の一角。壁かべの塗ぬり直しのため足場が組まれた古い屋敷は、フェルローレン伯はく爵しやくの新居として改装中だ。

　槌つちや鏝こてを振るう工事の騒さわがしさに負けないよう、イザベラは声を上げた。

「あれ、ない？　さては……、ヴィヴィね。ヴィヴィ、ヴィヴィ何処どこにいるの？」

　翌日、午前の授業を終え部屋に戻もどったイザベラは、香こう水すい瓶びんを摑つかみ部屋の外へ呼びかける。

　硝子ガラス製の容器に草模様の金属装そう飾しよくが絡からむ香水は、直してあった場所から移動している上に、使用された跡あとがあったのだ。

「ベラ、うっさい。そんなに大声出して何？」

　階下から聞こえる声に、イザベラは部屋を出て階段へ向かいながら叱しつ声せいを放つ。

「ヴィヴィ。またあたしの香水勝手に使ったでしょ。これ一番高いやつなのよ。勝手にあたしのもの使うのやめてよね。それに机の上の手紙何処にやったの。朝はあったのに──」

「あぁ、フリッツ宛あてのね。手紙なら封ふうして出しといたよ、今朝」

　悪びれないヴィヴィの返答に、イザベラは慌あわてた。

「噓でしょ！　あれまだ書きかけで──っ」

　手て摺すり越ごしに階下を覗のぞき込んだイザベラは、柔やわらかな茶色の瞳ひとみと視線が合い言葉を失う。

　黒こく褐かつ色しよくの髪かみに、すっと伸のびた立ち姿が目を引く長身。紺こんの上下と臙えん脂じ色いろの胴どう着ぎは深い色合いが紳しん士し然とした品の良さを醸かもす。親しみを感じさせる整った顔立ちは、苦く笑しように染まっていた。

「そうか、書きかけとは気づかなかったな。ベラ、俺への手紙に何を書くつもりだったんだ？」

　懐ふところから見覚えのある手紙を引き出すフリッツに、イザベラは額を押さえて項うな垂だれる。フリッツを招き入れたらしいヴィヴィは、顔の前で手を左右に振った。

「ベラの言う書きかけは、締しめの言葉悩んでただけだから大したことじゃないって」

「それでも、今度くれる時にはベラが納なつ得とくした内容の手紙を読みたいな。それと、その勝手に使った香水っていうのは、もしかしなくても手紙に振られていたもの？」

「そうそう。やっぱ生きつ粋すいの伯爵家に送るには、安い香水使えないじゃん？」

「で、この時間に来るよう遣つかいに言づけたのも？」

「ベラの授業が終わって、休憩に入るから」

　手回しのいいことだと肩かたを竦すくめるフリッツと、得意げに顎あごを反らすヴィヴィのやり取りに、イザベラは嘆たん息そくした。変に意識して緊きん張ちようしていたのが馬ば鹿からしい。今になって思えば、フリッツに手紙を出すだけでどうしてあんなに気を張って書いていたのか謎なぞですらある。

「もういいわ。──騒がしくてごめんね、フリッツ。お茶の用意してくるから、ヴィヴィはフリッツと応接室で待ってて」

　階段を降り、指示を出すイザベラに、ヴィヴィは半眼になった。

「伯はく爵しやく令れい嬢じようは自分でお茶の用意なんかしないって、使用人に厨ちゆう房ぼうの出入り禁止されたじゃん。それにあたし、今から出かけるんだからフリッツの相手はベラがしなよ」

　玄げん関かん扉とびらの脇わきに控ひかえていた年とし嵩かさの従僕が、無言で頷いている。小領の男爵家で、一家の婦女が家事に手を出すのは珍めずらしくないが、王都の伯爵家ではありえない。そう、王都で雇やとい入れた侍じ女じよたちが口を揃そろえたので、使用人の忠言に従ったのだ。

「そうでした……。ヴィヴィ、最近出かける頻ひん度ど多くない？」

「ふふん、王都こつちに友達のいないベラと違うからね」

　イザベラが不ぶ躾しつけな発言を叱しつ責せきする前に、ヴィヴィは従僕から帽ぼう子しを受け取ると呼び止める間もなく出かけて行った。

「あの子、出かける度たびにあたしの髪留め勝手に借りていったりするのよ。あ、友達がいないわけじゃないんだからね。王都にいないだけよ」

　思わずフリッツに愚ぐ痴ちを吐はけば、喉のどを鳴らして笑い出す。

「わかってるよ。知り合いを作る絶好の機会に、一いつ緒しよにいたからね」

　笑いを堪こらえるためか、囁ささやくように応じるフリッツ。社交期の舞踏会で、イザベラはフリッツに伴ともなわれ踊り、二人で夜の庭園を駆かけたのだ。

　思い出されるのは礼装に身を包んだフリッツの姿。イザベラは頰ほおに集まる熱に戸と惑まどう。

「えぇと、立ち話させちゃってごめんね。応接室はこっちよ。──お茶の用意、お願いね」

　従僕に厨房への伝言を頼み、イザベラは玄関広間から歩き出した。フリッツを招いたことのある別べつ荘そう地ちの屋や敷しきより、街中であるためひと回り小さいが、新しい屋敷の内装は格段に洗練されていた。

　半円を描えがく飾かざり彫ぼりが柱同士を繫つなぐ天てん井じようは高く、花を象かたどった照明が等とう間かん隔かくに並び、火が灯ともされずとも廊ろう下かを彩いろどっている。床ゆか板いたには木製象ぞう嵌がんが施ほどこされ、濃のう淡たん様々な木もく片へんが幾き何か学がく模様を描いていた。

　飴あめ色いろに磨みがき上げられた応接室の扉を開けば、色とりどりの刺し繡しゆうで縁ふち取どられた絨じゆう毯たんが敷しかれ、壁かべ際ぎわの暖だん炉ろは大理石でできている。椅い子すには厚いクッションが敷かれ、質はいいが義父では座った時に足がつかないのが難点だった。

　そんな椅子に座って、饗きようされた茶に口をつけるフリッツは、足を持て余すように組んでいる。住んでいながら未いまだに落ち着かないイザベラに比べ、フリッツは泰たい然ぜんとしていた。

「……そうよね。ここって貴族屋敷にしては質素なほうって聞いたし。これくらいで気き後おくれしてるようじゃ、フリッツの隣となりなんて──」

「何、ベラ？　手紙には相談したいことがあるって書いてあったけど、俺が関係あるの？」

　名を呼ばれたことに気づいたフリッツの問いに、イザベラは慌てて両手を振ふった。

「違ちがうの、違うの。相談は、昨日お姫ひめさまからお茶会の誘さそいを受けちゃって……」

　フリッツはカップを置くと、真しん剣けんな表情で昨日の顚てん末まつに耳を傾かたむける。

「……テレーゼ姫からの、誘い…………？」

　考え込む様子で顎を摑んだフリッツは、訝いぶかしむ様子で末姫を愛あい称しようで呼んだ。難しい表情のまま口を開かないフリッツに、イザベラはヴィヴィの悪い予想が当たったのかと身構えた。

「その、お姫さま……、何か問題のある方なの？」

　思考に没ぼつ頭とうしていたフリッツは、イザベラの問いに顔を上げる。

「あ、いや……。そういうわけじゃないけど」

　歯切れの悪いフリッツは、茶色い瞳を細めた。探さぐられているような視線に、イザベラは首を傾かしげる。

「お姫さまが末の姫で、リーテと同じ年ねん齢れいだっていうのは知ってるわ。けど他ほかに知らないからフリッツに人となりを聞きたかったんだけど」

「知らない？　……それも、そうか。だったら、どうしてベラを招待なんて」

「あたしが聞きたいわ。会ったこともない方だし、もしかしたら王子さまが関かかわってるのかなって、思ったけど」

　フリッツの反応を見る限り、エリックが関わっている様子はない。けれどイザベラには他に王族との繫がりなどなかった。

「テレーゼ姫は、幼少から体の弱い方で頻ひん繁ぱんに寝ね込こむんだ。そのことから『眠ねむり姫』なんて呼ぶ者もいる。末の姫で国王陛下からの愛情も深く、愛まな娘むすめとして知られた方だよ。……第一王子と、同腹の姫でもあるんだ」

「第一王子と……」

　フリッツの言葉を繰くり返し、イザベラは第一王子について記き憶おくを探る。話にしか聞いたことはないが、第一王子は有能で若手の廷臣に支持されているらしい。妾しよう腹ふくであるため後ろ盾だてが弱く、王太子にはなっていない。

　フリッツともフェルローレン家とも縁えんがある、第二王子のエリックは、王おう妃ひの息子むすこではあるが留学から戻ったばかりで国内地じ盤ばんが弱く、やはり王太子にはなっていない。リーテを見み初そめた舞ぶ踏とう会での妃きさき探しも、エリックに人々の関心を集めるための催もよおしだった。

「……あら？　やっぱりこのお誘い、断ったほうが良かったのかしら？」

　第二王子と縁ができるイザベラを、第一王子の妹がお茶会に誘う裏に、良からぬ企たくらみを勘かん繰ぐってしまう。

「いや、同腹と言っても歳としが十も離はなれているから、第一王子と親しいとは聞いたことがない。人ひと柄がらも穏おだやかで、可愛かわいらしい方だ。──ただ、ヴィヴィの言うとおりベラだけを招くのは不思議だ。いや、まさかな……」

「何か思い当たることがあるの？　リーテのためにも王族の前で粗そ相そうしないようにしたいの。知ってることがあるなら教えて」

　妙みように考え込むフリッツを見つめれば、茶色の瞳が左右に泳ぐ。

「俺も、親しいわけじゃないから……。ただ、あまり怒おこる方でもないし、そんなに気負うことは、ないと思う」

　疑わしい思いを隠かくさず見つめ続けても、フリッツは苦笑で誤ご魔ま化かしてしまった。

「本当に、悪評なんて聞いたことのない姫だよ。あの第一王子と本当に兄妹きようだいなのか疑わしいほどに、温和な方で──」

「ってことは、フリッツお姫さまに会ったことあるのね？」

「あ、いや……。それは、会ったことくらい、あるさ」

　しまったと言わんばかりに身を硬かたくするフリッツ。イザベラが歯切れの悪さを指し摘てきしても、それ以上テレーゼの話を聞くことはできなかった。
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　末姫のお茶会当日。

　イザベラは王宮を先導する係の後を歩きながら、気づかれないよう己おのれの身み嗜だしなみを点検していた。

　仕立てたばかりの茶会衣い装しようは、爽さわやかな空色のドレス。軽かろやかな紗しや布ふが胸むな元もとで揺ゆれ、裾すそに施された草花の刺繡は庭園で行われる今回の茶会を意識したもの。首と髪かみにはドレスの共とも布ぎれで作ったリボンを飾り、地味な黒髪も普ふ段だんより凝こった編み込みで纏まとめた。

　豪ごう奢しやな宮きゆう廷ていの廊下を歩き続けるイザベラは、家で着た当初派手すぎると思ったドレスが、今は質素なほど飾りっ気がないように思える。

　金の額がく縁ぶち、金糸の織物、金で装そう飾しよくされた壁かべ飾かざり、柱頭飾り等など。貴族の端はしに引っかかっていた程度の身分では、粋すいを集めた王宮に目が眩くらんでしまう。

「フェルローレン伯爵令れい嬢じよう、イザベラさまでございますね？　すでにテレーゼ姫はお待ちです。どうぞこちらへ」

　言外に遅おそいと言わんばかりの次の案内係は、これで五人目だ。王宮に入ってからすでに四人の案内係の手を渡わたり、庭園という場を管かん轄かつする案内係にようやく出会えたのである。

　安あん堵どする間もなく、イザベラは垣かき根ねに仕切られた庭園の中を歩く。すでに疲つかれて逃とう避ひ気味な思考は、体力のない本物の令嬢なら途と中ちゆうで倒たおれていただろうと埒らちもないことを考えた。

　振り返ることのない案内係に気を抜ぬいていたイザベラは、垣根を曲がったところで現れた可か憐れんな少女を凝ぎよう視ししてしまう。

　羽を広げたように背で煌きらめく銀色の髪には、鮮あざやかに赤い野の薔ば薇らが飾られていた。澄すんだ碧へき眼がんは落ちそうなほどに大きく、まだ子供らしさを感じさせる丸みのある頰は陶とう器きのように白い。

　少女の可憐さを引き立たせるような白いドレスはただ白いばかりでなく、光の加減で濃淡の地模様を浮うかび上がらせる高級感がある。袖そでや前立てに飾られた赤い大ぶりなリボンは、少女らしさの中に艶あでやかさも感じさせる差し色となっていた。

　瞬まばたきも忘れたイザベラの前で、案内係は地面に膝ひざを突ついて少女に拝する。

「テレーゼ姫、イザベラ嬢をお連れいたしました」

「まぁ、良かった。あまり遅いから私、時間を間ま違ちがえてしまったのかと心配しておりましたの。イザベラ嬢、遅おくれてでもいらしてくださって嬉うれしいわ」

　遅れたつもりはないが、思わぬお姫さまの登場にイザベラは狼狽うろたえた。

「……っ、あ、はい。こ、この度たびはお招きいただき──」

「さ、参りましょう。皆みなさま、あなたの到とう着ちやくを待っていらっしゃるの」

　早く早くとねだるように言いながら踵きびすを返したテレーゼは、イザベラの挨あい拶さつが聞こえていない様子。王族と会って挨拶一つまともにできなかったことに、イザベラが慌あわてていると、すぐ横から咳せき払ばらいが聞こえた。

　案内係が半眼になって、早く姫を追えと目で語る。お茶会の間に隙すきを見て、きちんと挨拶しなければと、イザベラは挽ばん回かいの機会を待つことにした。

「イザベラ嬢、薔薇はお好きかしら？　私の庭で、今夏最後の薔薇が咲さきましたのよ。それを愛めでながら、楽しくお話ができると良いと思って」
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　自ら案内に立つテレーゼは、柔やわらかな声こわ音ねで話しかける。振り返らず進むのは、他の客を待たせていることに内心焦あせっているからか、イザベラの返答も待たず喋しやべり続けた。

「私、あまり体の強いほうではなくて。今日は熱もなくて本当に良かったと思っていますの。こうしてお茶会を主しゆ催さいするのも久しぶり。ふふ、こんなに浮かれていては、粗相をしてしまいそう」

　冗じよう談だんらしく言うテレーゼは、上品ながらはしゃぐ心の内を漏もらす。急ぐ口調ではないが、どうも言葉が差し挟はさめず、イザベラは後ろからついて行くしかなかった。

「着きましたわ。こちらにいらして」

　ようやく振り返ったテレーゼに促うながされ、隣となりに並んだイザベラは、二階建ての建物ほどに高い石造りの東あずま屋やを見た。石段を登った東屋の中には、すでに華はなやかな衣装に身を包んだ貴婦人たちが揃そろっている。

　テレーゼの後ろについて東屋に入ると、そこにはからの皿と茶器が並んでいる。本当に自分を待つばかりだったことが窺うかがえ、イザベラは無む闇やみに焦り緊きん張ちようが高まった。

　空席は上座と下座に一席ずつ。テレーゼが上座であることは疑いがなく、男だん爵しやくから陞しよう爵しやくしたばかりのイザベラは、末席。つまり、十二人の客はイザベラよりも家格の高い貴婦人ばかり。向けられる視線が、刺とげ々とげしいのは、気のせいではないようだ。

「お、遅くなりまして、申しわ──」

　イザベラが貴婦人たちに向き直り、謝罪を口にしようとした途と端たん、テレーゼが押されたかのように前のめりに倒れる。テーブルに手を突いた拍ひよう子しに、置いてあった皿が床ゆかへと落ちた。

　石の床に落ちて割れる皿の無機質な高音に、驚おどろき騒さわぐ貴婦人の悲鳴が重なる。

「テレーゼ姫ひめ！　まぁ、大変。お怪け我がは？」

　貴婦人から心配の声が上がり、給きゆう仕じのために控ひかえていた使用人も集まってくる。

「え、えぇ……。怪我などしておりませんわ。少々、立ち眩みが、しただけ…………」

　テーブルに縋すがるように立ったテレーゼは、困ったような顔でイザベラを振ふり返る。碧眼は確かめるようにイザベラを映して細められ、ふと床に散った皿の破は片へんへと向けられた。

「まぁ！　あぁ、私ったらどうしましょう。ごめんなさい、イザベラ嬢！」

　テレーゼは突とつ然ぜん、細く白い手で両頰ほおを包み驚きの声を上げる。

「あなたの席のお皿を割ってしまいましたの。あぁ、すぐに替かえを用意させなくては」

　おろおろと使用人を呼び寄せ、東屋から降りるテレーゼを見送り、イザベラは動けなかった。この場合、申し出を受けるほうが正解なのか、一いつ旦たん辞退するほうが正解なのか、習いたてのお茶会作法知識を頭の中で探さぐるが答えが見つからない。

「申し訳ございません、ティアナローゼさま。実は、同じ皿は他ほかになく」

「あら、どうしましょう？　他に揃いの皿はないのかしら？」

「十二枚が限度でございます。ここは、フェルローレン伯はく爵しやく令嬢に別の皿をご用意なさったほうが良いかと。何より揃いでは、今お出ししている皿以外は、全すべて程度の落ちる物しかご用意できません」

　東屋の端に立ったままのイザベラは、年老いた使用人の説明が聞こえ、テーブルに並んだままの皿へ視線を向ける。茶会の趣しゆ旨しに合わせてだろう、絵え柄がらは薔薇の花。皿には惜おしげもなく金こん泥でいの縁ふち取どりがなされ、ひと目で高級品であることが窺える。

「ティアナローゼ姫さま、あた、いえ、わたくしのことはお気になさらず。ご用意いただけるお皿で結構ですから。御おん身みにお怪我がなくてようございました」

　慌てて東屋を降り、口を挟んだイザベラには確信があった。金縁の皿より程度が落ちたとしても、家にある客皿よりもずっといいものであると。

「そんな……。イザベラ嬢、私が割ってしまいましたのに」

　銀色の長い睫まつ毛げを伏ふせるテレーゼは、イザベラに程度の低い皿を回すことを渋しぶる。

「これ以上、他の方々をお待たせするわけにもいかないでしょう？　わたくしはある物で十分ですから、どうか気に病やまないでください」

　大きな瞳ひとみに涙なみだまで浮かべるテレーゼに、イザベラは皿はなんでもいいと請うけ合った。

「そう、そうですわね。ある物を使えばいいのですね。わかりました、すぐに用意させましょう。どうぞ、お待ちになってくださいね」

　声を弾はずませたテレーゼは、イザベラから離はなれると使用人に指示を出した。途端に、使用人たちからざわめきが起こる。東屋に戻もどらず見ていたイザベラに、使用人からは不ふ審しんげな視線が何度となく送られた。

　様子のおかしさを訝いぶかっていると、テレーゼの説得に折れた使用人が庭園を離れる。イザベラの下もとへ戻ってきたテレーゼは、上じよう機き嫌げんでイザベラを席に案内し直した。

　そうして、替えの皿が用意されてようやく始まったお茶会で、テレーゼ以外の視線はイザベラの手元に集中することになる。

　未いまだからの皿に、金縁はないものの、濃こく上品な青と銀で絵付されているのは王族の紋もん章しよう。本来、使うことが許されるのは王族のみ。そんな皿がイザベラの目の前に置かれているのだ。

　イザベラよりも位の高い貴婦人でさえ、己おのれの目が信じられないのか、不ぶ躾しつけなほど皿の紋章を凝視している。否いやが応でもイザベラは現状の異常さを認にん識しきし、頰が引き攣つった。

　誰だれも口を開けずにいる気まずさの中、無む邪じや気きにことの解決を喜び微笑ほほえむテレーゼは、遅くなったお茶会の開始を宣言する。応じて、東屋の下に控えていた使用人たちがお茶とお菓か子しを運び込み始めた。

　まず飲み物は甘く香かおり高いショコラーデ。驚きに固まっていた貴婦人も口を開く。

「まぁ、なんて芳ほう醇じゆんな香り。とても品質の高い輸入品をお使いですのね」

「あら、紅茶は三種もありますわ。甘さ際きわ立だつ物から、これは渋みが爽さわやか。香こう辛しん料りようがこんなに香る物まで」

　貴婦人の交かわす囁ささやきと辺りを包む香りに、イザベラは思わず唾つばを飲み込む。

「ほら、ご覧になって。王宮の薬草園で栽さい培ばいされたハーブのお茶ですわ」

「んまぁ、赤や黄色、緑、薄うす紅べにとなんて鮮やかな色だこと。はぁ……この香りだけで、王宮の薬草園の豊富さと広大さが窺えますわね」

　位が高い貴婦人たちが、口々に褒ほめ称たたえる中、イザベラはお茶くらいなら、と紋章の入っていないからのカップに微かすかな期待を抱いだいた。

「うふふ、お褒めいただき嬉しく思います。さ、お菓子も負けず劣おとらずの品を用意させましたの」

　テレーゼは熟成ケーキを選んで、貴婦人たちにも甘味を選ぶよう促す。

　熟成ケーキは祝い物としてイザベラも口にしたことはあるのだが、さすが王宮、ふんだんに使われた砂糖は雪のように白くそれだけで美しい。

「では、こちらのバタークリームケーキをいただきましょうかしら？　あらあら、なんて柔らかなスポンジでしょう」

「ご覧になってくださいまし。ジャムや果実がこんなに詰つめ込まれたパイ。焼きも見事な狐きつね色いろ。木き苺いちご類や李すもも類はさながら宝石箱のように煌めいていますわ」

　上座から順に選び、口々に褒めそやす貴婦人の声は途と切ぎれない。皿に盛られるケーキの誘ゆう惑わくに、下座の面々も期待に瞬まばたきを忘れて食い入る。

　そんな夢ゆめ見み心地ごこちの中、イザベラだけは目の前に置かれた皿という現実に引き戻され、硬かたい表情を浮うかべていた。

　いくら美味おいしそうなお菓子を差し出されても、食べるには王家の紋章の入った皿を使わなければならないのだ。ナイフの刃は先さきが紋章を傷つけては、不敬どころの話ではない。

　心なしか、通りすぎる使用人たちの視線が、責めるような、不安がるような色を帯びている気がする。

　今からでも皿を取り換かえてもらおう。湧わく唾を抑おさえ込むように、決意に口を引き結んだイザベラは、上座にいるテレーゼに顔を向けた。視線が合った瞬しゆん間かん、テレーゼは微笑みを取り落としたように目を見開き肩かたを跳はね上げる。

　イザベラが口を開こうとすると、テレーゼは瞬またたく間に碧へき眼がんを潤うるませた。その変化に、テレーゼと話していた近くの貴婦人はイザベラに厳しい視線を向ける。けれど必死のイザベラは、鬼き気き迫せまる形相でひたすらにテレーゼへ視線を向けたまま。

「ティアナローゼ姫、あの──」

「あ、イ、イザベラ嬢じよう。どうか、テレーゼとお呼びになって。お皿のことは、本当にごめんなさい……。お怒いかりはご尤もつともですけれど──」

「いえ、怒おこってなどおりません。ではテレーゼ姫、この皿を──」

「あ、あ！　そうですわ。今日のキルシュケーキは私のお気に入りなの。どうぞお食べになって」

　おろおろと戸と惑まどった様子のテレーゼの言葉を受け、良く教育された使用人は即そく座ざに動き、イザベラの皿へクリームたっぷりのケーキを盛った。

「……っ！」

　果実酒を染しみ込ませたケーキからは、果物の爽やかな甘みと、酒精の芳醇な香りが匂におい立つ。蜜みつ漬づけにされた桜桃さくらんぼのとろりとした赤みに、イザベラは喩たとえようもない誘惑を感じた。同時に絶望的な状じよう況きように奥歯を嚙かみ締しめる。

　姫に勧すすめられたケーキに手もつけず、皿を替えてもらうことはできない。だからと言って、王家の紋章入りの皿を使うのはひどく覚かく悟ごがいることだった。

　ケーキを睨にらみつけるようにしたまま動けないイザベラの様子に、口元に手を当て息を吞のむテレーゼ。

「は……っ、もしや、キルシュはお嫌きらい？　ご、ごめんなさい。お茶は、お茶はいかが？　…………あ、私ったら気づきもせずに！」

　手元の呼び鈴りんを振って使用人を呼んだテレーゼは、イザベラの心臓を止めるような言葉を口にした。

「お皿を替えただけでは失礼だわ。カップも揃そろいの物をご用意し直してちょうだい」

　お菓子に舌した鼓つづみを打ち喋しやべり込んでいた貴婦人たちも動きを止める。全員の視線が集まる中、イザベラの前に置かれていたカップは回収され、代わりに王家の紋章が入った、皿と揃いのカップが置かれた。

　イザベラの隣となりに座る貴婦人は、戦おののくように椅い子すの上で身を逸そらす。イザベラの正面に座る貴婦人は、信じられないものを見るようにイザベラを凝ぎよう視ししていた。

「さぁ、イザベラ嬢。お好きなお飲み物を申しつけてくださいませね。きっと、お気に召す物があるはずですわ。もしお好きなブレンドがあるようでしたら、すぐにご用意いたしましょう」

　挽ばん回かいとばかりに声を弾ませるテレーゼ。給きゆう仕じ係は、すでにイザベラの後ろで待機している。

　静まり返った東あずま屋やに、小鳥の鳴き交わす声ばかりが軽かろやかに響ひびいた。

「…………では、カモミールを」

　沈ちん黙もくに耐たえられず、イザベラは口を開く。カモミールを選んだのは、鎮ちん静せい作用を期待してのことだったが、その日はケーキ一つを口に運ぶにも手に汗あせ握にぎるお茶会となった。
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　テレーゼのお茶会から二日。

　イザベラが自室で久しぶりの休きゆう憩けいを味わっていた時、断りもなく妹のヴィヴィが駆かけ込んできた。

　二間続きの部屋は、奥が寝しん室しつで手前が私室になっている。私室の長なが椅い子すに座り込み、まだ物の少ない室内をぼんやり見ながら先を思いやったイザベラは、ヴィヴィの声に飛び上がるほど驚おどろいた。

「ちょっとベラ、聞いた？」

「な、何をよ？　って言うか、ノックくらいしなさ──」

「あのお姫ひめさまが倒たおれたって！」

「お姫さまって、まさかテレーゼ姫のこと……っ？　どうして」

　外出から戻ったばかりらしいヴィヴィは、踵かかとが高い外行きの靴くつのまま、飛びつくようにイザベラの隣に座り込む。突とつ然ぜんの報しらせに、イザベラも身を乗り出して先を促うながした。

「いや、それが訳わかんなくてさ。熱出して寝ね込こんでるらしいんだけど、理由があのお茶会だって噂うわさになってんの」

「あ……、そう言えば体が弱いみたいなこと仰おつしやってたわね」

　はしゃいでいたようだし、無理をしたのだろうか。そう呟つぶやくイザベラに、ヴィヴィはそうじゃないともどかしげに首を振ふった。

「噂では、ベラのせいになってんだって」

「はぁ？　あたしのせい？　なんでテレーゼ姫の熱があたしのせいになるのよ」

「お茶会でベラの皿が足りなかったらしいじゃん。んで、怒ったベラがお姫さま睨んで萎い縮しゆくさせたとか、お皿が割れて怒ったベラがお姫さまに無理な要求して困らせたとか」

「怒ってないわよ！　それどころか、萎縮したのはあたしのほうよ！」

　力いっぱい否定するイザベラに、すでに当日の様子を直接聞いていたヴィヴィは荒あら馬うまをいなすように両手を挙げた。

「どう、どう。ベラ、噂に疎うとすぎなんだよ。みんな面おも白しろそうな話に食いつくんだって。最近王宮で流行はやりの恋こいの秘薬なんてのも、どうせ知らないっしょ？」

　情報収集も社交の内、とヴィヴィが訳知り顔で窘たしなめる。

「知らなくてもいいわよ、そんなこと。それよりテレーゼ姫のご容体は？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

「さぁ？　聞いた話じゃ、あのお姫さまよく寝込んで約束反ほ故ごにするらしいから、珍めずらしいことじゃないみたい。けど、理由が理由だからねぇ。今噂のいじわる令れい嬢じようが一枚嚙んでるんじゃ、面白おかしくこれからも尾お鰭ひれつくと思うよ」

「……待って。何そのいじわる令嬢って？」

「だから、少しは流行り知りなって。吟ぎん遊ゆう詩人が歌う灰かぶり姫知んないの？　それに出てくる継まま子こ虐いじめの悪役が、いじわる令嬢って言われてんの」

「し、知るわけないでしょ！　何よそれ、つまりそのいじわる令嬢って、あたしのことじゃない！」

　まさかそんな歌を吟遊詩人が広めているとは夢にも思わない。頭を抱かかえるイザベラに、ヴィヴィは呆あきれた様子で溜ため息を吐ついた。

「巷ちまたで面白がられる噂より、貴族の間で回る悪評のほうが一大事だって。さすがにお姫さま絡がらみじゃ、放置ってわけにはいかないじゃん」

　手を打つ必要があるとのヴィヴィの忠告に、イザベラは頷うなずいた。けれどすでに精神的な疲ひ労ろうは大きい。イザベラは己おのれを奮い立たせるように拳こぶしを握にぎった。

「……もう！　お皿一つで、なんでこんなことになるのよ！」

　嘆なげきを怒りに変えて叫さけぶ。戦くヴィヴィを放置して、怒りを原動力にしたイザベラは、事態を好転させるべく書き物机へと邁まい進しんした。
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「うぅ……、なんでよぉ」

　談話室で呻うめくイザベラの前には、フェルローレン家の紋もんを封ふう蠟ろうに押した手紙があった。

　テレーゼの発熱の原因という不ふ名めい誉よな噂を知ったイザベラは、昨日の内に義父の手も借りテレーゼへの見み舞まいを申し入れる手紙を完成させたのである。

　朝一番に使者を立てて送った手紙は、今フェルローレン家の談話室の机の上。イザベラの手紙に開封された様子はなく、使者はひどく言いにくそうに伝言だけを受けて戻もどってきたのだ。

　曰いわく、見舞いの必要はない。

　ただそれだけ。応対したのはテレーゼの側付の貴婦人で、手紙の内容を使者が告げると、素っ気なく応じて追い返されたのだとか。

「イザベラ、本当に姫さまと確かく執しつはないのね？」

　ことの重要性に、一いつ緒しよに返事を待っていた母が念を押して確かく認にんする。

「えぇ。困った方向にだけど、なんだかんだと気を回していただいたし。ずっとにこにこしていらしたわ」

　だと言うのに、見舞いの手紙は突つき返されてしまった。断るにしても手紙を受け取った上で、断りの返事をしたためるのが当たり前だ。

「お茶会のお礼状は、もう出してあるはずだね？」

　眉まゆ尻じりを下げた義父も、思わぬ対応に困こん惑わくしている。招待への礼と、お茶会を褒ほめ称たたえる形式的なものだが、お礼状は確かに届けられた。頷くイザベラに、義父はさらに悩なやましげな様子で眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ティアナローゼ姫がお許しくださるなら、少なくともイザベラに非がなかったことを周囲は察するはずだったんだが」

　本当にイザベラが発熱の理由なら、見舞いなど受けつけない。けれど受け入れてもらえたなら、噂と実態の乖かい離りに悪評の真実味は薄うすれる。そう考えて出した見舞いの申し出が、断られたとなると、噂は真実味を帯びてしまう。

「けど一回会っただけで、お姫さまお見舞い受けてくれるの？」

　最初から無理な要求だったのではないか。ヴィヴィの疑問に義父は首を横に振った。

「断られるにしても、このやり方は想定外なんだ。王族が私的な茶会に招くのは、それだけその人物に関心を持ち関係を築いていくと喧けん伝でんすることでもあるんだよ」

　だのに一考もせず手紙を突き返すのは、イザベラに思うところがあると言うようなもの。

　フェルローレン伯はく爵しやく家が集まって頭を悩ませていると、慌あわてた声こわ音ねで従僕が談話室に現れた。

「ただいま、玄げん関かんに王宮からの使者がお見えです！」

　家族と顔を見合わせたイザベラは、テレーゼからの使者かと息を吞のむ。手紙の突き返しは何かの手て違ちがい。そんな期待を抱いだいたのだ。

　けれど、王宮からの使者は思わぬ相手からの呼び出しだった。




　またも王宮に上がることになったイザベラがいるのは、乳白色の壁かべに妖よう精せいが花と戯たわむれる様子が描えがかれた一室。

　可愛かわいらしい色合いで統一された家具は全すべて優美な猫ねこ足あし。瑞みず々みずしい花の香かおりに満ちた部屋は、主人であるリーテの可か憐れんな雰ふん囲い気きによく合っていた。

「はぁ……、これがちょっと前まで灰はい塗まみれになってた奴やつとは」

　華はなやかに絵付のされたカップを片手に、ヴィヴィは姉妹しかいない気安さからそう腐くさす。

　茶の用意をする侍じ女じよがいる間は、あまり動じないリーテさえ戸と惑まどうほど丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいと微笑ほほえみを絶やさない淑しゆく女じよを演じてみせたヴィヴィ。妹の思わぬ一面に、イザベラも暴言を窘める言葉を飲み込んだ。

「ヴィクトリア……、怖こわい」

　イザベラが末すえ恐おそろしさを感じていたように、リーテもあまりの変わり身に引いている様子。良くも悪くも素す直なおなリーテの言葉に、ヴィヴィは鼻で笑った。

「あたしはまだましだっての。言い方変えてるだけで、意見まで変えてるわけじゃないしね。相手によって言ってること正反対の貴族なんて、王宮には珍しくもないじゃん」

　それもそうかと頷くリーテに、イザベラは心配になる。

「悪く言うわけじゃないけど、リーテ、その、大丈夫？　お妃きさきになる準備とか」

「髪かみ結ゆってるし、ドレス着てるし、椅い子すに座ってるし、お茶もがぶ飲みしないし大丈夫じゃないの？」

　イザベラが濁にごした過去のリーテの所業を、ヴィヴィは意地悪く笑いながら挙げ連ねた。男だん爵しやく令れい嬢じようだった頃ころのリーテは、髪も梳とかさず使用人の服を着て、平気で床ゆかに膝ひざを突き作法も身につけてはいなかったのだ。

　それが今は、細く豊かな白金の髪は美しく結われ、金糸で花々が刺し繡しゆうされた豪ごう華かなドレスに劣おとらない、淑女然とした姿で座ってお茶をしている。

　返答を考えていたらしいリーテは、何故なぜか白い頰ほおを仄ほのかに染めた。

「髪梳かすとね、エリックが綺き麗れいだって撫なでてくれるの。ドレスはね、エリックがきっと似合うよって毎朝選んでくれて。きちんと座ってれば、お勉強早く終わるし、お茶もゆっくり飲めば、エリックと一緒にいられる時間も長くなるでしょ」

　空のように澄すんだ瞳ひとみを笑えみに細め、リーテは恋こいする乙女おとめらしく惚のろ気ける。

　鼻白んだ様子でヴィヴィがカップを傾かたむける間も、リーテの口からは婚こん約やく者である王子の名前が途と切ぎれることはない。

　王宮からの使者は、リーテからの誘さそいだった。王子の妃となるリーテは妹とは言え、高位に位置する存在。断るのも失礼に当たると、義父の勧すすめで訪ねたのである。

　リーテからお茶をしようと王宮に招かれたイザベラとヴィヴィは、一緒に住んでいた時よりも少しはまし程度の改善を予想していたのだ。それが、リーテに与あたえられた王宮の私室を訪ねてみれば、元の美び貌ぼうをさらに磨みがき上げたような義ぎ妹まいが出で迎むかえてくれた。

　惚気に相あい槌づちを打ちつつ、イザベラは恋の偉い大だいさに呆れにも似た感かん嘆たんを覚える。同時に、叱しかりつけることでリーテを動かそうとしていた自身の行いが、間ま違ちがっていたことを再さい確かく認にんした。叱られるよりも、褒められたほうが嬉うれしいのは当たり前だ。リーテは褒められる喜びが改善の鍵かぎだったのである。

「リーテも、頑がん張ばってるのね。王子さまのためなら、お勉強も好きになれるのかしら」

　イザベラの言葉に、リーテは迷いなく首を横に振ふった。

「身み嗜だしなみはエリックが喜ぶからもう嫌きらいじゃないけど、お勉強は嫌い。食事作法も挨あい拶さつの口上も覚えても何も面おも白しろくないんだもの」

「あぁ、なんかそのわがままさ、リーテだなって思うわ」

　乾かわいた笑いを漏もらすヴィヴィの隣となりで、イザベラは脱だつ力りよくする。好き嫌いで物事を判断するようでは、まだまだ妃となる道のりは険しい。

「あ、名前覚えるのは面白いよ。間違い探しみたいで。アルベルトとアルベルヒトとか」

「それどういう感覚？　同じような名前ばっかりってこと？」

　リーテのずれたものの見方にヴィヴィは半眼になる。けれど百を超こえる王家血けつ縁えん者の名前を諳そらんじ始めた時には、思わぬ記き憶おく力にイザベラも目を丸くした。

「そう言えばリーテ、編み物や刺繡の目、絶対落とさなかったわね」

「細かい作業、延々続けても集中力切れなかったし。使い方次し第だいとか？」

　家事にしか使ってこなかった才能が、妃教育の中で思わぬ開花をしたらしい。

「イザベラは？　お勉強好きだからやってるの？」

　名前の暗唱を終えたリーテの問いに、イザベラは苦く笑しようした。

「違うわよ。でも、やらなきゃいけないって、後こう悔かいするってわかってるからやってるの。……せめて、恥はずかしくないくらい中身が伴ともなってないと」

　行ぎよう儀ぎ作法を学び直そうと思ったのは、伯爵家となる家のため、妃となるリーテのため。何より、舞ぶ踏とう会へ誘ってくれたフリッツと並んでも恥ずかしくない淑女になるため。

「あのフリッツっていう人は、イザベラのままならなんでもいいんじゃない？」

「はぁ…………？　何それ、どういう意味？」

　小首を傾かしげるリーテに、イザベラも言葉の意味がわからず首を傾げ返す。ふと、行儀作法を習う理由としてフリッツの名を挙げたことがあっただろうかと不思議に思った。

「あぁ、あぁ。そういうのはまだいいんだって。ベラ気にしないでいいよ。リーテは馬に蹴けられたくなかったら自分のことに専念してな」

　イザベラの思案を断たち切るように、ヴィヴィが声を上げる。何故馬なのか。気になったイザベラとリーテが口を開こうとした時、白く塗ぬられた扉とびらが外から叩たたかれた。

「アシュトリーテさま、エリック殿でん下かがお見えです」

　外に控ひかえた侍女の呼びかけに、フェルローレンの三姉し妹まいはすぐさま席を立つ。裾すそを両手で摘つまみ上げ頭を下げて待てば、入室してくる足音は二つだった。

「楽にしてくれて構わない。イザベラ嬢じよう、ヴィクトリア嬢、お元気そうで何よりだ。アシュトリーテ、待たせたね。会えなくて寂さびしい思いはしなかったかい？」

　聞く限り、朝も会っているだろうエリックは、眩まぶしそうにリーテを見ると熱い抱ほう擁ようを交かわす。リーテよりも濃こい金きん髪ぱつに凜り々りしい碧へき眼がん。王子然とした美男顔は、笑み崩くずれていた。

　そんなエリックの後ろから、咳せき払ばらいが発される。

「エリック、そこまでだ。アシュトリーテのご機き嫌げん伺うかがいに来たわけじゃないだろ」

　冷静に軌き道どう修正を行うのは、エリックの学友であるフリッツだった。イザベラと目が合うと、フリッツは茶色の瞳を優やさしく緩ゆるませる。凜りんとした王宮勤めらしい礼服姿に目を奪うばわれていたイザベラは、いつものフリッツらしさに安あん堵どを覚えた。

「あぁ……、疎そ外がい感」

　イザベラが微笑み返す横で、ヴィヴィの低い声こわ音ねが通った。フリッツは横を向いて咳払いし、エリックも苦笑して着席を促うながす。

　新たに座るのはエリックだけで、客でもないフリッツはエリックの後方に当たり前のように立っていた。学友とは言え、仕事中の上下関係はきちんと別わけているようだ。

　落ち着いて向き合うエリックは、王子さまという言葉を体現したような人物。けれど、イザベラはエリックが恋のために暴走したさまを見ている。初めて言葉を交わしたのが、リーテへの継まま子こ虐いじめに対する糾きゆう弾だんだと思うと、こうして向かい合う姿は奇き妙みように思えた。

　もちろんエリックは別べつ荘そう地ちにいる間中、謝罪の手紙や品を送り続けるという、自らの非を正す行いをした。時間を見つけては男だん爵しやく家の別荘に現れ、直接頭も下げたのだ。

　元が木っ端ぱ貴族であるイザベラたちは逆に恐きよう縮しゆくし、どうすればエリックの謝罪を止められるかと家族会議を開いたりしたものだ。結果としてはフリッツに相談することで、エリックを諫いさめてもらいことは収まった。

　何ごとも一いつ生しよう懸けん命めいになりすぎると、周りが見えなくなる王子さまらしい。

「アシュトリーテの手紙にも書いてもらったが、イザベラ嬢にお聞きしたいことがある」

「はい、テレーゼ姫ひめとのお茶会のことですね。えぇと、やっぱりあの噂うわさでしょうか？」

　リーテに向けていた甘い表情を改め切り出すエリックに、イザベラも手紙の内容と合わせて、ヴィヴィに聞いた悪い噂を口にする。

　リーテの使者が持って来た手紙には、エリックがテレーゼのお茶会について話したいことがあるとも書かれていたのだ。義父がリーテの誘いを受けるよう言ったのも、王宮の外からテレーゼを窺うかがうより、中から様子を見たほうがいいとの判断だった。

「ベラも知っていたのか。まだ王宮の一部で言われているくらいだと思ったんだが」

　眉まゆを顰ひそめるフリッツに、イザベラは噂を持ち込んだ耳の早い妹を窺った。けれどヴィヴィは訝いぶかしげに眉を上げる。

「一部？　ベラがお茶会でやらかしたとか、お姫さまが熱出したのがベラの呪のろいのせいだとかいうのじゃなくて？」

　エリックには激げき怒どしているところを見られているヴィヴィは、王子の前であることも気にせず普ふ段だんの口調で確認を取った。非を自覚するエリックも改善は求めない様子。

　というよりも、ヴィヴィが口を開くとエリックの顔に緊きん張ちようが走る。苦手意識か、教師に叱られる前の生徒のようだと苦く笑しようしようとしたイザベラは、不ふ穏おんな単語に気づいた。

「ん？　ちょ……っ、待って！　呪いなんて聞いてないわよ、ヴィヴィ！」

　思わぬ単語にイザベラが声を荒あらげる中、エリックはその噂じゃないと否定する。神しん妙みような表情からは、もっと重大で悪い噂らしいと察せられた。

「ベラは、まずは茶会で何があったかを話してくれないか？」

　順を追おうと言うフリッツに応じ、イザベラは王族の紋もん章しよう入りの皿を使う羽目になった経けい緯いを説明する。次いで、ヴィヴィが噂を持ち込みテレーゼに見み舞まいを断られた顚てん末まつも。

「テレーゼの行動が不可解……いや、彼女は何も言ってないから、見舞いを断ったことだけを考えれば…………」

　思案げに呟つぶやくエリック。フリッツは王宮の一部に広がる噂を口にした。

「俺たちも、アシュトリーテへの継子虐めの噂と、吟ぎん遊ゆう詩人が謳うたう灰かぶり姫のせいもあるだろうと考えたんだが。──実はテレーゼ姫が、ベラを恐おそれて婚こん約やく発表に参加しないかもしれないと、言われているんだ」

　リーテとエリックの婚約発表に、王族が出席しない。もし事実となるならば、一人くらいと軽く見るのは間違いだ。ただでさえ生まれの身分が低く、確固たる後ろ盾だてもないリーテにとって、王族の中に祝福しない者がいるとなれば外聞は悪く、これから先の王宮生活で大きく躓つまずくことになる。

　しかもそれが自分のせいとなれば。想像以上に悪い方向へ噂が傾いていることに、イザベラは狼狽うろたえた。

「大きく陞しよう爵しやくしたフェルローレン伯はく爵しやくを妬ねたむ者が、率そつ先せんして噂を流しているきらいはある。噂の元を黙だまらせることも必要だが、もしテレーゼとの間に行き違いがあるのなら、一刻も早く信しん頼らいを回復しなければならない。そうでなければ、身分の低いイザベラ嬢のほうが、婚約発表の場に出られない事態も考えられる」

「え……、あたしが出られないんですか…………っ？」

　エリックの言葉に声を上ずらせるイザベラの横で、ヴィヴィは赤毛を引っ張り半眼になる。

「うっわぁ……。やっぱあのお茶会、なんかの罠わなだったんじゃないの？」

　ヴィヴィの軽口に、何故なぜかフリッツとエリックは肩かたを揺ゆらした。

「テレーゼはそういうことをしそうにはないと思うんだが……」

「だったら、茶会に参加していたテレーゼ姫の側付だろう」

「点数稼かせぎで噂を、か。考えられなくはないな」

「せっせと拡散しているのはあの伯爵だが、出所はあちらだろうな」

　声を潜ひそめて話し合うフリッツとエリック。真しん剣けんな様子ながら、イザベラは堪たまらず口を挟はさんだ。

「あの、信頼回復ってテレーゼ姫にお会いする必要があるんですよね？」

　リーテの晴れ舞ぶ台たいに参加できないなど冗じよう談だんではない。イザベラはテレーゼから応おう諾だくの返事がもらえるまで、手紙を出し続けることを決意した。

「あぁ、そうだ。だからイザベラ嬢には、これからテレーゼの見舞いに向かってほしい」

「え……？　お会いできるんですか？　──あ、そうか。王子さまだから」

　エリックの要よう請せいに、イザベラは拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。けれどイザベラの呟きをエリックは否定した。

「見舞いは、フリッツが向かう。その連れとしてイザベラ嬢がテレーゼと会う段取りをつけてある」

　言いながらエリックが振ふり返ると、フリッツは渋しぶい表情で友人の碧眼を見返していた。

「そう渋るな。やはり手を打っておいて正解だったではないか。イザベラ嬢のためだろう」

「……だからこそ、このやり方は嫌いやなんだ」

　低く呟くフリッツに、エリックはまさかと眉を顰める。

「まだ言ってないのか？　何をしているんだ」

「言う必要はないと思っていたんだ。家のせいで変な誤解をされても──」

　揉もめるらしい会話を、リーテがエリックの袖そでを引いて止めた。

「ねぇ、お見舞いの時間、そろそろだと思うけど」

　イザベラをテレーゼに会わせると知っていたらしいリーテは、天使が彫ちよう刻こくされた置き時計を指し示す。

　気の進まない様子のフリッツは、諦あきらめたように息を吐ついた。

「行こう、ベラ。テレーゼ姫との会話は俺がするよ。話しかけられた時にだけ、答えるといいから。そんなに緊張しなくても大だい丈じよう夫ぶだ」

　硬かたい表情のイザベラに、フリッツは笑ってみせる。手を取られて立ち上がれば、エリックも名残なごり惜おしそうにリーテを見つつ席を立った。

「私は執しつ務むに戻もどるが、アシュトリーテ、またな」

　愛いとおしげにリーテの頰ほおを撫なで、別れを惜しむエリックを急せかすのは、どうやらフリッツの役目らしい。

「えぇと、ヴィヴィ。どうする？　お見舞いどれくらいで終わるかわかんないけど？」

「じゃ、別々で良くない？　あたし先に帰ってこのことお義父とうさまとお母さんに言っとく」

　端たん的てきな言葉で帰路の予定を立て合うイザベラとヴィヴィ。リーテはまた来てね、と寂さみしげに眉を下げて手を振っていた。

　フリッツと二人きりになったイザベラは、以前通ったよりも狭せまい廊ろう下かを進む。決して質素とは言えない赤い絨じゆう毯たんや天てん井じよう絵が飾かざられた廊下だが、金装そう飾しよくがそこかしこにあるわけではない。

「今、テレーゼ姫ひめのお部屋に向かってるのよね？　庭園に行くのとは道が違ちがうのかしら？」

「いや、お茶会があったのはテレーゼ姫のお部屋に付ふ随ずいする庭園だろう？　だったらここを通ったはずだ」

「うぅん。前に通ったのは金ぴかのもっと広い廊下だったわ。案内係を五人も経由したの」

「あそこ、か。……おかしいな。そっちからも確かに行けるけど、遠回りだ」

　ずいぶん時間がかかっただろうと言うフリッツと共に、イザベラは首を捻ひねった。遠回りしなければ、貴婦人たちを待たせることもなかったのではないか、と。

　イザベラが眉を顰めて考え込んでいると、フリッツは行く先に立つ衛兵を指し示した。

「あそこからがテレーゼ姫のお住まいになる区画だ。ベラ、難しい顔はやめて、なるべく笑えみを浮うかべておいたほうがいい」

　言って微笑ほほえんでみせるフリッツにつられ、イザベラは苦く笑しようを零こぼす。まだまだ、フリッツには助けられてばかりだ。フリッツに頼たよらず隣となりに立てるよう頑がん張ばらなければと、イザベラは胸中で拳こぶしを握にぎる。そのためにはまず、テレーゼとの関係改善に今は集中しようと。

　衛兵にフリッツが名乗ると、案内係が呼ばれ応接間に通される。

　リーテの私室に負けず劣おとらず高価で愛らしい調度の数々が並んでいるが、何処どこかテレーゼの雰ふん囲い気きには合わないようにイザベラには思えた。白いドレスに差された赤の艶あでやかさが印象に強いせいだろうか。

　フリッツと並んで座り、待っていると、室外から案内係の声が告げる。

「ティアナローゼ姫のお出ましでございます」

　立って出で迎むかえる準備をすれば、軽かろやかな足音が急ぐ様子で応接間に入ってきた。

「フリッツさま、お待たせして申し──っ、イザベラ……嬢じよう…………？」

　急いでやってきたらしいテレーゼの弾はずんだ声こわ音ねは、イザベラの存在を認めると硬かたく強こわ張ばった。

「お連れとは……、イザベラ嬢のことでしたのね」

　どうやらイザベラを連れてくるとは言っていなかったらしいフリッツ。イザベラが窺うかがえば、フリッツは一度困ったような笑みを向けて、テレーゼにはそつのない笑顔で相対した。

「テレーゼ姫、突とつ然ぜんの訪問をお許しいただきありがとうございます。私の旧知であるフェルローレン伯爵令嬢については、ご紹しよう介かいの必要がおありでしょうか？」

「……いいえ、まさかこんなに早くまたお会いするとは思いもしませんでしたわ。イザベラ嬢は、フリッツさまと幼い頃ころからのお知り合いだそうですわね？」

　相変わらず美しい銀ぎん髪ぱつを靡なびかせ、深窓の姫らしく無む邪じや気きな様子で微笑みかけるテレーゼ。ただ、着席を勧すすめられイザベラがフリッツの隣に腰こしを下ろした瞬しゆん間かん、碧へき眼がんに宿る光が鋭するどさを帯びた気がした。

「ベラのことを、ご存じで？」

　目立たない男爵令嬢だったイザベラが、フリッツの幼おさな馴な染じみであると知る者は少ない。けれど特に隠かくしているわけではなく、調べれば幼少の住まいが近いことは簡単にわかる。フリッツの問いには、言外にイザベラを調査したのかという疑念が含ふくまれていた。

「えぇ、お茶会にお招きするのですもの。ご出身で好みも違うでしょうから、お持て成しするために。──そうだわ、イザベラ嬢。お茶会で聞きそびれてしまったことがありますの。フリッツさまの幼少のご様子をお聞かせ願えませんこと？　『婚約者』でいらっしゃるフリッツさまのお育ちを、是ぜ非ひお聞きしたいわ」

　後ろ暗い様子もなく話すテレーゼが、手紙を突つき返すなんて不ぶ躾しつけな真似まねをしたとは思えない。そう考えていたイザベラは、思わぬ単語に思考が止まった。

「婚約者の候補として、名前が挙がっているだけです。そのお話は、何一つ正式に進んではおりません」

　口早に現状を言い直すフリッツに、イザベラはぎこちなく首を動かした。茶色い瞳ひとみは内心の動どう揺ようを表すように、左右に泳いでいる。何より、テレーゼとの婚約話が上がっていることを、フリッツ自身が肯こう定ていしていた。

　口元に手を当てたテレーゼは笑う。けれどイザベラもフリッツも他ほかのことに思考を向け、気にも留めなかった。

　イザベラから視線を逸そらし咳せき払ばらいしたフリッツは、話題を変えるように本題に立ち返る。

「お加減がよろしくないとお聞きいたしましたが？　ご快調なさったのでしょうか」

　フリッツが身を案じるように問うと、テレーゼはふと視線を下に落とす。些さ細さいな仕草で、すぐさま笑みに目を細めたため、イザベラは気になったものの深くは考えなかった。

「えぇ、恥はずかしながら、お茶会を主しゆ催さいして気き疲づかれが出たのだろうと、侍じ医いに言われてしまいましたの。その……お茶会では、イザベラ嬢になんと言えばいいか」

　まだ皿を割ってしまったことを気にするらしいテレーゼに、イザベラは自身で答えていいかとフリッツに目配せをする。けれどフリッツは緩ゆるく首を振ると、会話は任せてくれと言うようにテレーゼに応じた。

「ベラはいつまでも失敗を責めるような狭きよう量りようさはありません。テレーゼ姫のお心こころ遣づかいに感謝をしております。──ただ、お加減が悪いとの風聞にお手紙を差し上げ、姫を案じていたのですが」
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　手紙を読みもせず返したテレーゼの真意は。フリッツが問おうとすると、テレーゼは戸と惑まどった声音を漏もらした。

「お手紙、ですか？　お茶会についての物でなく？」

　招待のお礼とは別に、お見み舞まいの手紙を送った、とイザベラはフリッツに目顔で伝える。頷うなずいたフリッツは、テレーゼに向き直り率そつ直ちよくに聞いた。

「ベラはテレーゼ姫を案じ、お見舞いを申し入れたのですが、手紙は開かい封ふうもされずに戻ってきたそうです。テレーゼ姫は、そのことをご存じない？」

「まぁ……。そんなことが？　ごめんなさい。先日まで寝ね込こんでいたもので、お手紙をいただいていたなんて、知りもせず…………。誰だれがそのような、いえ、それではイザベラ嬢がお出いでになったのは、やはりそのことに対してお怒いかりになったから？」

　怯おびえたように細い肩かたを竦すくめるテレーゼ。

「先ほども申し上げたとおり、ベラは無む闇やみに非を叱しつ責せきするような短たん慮りよな令れい嬢じようではありません。こうして、テレーゼ姫になんらかの不都合があったのではないかと、案じてお見舞いに伺うかがったのです」

　テレーゼへの心証を良くしようというフリッツの気遣いが、イザベラには居た堪たまれない。リーテに会った後では余計に羞しゆう恥ち心しんが刺し激げきされ、いいえ短慮です、ごめんなさいと胸中で叫さけんで耐たえた。

「私もベラの旧知として、テレーゼ姫との間に行き違いがあったのではと案じておりました」

「そう……。でしたら、今日のお見舞いはイザベラ嬢のお申し入れで？」

　恥ずかしさに目を逸らしていたイザベラは、テレーゼの声音が変わったように感じ視線を上げる。けれど微笑むテレーゼに変わった様子はない。どころか、一度視線を落とす仕草をして以降、仮面のように笑みが崩くずれていなかった。

「もちろん私もエリック殿でん下かも、テレーゼ姫のご体調が芳かんばしくないと耳にして、案じておりました。こうしてお元気な姿をお見せくださり、喜ばしい限りです」

「フリッツさまにご心配いただけるなんて、お優やさしさが嬉うれしゅうございます」

　頰を染めてエリックを除外するテレーゼの言葉に、イザベラは内心首を傾かしげた。

　フリッツを窺っても、笑みを絶やさずテレーゼに王宮に流れる噂うわさについての確かく認にんを始める。違い和わ感かんを覚えているのは自分だけかとイザベラが戸惑う内に、テレーゼは寝込んでいて噂などは何も知らないと話は進んだ。

「そうですか。では、少々噂に関してテレーゼ姫のお力をお借りしたく」

「フリッツさまと私の間に、遠慮はご無用ですわ。私で良ければ、なんでも仰おつしやってくださいませ。フリッツさまのお力になれるのなら、こんなに嬉しいことはございません」

　恥じらうように頰ほおに手を添そえるテレーゼに、イザベラもようやく腑ふに落ちた。どうやらテレーゼは、フリッツに好意を抱いだいているようだ。横目に窺えば、爽さわやかな笑えみを湛たたえたフリッツの横顔は、恋こいする乙女おとめがいてもおかしくないほど整っている。

　ざわりと、胸の内で湧わき立つ感情に、イザベラは驚おどろいた。フリッツが人目を引く美形であることに間ま違ちがいはない。だと言うのに、テレーゼが好意を抱くには十分だと認めた途と端たん、自分の考えを否定したい気持ちになった。

「──そんな。テレーゼ姫、さすがにそれは急すぎるかと」

「あら、そうでしょうかしら？　ねぇ、イザベラ嬢。イザベラ嬢は如何いかが？」

「え、は……、はい？」

　突然テレーゼに名を呼ばれ、イザベラは間ま抜ぬけな声を上げてしまった。笑みを絶やさないテレーゼは、聞いていなかったことなど気にも留めず、もう一度提案を口にする。

「フリッツさまが、悪い噂を払ふつ拭しよくしてほしいと仰るのですから、いっそ、イザベラ嬢が私の側付としてお出でになればいいと申し上げましたの。私はいい案だと思いますのよ。イザベラ嬢が側付になれば、不仲などと仰る方もなくなるでしょうし」

「しかし、ベラはエリック殿下の婚こん約やく者の姉に当たるのです」

　イザベラが何かを言う前に、フリッツはテレーゼに訴うつたえる。

「あら、それでしたらフリッツさまも同じではありませんか。ふふ、と言ってもご心配には及およばないと以前も申し上げましたでしょう。私は兄とはあまり親しくないのです。私と距きよ離りを近づけたところで、継けい承しよう争いにはなんら影えい響きようはございませんわ」

「……あなたご自身がそう思っていても、他がそう考えるかは別でしょう」

　渋しぶるフリッツに、王宮事情に疎うといイザベラでも何を話し合っているのかが見えてきた。継承争いとはつまり、第一王子と第二王子どちらの勢力に属しているかということ。

　フリッツはエリックの学友であり側近。誰が見ても第二王子派だ。テレーゼは第一王子の実妹であり、実際の兄妹きようだい関係は置いておいても第一王子派と考えるのが一いつ般ぱん的だろう。

　イザベラはと言うと、義ぎ妹まいがエリックと婚約をするのだから、フェルローレン家自体が第二王子派と見なされる。

　第二王子派の者が、第一王子派のテレーゼに近づくのは、傍はたから見れば裏切り行こう為い。リーテや義父の評判に関かかわるかもしれない。

　フリッツが反対するのなら、と考えていたイザベラに、テレーゼは心配ないと言う。

「イザベラ嬢じようもそんなに難しいお顔で悩なやむ必要はございませんのよ。私は継承権から遠い末子であり女ですから。殿との方がたの諍いさかいに触ふれることなどありません。それに、イザベラ嬢は王都に移られてすぐ、家庭教師を何人も招く勉強熱心な方だとお聞きしていますわ。側付と言っても難しいことではありませんの。王宮で行ぎよう儀ぎ見習いをなさるとでも思えば、イザベラ嬢にとっても良い経験となりましょう」

　テレーゼの誘さそいにイザベラの心はぐらつく。王宮での行儀見習いなど、望んでできることではない。何より屋や敷しきの中で習い覚えたことを、実じつ践せんするには場慣れが必要だと、テレーゼのお茶会で痛感した。

　悩むイザベラに、フリッツが声をかけようとすると、テレーゼは思いついた様子で手を打ち合わせる。

「そんなにご心配でしたら、フリッツさま、十日後のお茶会でイザベラ嬢が何処どこまで学べたかご覧になっては如何？　イザベラ嬢が私の下もとにいる間に、噂が収まるなら良し。別の問題が起きるようでしたら、無理にイザベラ嬢を側付としてお引き留めは致いたしません。本を正せば私が噂に気づかず対応をしてこなかったせいですもの」

　テレーゼの側付として行儀見習いをさせる上に、辞やめたいと言えばいつでも側付を辞めていい。しおらしく俯うつむくテレーゼを見て、イザベラは腹を決めた。

　フリッツと舞ぶ踏とう会に参加するにあたって、隣となりにいても恥ずかしくない淑しゆく女じよになるためには、この好機を逃のがしてはならない、と。

「テレーゼ姫ひめ、どうかお側付として参上させてください」

　制止の声を上げようとするフリッツを見つめ、イザベラは首を横に振ふる。迷うような、悔くやむような表情を浮うかべたフリッツは、感情を飲み込むように口を閉じると頷いてくれた。

「ベラが決めたのなら、それでいい。エリックには事実がねじ曲がらないよう、ことの経けい緯いを確かに伝えよう」

　イザベラが第二王子派から悪く言われないよう、悪い噂が立たないようフリッツは善処すると応じる。

「では、フリッツさまはお茶会にお出でくださるのね？」

　指を胸の前で組み合わせて尋たずねるテレーゼは、心なしか頰が紅潮していた。

　上じよう機き嫌げんになったテレーゼに惜おしまれながら、イザベラはフリッツと共に見舞いを終える。応接間で話し込んでいる内に用意されていたらしい、エリックからの見舞いの品という物が目録と共に引き渡わたされるのを見届け、テレーゼの居住区画から足を踏ふみ出した。

「その、勝手に決めてごめんね、フリッツ。でも、本物のお姫さまから学ぶ機会なんて、これを逃したらないと思って」

　並んで歩きながら、イザベラは気き後おくれする己おのれを叱しつ咤たするように言う。側付に反対らしいフリッツは、ふと呟つぶやきを漏らした。

「……側付として通うなら、もう屋敷に行っても会えないな」

「屋敷で会えなくても、同じ王宮にいるんだから偶ぐう然ぜん会うかもしれないじゃない」

　言って、その可能性が低いことにイザベラは気づく。まだ二度目だが、王宮の広さは嫌いやでもわかる。貴族屋敷などくらべものにもならない。テレーゼの部屋と第二王子の行動圏けんは離はなれており、イザベラとフリッツが王宮で偶然出会うことはほぼないだろうと思われた。

「えぇと、フリッツは今から王子さまの所に戻もどるのよね？」

「その前に、ベラを王宮の外まで案内するよ。前に通った廊ろう下かが違ちがうなら、場所がわからないだろ？」

　優しさをみせるフリッツに、頼たよりそうになる自分に気づきイザベラは思い留とどまる。舞踏会に一いつ緒しよに行っても恥はずかしくない同どう伴はん者しやになるには、優しさに甘えてばかりではいけない。ただ後ろをついて行くのではなく、フリッツの隣に堂々と立ちたいのだ。

　以前の舞踏会のように、目を離しただけで近寄れもしないようでは情けない。

「大だい丈じよう夫ぶ、一人でも行けるわ。フリッツはお仕事があるんだもの。あたしを送ってたら時間がかかるでしょ」

　笑って見送りを辞退するイザベラに、フリッツは心配そうな表情を浮かべる。仕事に戻るようもう一度イザベラが促うながすと、フリッツは道順を教えて廊下の角で足を止めた。

「じゃあね、フリッツ。今日はお見み舞まいに連れて行ってくれてありがとう」

「あぁ。ベラ、気をつけて。…………一緒にいたいと思うのは、俺のわがままだな」

「え……？」

　踵きびすを返すフリッツの呟きに、歩き出そうとしていたイザベラは足を止める。イザベラの視線には気づかず、フリッツはそのまま角を曲がって歩き去って行った。

「……一緒にいたいから、頑がん張ばろうと思ったんだけど？」

　イザベラは腕うでを組んで考え込みながら歩き出す。フリッツのわがままとはなんだろう。フリッツのわがままなど聞いた覚えがない。

「聞いた覚えがないと言えば、テレーゼ姫のこと、よね……」

　呟いて、イザベラは頭を振った。自分も婚約していたことがあるのだ。フリッツにそんな話があっても不思議ではない。なのに、フリッツに婚約者がいる可能性を今まで考えなかったことがおかしいくらいだ。

「うちとは違う、生きつ粋すいの伯はく爵しやく家だもの。その一人ひとり息子むすこなら、お姫さまとの婚約話があっても……」

　当たり前だと頭では納なつ得とくしている。けれど胸の内に湧く否定したいという思いが、言葉を詰つまらせた。

　事実を否定できるわけがないと、自身の胸中がわからずイザベラは足元を凝ぎよう視ししながら考え込む。そうしてフリッツに教えられた、曲がらなければいけない廊下を通りすぎてしまった。

「フリッツも教えてくれたって……あぁ、もう。なんだか調子が悪いわ。疲つかれたのかしら？」

　物思いを振り払はらって顔を上げた時、そこは見たことのない廊下だった。花一つ飾かざられていない廊下には、深い青を織り込んだ絨じゆう毯たんが敷しかれ、黒みを帯びた建材が辺りを厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きにしている。

「……何処ここ？　え、あたし迷った？」

　状じよう況きようを把は握あくしたイザベラは来た廊下を戻るが、周りを見ていなかったため何処から来たのかもわからない。

　王宮は場所によって、地位の低い者は足を踏み入れただけで罰ばつせられる。辺りに漂ただよう空気は華はなやかな王宮というより、厳格な政務の場といった様相。

　冷や汗あせを搔かくイザベラは、聞こえる人の話し声に肩かたを跳はね上げる。角の向こうから聞こえる声に、こっそり廊下の向こうを窺うかがった。

　立ち話の風ふ情ぜいで喋しやべるのは二人の宮きゆう廷てい人らしい男性。若い青年に、義父に近い年ねん齢れいで額の広い男性が、擦すり寄るような声こわ音ねで休みなく話しかけている。

　受け流すように腕を組んで相対するのは、遠目からもわかる金きん髪ぱつの美び丈じよう夫ふだった。

「あ……っ！」

　見知った姿に思わずイザベラは声を上げる。応じて巡めぐる瞳ひとみは、記き憶おくにあるとおりの碧へき眼がん。

　今夏、別べつ荘そう近くに気き紛まぐれに出しゆつ没ぼつした青年貴族、クラウスとの思わぬ再会だった。

　道を聞ける人物がいた、と安あん堵どの笑えみを浮かべたイザベラが角から姿を現すと、クラウスは驚おどろきから立ち直り、直前まで話していた額の広い男性に視線を向ける。

「モントルシュタイン伯、暫しばし──」

　会話中だったかと、イザベラは呼びかけを思い留まった。同時に、クラウスの呼びかけに気づかない額の広いモントルシュタイン伯は、イザベラを凝視して目を眇すがめる。

「フェルローレンの……。かような場所に、いったいなんの用だ？」

　イザベラをフェルローレン伯爵令れい嬢じようと知るらしいモントルシュタイン伯は、場ば違ちがいを責めるように声音を険しくした。

　やはり立ち入ってはいけない場所だったかと息を詰めるイザベラに、モントルシュタイン伯は尊大に言い放つ。

「娘むすめを売って爵位を買うような当主の下では、まともな礼れい儀ぎも教わらぬと見える。卑ひ賤せんな身のほども弁わきまえず頭こうべも垂れぬとは不ふ遜そん、不敬、不心得にもほどがあるぞ」

　何故なぜいきなり義父が罵ののしられなければならないのだ、とイザベラは憤いきどおりを抱いだいた。世間ではリーテの恋れん愛あい譚たんを、義父の巧こう妙みような手回しによる出世の踏み台と邪じや推すいする向きがあることは鈍にぶいイザベラの耳にも入っている。

　言い返す言葉を考え始めたイザベラだったが、続くモントルシュタイン伯の言葉で怒いかりは一時的に彼方かなたへと吹ふき飛んだ。

「成り上がりの伯爵家では知らぬこととは言え、クラウス殿でん下かのご前ぜんであるぞ。恥はじを知れ！」

　我がことのように胸を張るモントルシュタイン伯。虎とらの威いを借る狐きつねの如ごとく滑こつ稽けいだが、イザベラは殿下と呼ばれたクラウスを凝視するしかできなかった。

　殿下と呼ばれるのは、もちろん王族だけ。その上、クラウス殿下と言えばこの国の第一王子であることは、木っ端ぱ貴族でも知っている。

　クラウスがよくいる名前でも、王族特有の碧眼を見れば気づかないほうがおかしい。だからと言って、いやだからこそ、男爵家の別荘近くを一人でふらふらしている青年貴族が、まさか王子だと思うわけがない。

　イザベラの驚きよう愕がくに気を良くしたモントルシュタイン伯がさらに口を開こうとするのを、クラウスが止める。

「モントルシュタイン伯、あの者は私が呼んだのだ。言ったであろう。用があるため急ぐのだと。私が遅おそいので様子を見に来たのだろう。婦人を待たせるわけにもいかん。ここで失礼する」

「へ……、で、殿下？　まさか、殿下までフェルローレンと──」

「王家の姻いん戚せきとなる家と交流を持つことに、なんの不思議がある。──来い、イザベラ」

　あわあわと言葉の出てこないモントルシュタイン伯を置いて、クラウスはイザベラに歩み寄ると背に手を当てて問答無用に場所を移動した。

　歩かされながら、イザベラはまだ混乱の中にいる。殿下と呼ばれるに相応ふさわしい雰囲気を持ったクラウスだが、今さら殿下と呼べるだろうか。殿下と敬けい称しようをつけないわけにはいかないが、今になってと笑われるのは目に見えている。

　いっそ初めから殿下と呼べとでも言ってくれていれば。イザベラは混乱を引きずったまま、胸中でクラウスを責める言葉を叫さけんだ。

　気づけば、厳粛な雰囲気よりも華やかさを感じさせる廊下へと導かれる。

「ふ……、いつまでそんな間ま抜ぬけ顔を晒さらしているつもりだ？　伯爵令嬢の名が泣くぞ」

「なぁ……っ」

　相変わらず口の悪いクラウスに、イザベラは言い返そうとする自身を咄とつ嗟さに抑おさえ込んだ。

　思い返せば、クラウスの不ぶ躾しつけな態度に合わせて気軽に話しかけていたが、クラウスが偉えらぶるのも当たり前だ。イザベラはクラウスを不躾だと怒おこっていた過去の自分こそが、不躾である事実に気づく。

　羽虫のように何処どこからともなく湧わいてくるなどと言った記憶もあるが、本人に言わなくて良かったと今は心から思った。

「く、くく……、イザベラ、お前は赤くなったり青くなったりと、本当に忙いそがしいな」

　悩なやみ慌あわてるイザベラを見下ろし、クラウスは意地悪く笑う。どうしてイザベラが慌てているかなど、クラウスは言われずともわかっている。後で慌てることをわかっていて、身分を明かしていなかったのだと思えるほど、クラウスは愉ゆ快かいそうだった。

　必死に羞しゆう恥ちを抑え込んだイザベラは、深く息を吐はき出し、責めるように一度だけクラウスを睨にらみ上げた。

「失礼いたしました、クラウス殿下。知らぬこととは言え数々の非礼、何なに卒とぞご容よう赦しやをいただけますよう、お願い申し上げます」

　礼を取り、頭を下げて丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいを心がける。練習の成果は如何いかに、と俯うつむいたままクラウスの反応を窺うイザベラは、長ちよう嘆たん息そくを聞いて内心慌てた。

「……頭を上げろ。今さらしおらしくしてみせたところで、挽ばん回かいできると思っているのか？　腹立ち紛まぎれに髪かみを断たとうとした女など、お前くらいだぞ」

　そんなこともしましたと、言うわけにもいかずイザベラは作り笑いで顔を上げる。口の端はしが引き攣つらないよう耐たえるイザベラ。対するクラウスは、笑みを消して面おも白しろくなさそうに目を細めた。

「似合わない真似まねはやめろ、イザベラ。場を弁える限りは俺が許す。言いたいことを言え。下手へたな作り笑いもやめろ」

　見ていられないほど不格好なのか、とイザベラは歯は嚙がみする思いをもう一度飲み下し、淑しゆく女じよらしい対応に終始した。

「恐おそれ多いことでございます。クラウス殿下には、見苦しいところをお見せいたしましたこと、心より謝罪申し上げます」

　じっと見つめてくるクラウスの視線に、何故か圧を感じる。やはり生粋の貴婦人を見慣れた王子には、慣れないさまが不快なのだろうか。

　ふとクラウスは碧眼を背そむけ、不ふ機き嫌げんそうに顔を顰しかめた。

「……シュティーレの言うとおりか。ふん、面白くない」

　フリッツの家名にイザベラが瞬まばたきをすれば、クラウスは廊ろう下かの先に指を向ける。

「この廊下を進めば王宮の門を遠望できる窓がある。方向さえ見失わなければ、廊下を進む内に出口に至る。わからなくなったなら外を窺える窓を探せ」

　それだけ言うと、クラウスは元来た廊下を戻もどり始めた。廊下の先を見ていたイザベラは、クラウスの指示の意味に遅おくれて気づく。イザベラが迷い込んだと察して、出口の方向を教えてくれたのだ。

　顧かえりみるクラウスはすでに遠い。重いドレスの裾すそを一度摑つかんだイザベラは、間に合わないと考え息を吸い込んだ。

「教えてくれて、ありがと！」

　咄嗟に言葉遣いを取り繕つくろえず、イザベラは言ってしまってから口を覆おおう。

　驚いたように振ふり返ったクラウスは、また意地悪く口の端を上げて笑うと片手を上げて廊下の向こうに去って行った。

「……王子さまって言われれば、納なつ得とくしちゃうわね」

　吐と息いきと共に吐き出したイザベラは、クラウスに教えられたとおり廊下を進み、尖せん塔とうを伴ともなった王宮の門を確かく認にんする。フリッツに送ってもらったほうが確実だったと後こう悔かいしつつ、イザベラは鼓こ膜まくを揺ゆらす声音に足を止めた。

　行く先から、擦り寄るような声がする。出会ったばかりとは言え、悪い印象しかないモントルシュタイン伯の存在を感じ取り、イザベラは息を潜ひそめて耳を澄すました。どうやら、クラウスと別れてすぐ移動していたらしい。

「──いえ、いえ。ご遠えん慮りよなさらず。これはほんの気持ちにございます」

「お、お気持ちだけでよろしいのですわ。私には、その、必要のないものですし」

「おや、これは失礼いたしました。次々に婚こん約やく者候補が名乗りを上げているあなたさまには、確かに不要でしょうな。しかし、これを欲しがる淑女方は多いのですぞ。極きよく東とう彼方かなた、海を越こえて辿たどり着ける神秘の国から得た秘薬なのですから。数に限りがあると申しても、これを求める方が尽つきることがなく──」

「でしたら、やはり私などではなく求める方にお譲ゆずりになればよろしいわ」

「いえ、いえ。貴重な物だからこそ、あなたさまに。今は必要としておられずとも、いずれご成長と共に使い道も見つかることでしょうとも」

　猫ねこ撫なで声で何かを押しつけるモントルシュタイン伯はく。少女の声が控ひかえめに断っても、モントルシュタイン伯はぐいぐい押しつけているようだ。

　伯はく爵しやくが目上として扱あつかう少女。その声に聞き覚えがあるような、とイザベラが考え込んでいる間に、少女は断り切れずモントルシュタイン伯から物を受け取ってしまったらしい。

「これを機に、どうぞよしなに。それではまた、お茶会で」

「え、えぇ……。お会いできることを、楽しみにいたしております」

　上機嫌で去って行くモントルシュタイン伯は、足音からして軽い。比して、押し切られた少女は言葉とは裏腹に、声こわ音ねに疲つかれが窺うかがえた。

　不ふ憫びんに思いながら、助けに入れなかったことを申し訳なく感じたイザベラは、こっそり物もの陰かげから一人残った少女を窺う。

　背を向けた少女の銀ぎん髪ぱつを認めた途と端たん、細い肩かたを怒いからせ少女は吐き捨てた。

「ち……っ。しつっこいったらありませんわ、あの禿はげ！　いらないって言ってる塵ごみを、押しつけないでほしいものね」

　憤ふん懣まんやる方ない様子で半身を翻ひるがえしたのは、見み間ま違ちがえようもないテレーゼだった。人形のように愛らしかった顔を不機嫌に顰め、苛いら立だたしさを耐えるように指の爪つめを嚙かみ締しめる。片手には陶とう製せいらしい小こ瓶びんが握にぎられていた。

「お優やさしいフリッツさまのことですもの。見送りをして、お仕事に戻られるところを捕つかまえられると思ったのに……っ。よりによってあんな禿に邪じや魔まされるなんて」

　お蔭かげで今から行っても、もうフリッツには会えないだろうと、テレーゼは思おも惑わくが外れたことに歯嚙みしていた。

　不意に、テレーゼは立ち尽くす人ひと影かげに気づき、イザベラを振り返る。瞬きを忘れて凝ぎよう視しするイザベラと同じく、テレーゼも碧へき眼がんを零こぼれんばかりに見開いて言葉を失った。

「……フ…………フリッツさまは？　一いつ緒しよではありませんの？」

　絞しぼり出すようなテレーゼの問いに、イザベラは小刻みに首を横に振る。微笑ほほえみではなく、敵意に細められた目は鋭するどく、人形のように整った顔だからこそ凄すごみがあった。

「今の、聞きましたわね？」

　イザベラよりも早く立ち直ったらしいテレーゼは、声を低め脅おどすように確認を取る。答えに迷うイザベラの様子で確信を得たテレーゼは、一層睨みつけるように表情を険しくした。

「よろしくて？　このことは他言するんじゃありません。他ほかに漏もらすようなことがあれば、あなたをエリック殿でん下かの婚約発表に参加できないようにいたします。噂うわさなんて不確かなものでなく、姫ひめであるこの私があなたの参加を拒きよ絶ぜつする意味、鈍にぶい頭でよくお考えなさい」

　指を突つきつけて言い放つテレーゼに、深窓の姫などという儚はかなさは微み塵じんもなかった。指先は震ふるえ、額に冷や汗あせを搔かいているようにも見えるが、イザベラは突きつけられた言葉に戦おののき頷うなずくことしかできない。

「絶対に、絶対にフリッツさまに漏らしたりしたら、許しませんからね！」

　それだけ言い残すと、テレーゼはふん、と顎あごを逸そらしてイザベラに背を向ける。

　図はからずも、深窓の姫君の本ほん性しようを知ってしまったイザベラは、足早に去るテレーゼを見送るしかなかった。







[image: 三章　招かれざる客]




　心労に心労が重なり、寝ねつけなかった翌日。イザベラは、また家族と揃そろって玄げん関かんで白はく髪はつの鬘かつらをつけた使者に手紙を読み上げられていた。

　困こん惑わくを浮うかべていた使者は、手紙をイザベラに渡わたす段になって、たまらず疑問を口にする。

「何が、どうして、こうなった？」

　送られた手紙は、過日の約束通り側付として参上するよう命じる内容。茶会に招かれるだけでも名めい誉よなことであるのに、側付に任じられるなど大抜ばつ擢てきにもほどがある。

　内心の葛かつ藤とうを抑おさえつつ、イザベラは引き攣った笑えみで答えた。

「シュ、シュティーレ伯のご子息と懇こん意いでして。その、ご紹しよう介かいで……」

「ほう……、なるほど。──では、すぐにその粗そ衣いを改め私と共に姫の下もとへ参上せよ」

　居い丈たけ高だかに命じる使者が粗衣と呼んだのは、伯はく爵しやく令れい嬢じようとなって仕立て直したばかりの服。言いたいことを飲み込む顔をした家族と別れ、着き替がえたイザベラは立派な装そう飾しよくの施ほどこされた馬車に乗り込むことになった。

　言うなと脅されたこともあるが、イザベラは昨日王宮であったことを誰だれにも漏らしてはいない。イザベラ自身、未いまだに消化し切れておらず、ベッドに横になってようやく、第一王子であったクラウスとテレーゼが実の兄妹きようだいである事実に思い至ったほどだ。

「フェルローレン伯爵家のイザベラ、お召めしに従い参上いたしました」

　悪い夢だったのかもしれないと、口を動かしつつも思考が逃とう避ひしそうになる。

　居住区画に着いて通されたのは、テレーゼの居室。窓まど際ぎわの小しよう卓たくを前に座る姿は、文句なしに深窓のお姫さまだった。

「まぁ、お待ちしておりましたの、イザベラ嬢。どうぞこちらにいらして。うふふ、今日はまず、私のお話し相手をしてもらいましょうかしら？　他の側付をしてくれている方々をご紹介するのは、その後で」

　向かい合う席を勧すすめられ、イザベラは緊きん張ちようの面おも持もちでテレーゼを窺いつつ着席する。大きな瞳ひとみを瞬またたかせ、緊張なさらないでと気き遣づかう様子は、決して他人を禿などと罵ののしるようには見えない。

　けれどイザベラには懸け念ねんがあった。つい昨日、妹がみせた鮮あざやかな切り替かえの早さが、脳のう裏りをちらつく。

　イザベラの不安を肯こう定ていするように、茶の準備を終えて居室の人ひと払ばらいがされると、可愛かわいらしく微笑んでいたテレーゼの顔から表情が消えた。

「……で？　呼び出された理由くらい、察していらっしゃるわよね？」

　居丈高に言い放つテレーゼは、見下すようにイザベラに一いち瞥べつを向ける。

「それは、つまり……そのご様子が、テレーゼ姫のご本心と受け取ってもよろしいのでしょうか？」

　変わり身への驚おどろきを抑えるイザベラに対し、テレーゼは細い指で顎を支え頰ほお杖づえを突いた。

「よりによって、あなたに見られるなんてね、イザベラ。──鈍くて、社交慣れしていなくて、身のほどを知らないお馬ば鹿かさんに。はぁ……」

　半眼になって悔くいるように嘆たん息そくするテレーゼの悪態に、イザベラは頰ほおを攣つらせつつ問いを重ねた。

「まさかとは思いますが、お茶会の時、あたしだけ遅ち刻こくするよう遠回りさせました？」

　テレーゼから返る言葉はない。けれど向けられるのは小馬鹿にした笑み。言葉よりも如によ実じつに真実を語っていた。

「ってことは、あのお皿の一件、あれもテレーゼ姫がわざと割って、あたしを困らせようとしたと受け取っていいんですね？」

　悪びれた様子のないテレーゼに、こめかみが跳はねるのを感じる。どれだけ皿の一件で神経を擦すり減らしたことか。イザベラはもはや言こと葉ば遣づかいに気を回す余よ裕ゆうもなくなった。

「困らせる？　そんな温ぬるい理由で王族の皿を使わせたと思って？　イザベラ、私はあなたが嫌きらいなの。遅刻も、皿のことも、寝込んだふりも、全部いじわる令嬢のあなたが不利になるようお膳ぜん立だてをして噂を放置しましたのよ。まぁ、まさか婚約発表に欠席するだなんて話に飛ひ躍やくするとは思いもしませんでしたけれど。ちょっと成り上がったくらいでは場ば違ちがいなお茶会で、身のほどをわからせてあげようと思いましたのに……っ」

　碧眼に敵意を浮かべたテレーゼは、苛いら立だたしげに爪を嚙み締めた。

「フリッツさまと唯ゆい一いつ親しい異性なんていうのも腹立たしいというのに、よりによって舞ぶ踏とう会で踊おどったそうね。許しがたい……っ。けれど、そんなことより、ことの解決にフリッツさまをだしに私に会いに来るなんて、なんて、小こ賢ざかしいことを」

　テレーゼはひどく一方的な言い分で、イザベラに嫌いやがらせをしていたことを明かす。

　イザベラは吊つり気味の目を細め、並の令嬢では竦すくみ上がるほど鋭い目つきでテレーゼを見み据すえた。

「そんな理由なんですか……？　それで、どうしてあたしを側付にしようだなんて思ったんです？」

　イザベラの眼光に一いつ瞬しゆん気け圧おされたテレーゼだが、王族の矜きよう持じか、気を取り直すように銀髪を背に払って体勢を立て直す。

「そんなの決まっているでしょう。高々男爵の養女だった人が、本気で王宮で勤まるとでも思っているの？　十日もすればついていけなくなって、身のほどを知ることになるでしょう。どうせ辞やめるとわかり切っているんですもの。フリッツさまをお茶会に誘さそう理由以外に、利用価値なんてありませんわ」

　あえて可愛らしい微笑みで言い放つテレーゼの捻ひねくれ具合に、イザベラの心に火がついた。

「テレーゼ姫のお心内は、よぉく、わかりました。でも、見み縊くびらないでくださいね。その程度の嫌がらせで身を引くほど、柔やわな育ちではありませんから」

「まぁ、怖こわい。厳選した美しい薔ば薇らを咲さかせる庭園にも、邪じや魔まな雑草はしつこく生えてきますものね」

　言外に、イザベラを雑草のように煩わずらわしくも取るに足らない人物と罵るテレーゼ。イザベラは胸中で拳こぶしを固めた。

「……雑草の逞たくましさ、見せてあげましょう…………っ。思いどおりになって堪たまるもんですか」

　聞こえないよう誓ちかうイザベラに、テレーゼの本ほん性しようを口外する気はない。完かん璧ぺきとも言えるテレーゼの化けの皮は、剝はがれたさまを見なければ信じられないのだから。言っても信じる者は少ないだろう。

　何より、誰かに告げ口するようでは負けを認めたも同じ気がする。イザベラは本性を隠かくして笑うテレーゼを見つめて奮起した。




　引かないとは決めたものの、テレーゼの側付となったイザベラは、すでに側付となっている貴婦人たちに毎日のように叱しつ責せきされることとなる。

「足音がうるさくてよ、フェルローレン令嬢？　家鴨あひるでももっと静かでしてよ」

「動きに優ゆう雅がさがなくてよ、イザベラ嬢？　動かないだけ衛兵のほうがましじゃなくて？」

「表情がお硬かたいですわね、伯爵令嬢。いったいここを何処どこだとお思い？」

「お洋服が地味すぎますわ。まるで片かた田舎いなかで引きこもっている未亡人のよう」

　叱しかって腐くさすだけで改善点など教えてはくれない。それとなく貴婦人たちを真似まねしてみるが、みっともないと眉まゆを顰ひそめられることが多かった。

　さらにイザベラが奮ふん闘とうする中、テレーゼは貴婦人たちに気づかれない位置に立つと、勝ち気に顎あごを上げて失しつ笑しようを向けて去るという意地悪が気に入ったようだ。

　ヴィヴィではないが、姫ひめは暇ひまなのかと言いたくなるほど、テレーゼはイザベラの視界を横切っては嘲あざ笑わらう。そのくせ、貴婦人たちに絶賛される優雅さと愛らしさを兼かね備えているのは確かで。イザベラは負けてなるかと、日々闘とう志しを燃やした。

　五日が経たち、使用人のようにお茶会準備の雑用を押しつけられたイザベラは、テーブルクロスの数を確かく認にんして報告に戻もどるところを、側付の貴婦人クラリッサに呼び止められた。

「イザベラ嬢、お暇でしょう？　こちらをテレーゼ姫にお届け願える？」

　断られることなど考えていないクラリッサは、返事も聞かずイザベラに手紙の束を押しつけた。お茶会でもテレーゼに並ぶ上座に座っていたクラリッサの申し出を、イザベラが断ることなどできないのは事実だが。

「……はい、お引き受けいたします」

　去って行くクラリッサの背を見ながら、イザベラは嘆息した。

「せめて返事を聞いてからにしてくれないかしら？」

　別の貴婦人に言われた確認作業より、テレーゼへの届け物が優先順位は高いだろう。テレーゼの居室に向けて歩き出したイザベラは、なんとはなしに手紙の束を数える。

「封ふう筒とう五つに、巻紙三つ。えっと、巻紙は宮きゆう廷てい内でのやり取りに使われて、封筒は宮廷の外からの可能性が──」

　先日知ったばかりの分類を口にしていたイザベラは、封筒に見覚えのある家名を見つけて目を瞠みはった。

「シュティーレ？　これ、フリッツからテレーゼ姫への、手紙じゃない」

　中身が気にならないと言えば噓うそになる。結局、側付として王宮に通うことになって五日、フリッツと偶ぐう然ぜん出会うことはないままなのだ。

「……今は、仕事仕事」

　気を取り直してテレーゼの居室を訪ねると、珍めずらしく侍じ女じよも側付の貴婦人もいなかった。

　イザベラが居室の扉とびらを閉めると、仮面を取るようにテレーゼの顔から微笑ほほえみが消える。

　どうやらテレーゼ自身が不覚だったと悔いるように、今まで誰だれにも本性がばれたことはなかったらしい。テレーゼはイザベラと二人きりの時だけ、その本性のままに悪態を吐ついた。

「手紙？　誰も読んでないようですわね。そんなもの、文官に回してから持っていらっしゃい。中身を確かめて、私の目に触ふれるべきかを見定めるのも彼らの仕事ですのよ。他人の仕事の邪魔をするだなんて、本当になってらっしゃらないんだから」

　ここぞとばかりに至らなさを指し摘てきするテレーゼに、イザベラは歯は嚙がみしながら弁明する。

「クラリッサさまに、テレーゼ姫へお渡わたしするよう、言われ、申しつけられましたので」

　すると、テレーゼは意地の悪い笑えみを浮うかべて頰杖を突ついた。

「ずいぶん嫌われたものですわね。あなたのお見み舞まいの手紙を突き返したのも、クラリッサですのよ。ま、突とつ然ぜん側付になったあなたへの心証を悪くしようとする、姑こ息そくな手回しでしょうけど」

「く……っ。ここには、そんな人しかいないんですか？」

「あぁら、侍女にも劣おとる粗そ野やなイザベラ嬢じよう。何か言いまして？」

　貶けなされても否定できないのが悔くやしい。言い返せないイザベラに気を良くしたテレーゼは、この場で手紙を改めると言った。

「私は争いを嫌う、心優やさしい姫ですもの。粗相をしたイザベラ嬢に合わせて、手間をかけてさしあげますわ」

　恩着せがましいテレーゼの指示で、イザベラは巻紙の内容を読み上げる。三つとも、五日後のお茶会に関する関係部署からの手順確認だった。

　確かにこれは姫自身が目を通すものではない、とイザベラは内心頷うなずく。

「封筒はまず、差出人を教えなさいな」

「えっと……ヴァッテンバッハ卿きよう、タールベルク侯こう子息、ユーヴェルヴェーク伯はく子息、フォーゲル子し爵しやく…………」

「これもお茶会関係の挨あい拶さつ状ですわね。五つあると言っていたでしょう？　あと一人はどなたなの？」

　口ごもるイザベラに、テレーゼは気のない様子で促うながした。

「……シュティーレ伯子息、フリッツです」

「……っ！　すぐ渡しなさい」

　背筋を真っ直すぐにし、腕うでをいっぱいに伸のばすテレーゼはわかり易やすい。心待ちにするフリッツからの手紙を差し出すと、すぐさま名を確かめ、封を開いて手紙に目を落とした。

　頰ほおを紅潮させて読み進める内、テレーゼは落ち着きを取り戻した様子で無表情になる。ちらりと碧へき眼がんがイザベラに向けられた。

「何かしら？　フリッツさまからの手紙が気になるの？」

「う……、いえ、その…………」

「ぷ……っ。わかり易すぎますわよ、イザベラ」

　鼻で笑うテレーゼは、大切そうにフリッツからの手紙を封筒に戻すと、彫ちよう刻こくの施ほどこされた足の細い物入れの抽斗ひきだしを開く。

　取り出すのは、フリッツの手紙と似たような封筒の束。見せびらかすように振ふってみせたテレーゼは、クラウスを彷ほう彿ふつとさせる意地の悪い笑みを浮かべた。

「これは今までフリッツさまから頂いた、こ、い、ぶ、み、ですの」

「こ……、恋こい文ぶみ…………っ？」

「あら、お忘れ？　フリッツさまは私の婚こん約やく者候補なのですから、恋文くらい、ねぇ？」

　普ふ段だんの純じゆん粋すいそうな姫ひめ君ぎみを装よそおった時には考えられない含ふくみを持たせて、テレーゼはイザベラに視線を送る。

「さて、私はフリッツさまへお返事を書かなくてはなりませんわ。うふふ、イザベラ嬢は、精々身につかない行ぎよう儀ぎ作法に悪あく戦せん苦く闘とうなさって」

　退室を命じられたイザベラは、衝しよう撃げきを受ける自分がわからず茫ぼう然ぜんとしながら居室の扉を閉める。

　嚙かみ合う金属音が消えると、我知らず、長ちよう嘆たん息そくしていた。

　何故なぜだか、ひどく手痛い負けを喫きつした気がする。

　イザベラは後回しになった報告を入れるため、重い足を動かした。

　踏ふみ出す度たびに靴くつ底ぞこが沈しずむような感かん触しよくは、定期的に張り替かえられる絨じゆう毯たんから。決して安物ではない美しい染せん色しよくに、俯うつむくイザベラのドレスの裾すそは安っぽく揺ゆれる。

「……全然駄だ目めだな、あたし」

　怒おこられるばかりで何も上達していない。たった五日、命じられることをこなすばかりで精いっぱい。あと五日でお茶会に出て、側付としてのできを判断するには早すぎる。

　悪意からか口うるさくするクラリッサに敵てき愾がい心しんはあるものの、反論はできない。実際に、侍女たちさえイザベラよりも静かにそれでいながら優美に動くのだから。

　息をするように貴婦人として当たり前にできている人ばかりの中、できないイザベラが場ば違ちがいでしかなかった。テレーゼがすぐに辞やめるだろうと予想したのも頷ける。

　何より、ひた隠かくしにしなければならない本ほん性しようがあっても、テレーゼは王国の姫という地位と血筋に見合った行いが身についていた。

　そんなテレーゼに婚約者候補として並び立てる場所に、フリッツはいるのだ。

　しかも、何度も恋文を出すほど親密な関係に。

「あたしじゃ、フリッツの隣となりに並ぶなんて……。頑がん張ばる、つもりだけど…………」

　思わず漏もれた弱気に、イザベラはもう一度大きく嘆息した。

　クロスの数を報告に向かったイザベラは、今度は庭園を管理する部署への遣つかいを命じられる。茶会当日に飾かざる花を手配するためだ。

　問題は、飾る予定の花が、すでに開花時期を過ぎた薔ば薇らである点。

「王宮の庭園だったら用意できるのかしら？　って言うか本当にこれ、ただの雑用よね？　うぅん、文句言っててもなんの解決にもならないわ。歩く練習とか、王宮の雰ふん囲い気きに慣れる機会だと思わなきゃ。……フリッツの隣を歩くなら、それくらい、ね」

　ここで挫くじけてはいられない、とイザベラは王宮を進む。通りすがる貴族には、相手の位がわからないので一様に廊ろう下かの端はしで止まり、頭を下げて歩き去るのを待った。

　行く先から聞こえる足音に、イザベラがまた端に寄って足を止めると、頭を下げる直前で声がかかる。

「ベラ。本当に偶然会えるなんて、こんなこともあるんだな」

「フリッツ？　本当に偶然、あ……、あたしこの場合やっぱり一度頭下げるべきよね？」

　高位の人間と会話をするには、先に目上の人物から声をかけてもらわなければ、身分の低い側は喋しやべってはいけない決まりがある。いつもの癖くせですぐに返事をしてしまったが、礼を失した返答では、王宮における淑しゆく女じよとしては失格だ。

　難しい顔をするイザベラに、フリッツはおかしそうに笑った。

「ベラと俺の間でそんなこと気にする必要はないよ。他ほかの目がある場合だけ気をつければ──。ベラ、こっち」

　近づく人の気配を察して耳を澄すませたフリッツは、イザベラの肩かたを抱かかえるように腕を回した。

　イザベラはフリッツに抱だき込まれるまま、窓まど際ぎわの柱を背にする。するとフリッツはカーテンを引き寄せイザベラ諸もろ共とも自身を覆おおった。

　窓に合わせて大きく広いカーテンは、イザベラとフリッツ二人を包んで余りある。

　イザベラは跳はねる心臓を抑おさえ込もうと、胸へ手を当て身を硬かたくした。

「ど、どうしたの？　ちょ、ちょっと近──」

「しぃ……っ。ベラ、少し静かに」

　肩に回された腕に力が込められ、イザベラはフリッツの胸に抱き込まれる形。暗く視界の利きかない中では、フリッツの息いき遣づかいが近すぎるように感じた。

「フ、フリッツ？　いきなり何？」

　人の気配がなくなったことで、身じろげば、フリッツは強く肩に回していた手を緩ゆるめる。

「ごめん、ベラ。せっかく会えたから二人で話がしたくて。知り合いだったみたいだし、声かけられないようにと思ったんだ」

　邪じや魔まされないよう身を隠したと、フリッツは悪戯いたずらっぽく笑う。そんな表情が思いの外ほか近く、イザベラは咄とつ嗟さに俯いた。

「ベラ、側付の仕事はどう？　少しは慣れたかな？」

　カーテンの中に隠れたまま、フリッツは近きん況きようを問う。

「え、何これ？　あたしがおかしいのかしら。フリッツ普ふ通つうよね。あたしが慌あわてる必要ないの？　ちょっと近いとは思うけど……。うん、そうよね、普通に、普通に」

　ぶつぶつと口早に逡しゆん巡じゆんしたイザベラは、うるさい心臓の音を気のせいにした。

「ベラ？　そこまで声を落とさなくてもいい。聞こえなかったからもう一度言ってくれないか？」

「うん、……慣れたとは、まだ言えないわ。でも、大だい丈じよう夫ぶ。テレーゼ姫ひめは一級の淑女だもの。毎日見ていれば何か、たぶん、あたしでも得られるものがあるはずよ」

　自分からテレーゼの話を受けておいて、弱音なんて吐はいていられない。

　自身に言い聞かせながら顔を上げると、フリッツは考え込むように目を細めていた。

「ちなみに、今は何処どこかへお遣いかな？」

「えぇ、そうよ。お茶会のためのお花の数を確かく認にんしに。あ、えっと、側付の仕事じゃないっていうのはわかってるわ。でも、あたしできること少ないから、これくらいいいの。やれることがあるなら、やらなきゃ」

　眉まゆを寄せたフリッツを、先んじて制す。じっと見下ろしてくるフリッツに、イザベラは強がりを見み透すかされそうで視線を逸そらした。

　不意に、フリッツの手が肩から離はなれて頰に伸びる。

「ベラ、頑張るのはいいけれど、頑張りすぎて無理をしてはいけないよ。すぐに成果が目に見えることばかりじゃない。特に、他人との関係が重要になる王宮では、急せいてはことを仕損じる。焦あせった時こそ、一度足を止めて、自分ができることとできないことを見直してみるのもいい」

　労いたわるように頰を撫なでられ、イザベラはふと肩の力が抜ぬけるのを感じた。
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　淑女として不出来なことはわかっている。だからと言って、クラリッサたちに非難され続けることが平気なわけではない。

　負けるわけにはいかないと、力みすぎて疲つかれていた。フリッツにそう教えられたような気がする。

「……うん。無理して失敗してもしょうがないものね。あたし、確かに焦りすぎてたかも」

「そう、そう。その顔。──こうして隠れていると、昔のことを思い出すな」

「顔？　昔のことって、庭の榛はしばみの木に隠れてた時の？」

　言われてみれば、狭せまく薄うす暗ぐらい中に隠れて話している状況は似ているかもしれない。

　幼い頃ころ、フリッツはイザベラの家の庭木の下に隠れて泣いていた。そんなフリッツを慰なぐさめるのが、当時のイザベラの日課だった。

「俺が落ち込んでいると、ずっと側で元気づけてくれていただろ？　その時のベラは、今みたいにやり遂とげてやるって顔をして、俺が泣き止やむとようやく満面の笑えみになってた」

　泣いてばかりいた幼おさな馴な染じみが、まさか泣きながらそんな風に観察しているとは思わなかった。いや、体は小さくとも二つも年上だったのだ。イザベラよりも当時の記き憶おくがしっかりしているのかもしれない。

　頭ではそんなことを考えられるのに、何故か熱くなる頰ほおにイザベラは戸と惑まどう。気づけば、ずっと心臓も速いままだ。

「その顔を見ると、きっとベラは全部をやり遂げて笑うんだろうなって思える」

　言っているフリッツが、嬉うれしそうに笑っていた。フリッツの笑顔に胸が騒さわぐ。

「そ、そんな買い被かぶり……。でも、うん。そうなるよう、やってみるわ」

「買い被りなんかじゃないさ。俺は信じてるんだ。ベラなら大丈夫だって。ベラなりのやり方で、最善を尽つくすだろうって」

　フリッツの肯こう定てい的な言葉と笑顔がイザベラを勇気づける。不思議なもので、テレーゼに負けていると感じていた気持ちは、何処かへと吹ふき飛んでいた。

「ふ……、ふふ。ありがと。なんだか昔とは逆ね。あたしがフリッツに元気づけられてる」

　くすぐったいような、嬉しいような胸の内に、イザベラは笑う。

「うん、やっぱりベラは笑顔がいいな。俺、ベラの笑顔、好きだよ」

　フリッツは眩まぶしそうに目を細めた。

　好き。

　そのひと言が、イザベラの胸の内にすんなりと落ちる。

　かつて弟のように思っていたフリッツの成長に、戸惑った。リーテの件で助けられたことが、嬉しく頼たのもしかった。誰だれよりも近くにいたいと願ったのは、確かにフリッツが好ましい青年であるから。

　けれど親しみだけじゃない。フリッツが口にした好きというひと言で、胸を騒がせる理由にイザベラはようやく思い至った。

「そっか……、フリッツは特別なんだ…………」

「ベラ、何か言った？」

　無意識に呟つぶやいたイザベラは、気き恥はずかしさを感じながら心底からの笑みをフリッツに返した。

「うぅん、いいの。それより、ありがと。フリッツのお蔭かげでやる気が出たわ」

　身を離すと、フリッツも立ち話の潮時と見て、カーテンを除のけてくれる。

　互たがいに背を向けて歩き出したところで、イザベラは一度足を止めフリッツを振ふり返った。

「好き……。好きよ、フリッツ。ふふ…………、子供の頃は顔を見て言えたのに」

　子供の頃と少し変わってしまったこの気持ちは、フリッツにはまだ秘密だ。

　せめて、隣となりに立てるくらいの自信がついてから。

　そう決めたイザベラは、気合い十分に顔を上げて歩き出した。
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　お茶会当日、イザベラは忙いそがしいながら満足していた。

　テレーゼの婚こん約やく者候補を中心としたお茶会は、立食形式で行われている。

　テレーゼが好きだからという理由で、季節外れの薔ば薇らを飾かざろうとしていた側付の貴婦人は、イザベラのみならず使用人にも薔薇を用意しろと無茶な指示を出していた。

「おや、これは造花ですかな？　本物の薔薇と見み間ま違ちがうできですなぁ」

「ふむ、薔薇の香こう水すいがかけてあるとは芸の細かい。良い趣しゆ向こうだ」

　招待客は花か瓶びんに飾られた造花の薔薇を見ては、テレーゼへ賞賛の言葉を送る。

「えぇ、私もこの時期に薔薇が見られて嬉しく思っておりますの。一番好きな花ですから」

　テレーゼも満足そうに頷うなずく姿に、イザベラは心中で拳こぶしを握にぎった。

　フリッツの励はげましで思いついたのだ。焦らず考え、自分なりにできることをやった結果が薔薇の造花作り。裁さい縫ほう好きなリーテが本物そっくりな薔薇を布で作っていたのを見ていたからできたこと。

　無茶な指示に困っていた使用人も巻き込み、なんとか今日までに会場を飾れるだけの数を揃そろえることができた。

　裏方に半分足を突つっ込んだ立場のイザベラは、招待客と挨あい拶さつを交かわす暇ひまさえないが、造花を褒ほめる言葉が聞こえる度たび、笑みに頰が緩む。

「あ……、フリッツだわ。テレーゼ姫にご挨拶かしら？」

　テレーゼとの会話中に、イザベラが口を挟はさむわけにはいかない。話し終わるのを待つため窺うかがっていると、どうやらフリッツも造花についてテレーゼへ何ごとかを言うらしい。

　別の紳しん士しがフリッツとの会話に入り、テレーゼの注意が逸れた途と端たん、フリッツは知っていたかのようにイザベラを見た。

　声は届かない距きよ離り。それでもフリッツは口を動かし、薔薇とひと言告げて微笑ほほえむ。

「も、もしかして……、あたしが作ったって、気づいてくれたの？」

　すぐにテレーゼとの会話に戻もどってしまったが、フリッツは確かに気づいていた。

　イザベラはにやにやしそうになる口元を覆おおうも、笑い声が漏もれてしまう。

「ふふ、フリッツの助言のお蔭よ」

　今は届かない言葉でも、言わずにはいられない。

　使用人に指示を仰あおがれ、結局フリッツに声はかけられなかったけれど、イザベラは今自分にできることをしようと働く。招待客の一人であるモントルシュタイン伯はくに睨にらまれても、気にせずにいられた。

　頑がん張ばればフリッツは気づいてくれる。そう信じられることが嬉しい。自分なりに頑張れば、フリッツの隣に立てる気がした。

「とは言っても、ちょっと忙しすぎよね。来客の確認はあの人のはずだけど……」

　イザベラは横目で紳士と楽しげにお喋しやべりをするクラリッサを一いち瞥べつする。

　紳士も招待客だ。クラリッサを呼んでお客を邪じや魔まするわけにはいかない。イザベラは嘆たん息そくして、クラリッサの穴を埋うめるため使用人に指示を出す。

　不意に、王宮が抱かかえる楽団が舞ぶ踏とう曲を奏かなでだした。お茶会の進行が中ちゆう盤ばんに差しかかった合図でもある。

　選曲は夜会で好まれる艶あでやかな円えん舞ぶではなく、明るい昼下がりに良く似合う軽快な民族舞踏。

　自然、人々は輪を作り、曲に合わせて手を打ち鳴らす。若い紳士たちが、競きそうように軽かろやかなステップを踏ふみ鳴らして踊おどり出した。

「うわぁ、まるで求愛行動ね」

　イザベラは思わず呟きを漏らす。踊る若い紳士たちはテレーゼの婚約者候補であり、視線は見物するテレーゼに熱く注がれていたからだ。

「招待客が舞踏に集中してくれるなら、少し休きゆう憩けいできるんだけど。……一曲目終わっちゃったか。えっと、二曲目は連続で、三曲目は楽団の小休止挟んでから──あ、フリッツ。今なら…………」

　声をかけられる。そう判断したイザベラは、自然笑えみを浮うかべて一歩を踏み出した。

　次に流れ出すのは男女が手を取り合って踊る民族舞踏の曲。何処どこか哀あい愁しゆうを窺わせる旋せん律りつに、軽快な足音が打楽器のように合わさる良く知られた曲だった。

　振り向くように動いたフリッツに、イザベラは手を上げかけて動きを止める。

　フリッツの柔やわらかな笑みがイザベラに向けられることはなく、驚おどろいたように下を向いていた。視線の先には、フリッツの腕うでに抱だきつくような体勢で引っ張るテレーゼ。

　淑しゆく女じよとしては褒められた行動ではないが、愛らしく微笑むさまは年相応の魅み力りよくがある。

　テレーゼにねだられ踊りの輪に入ったフリッツは、優ゆう雅がに礼をするとテレーゼの白く細い手を取った。

　握った片手を掲かかげるように上げ、軽快なステップを踏みつつ近づいては離はなれる。円舞とは趣おもむきを異にする舞踏ながら、男女が微笑みを交わして踊るさまには一体感があり、二人の親密さを物語るようだ。

「お似合いって、こういうこと言うのかしら……？　あたしがお城で、フリッツと踊った時、楽しむ余よ裕ゆうなんてなかったなぁ」

　もしテレーゼではなく今自分が踊っていたなら、今度こそは楽しめるのではないか。そんな埒らちもない思考に気づき、イザベラは片手で頰ほおを押さえる。掌てのひらに伝わる熱に、余計羞しゆう恥ち心しんが騒さわぎ出した。

　姫ひめであるテレーゼと自分を置き換かえて想像を膨ふくらませるなど、不敬であり不ふ釣つり合いだ。

「本当にテレーゼ姫はシュティーレ伯のご子息がお気に入りですわね。微笑ましいこと」

「フリートヘルムさまもリードがお上手。お似合いでございますねぇ。お二人が並ばれると、一層華はなやかになりますわ」

　招待客からもそんな談だん笑しようが聞こえ、イザベラは唇くちびるを嚙かんだ。

　自分と同じことを思っただけの他人の声に、胸が騒ぐ。さっきまで感じていたフリッツとの近さが、今は根こん拠きよのない思い込みだったかのように思えた。

　目を離した隙すきに曲は終わり、大きな拍はく手しゆがテレーゼとフリッツに送られた。応じてドレスを摘つまみ優雅に礼を取るテレーゼの横で、堂々と立つフリッツ。姫にも劣おとらない立ち姿が、ひどく眩まぶしい。

　二人を見ていると気分が落ち込む。言いようのない辛つらさに、イザベラは顔を背そむけた。やれることをやる。フリッツとの約束を果たそうと、イザベラは仕事に戻るため身を翻ひるがえした。

　瞬しゆん間かん、視界の端はしで急に動く人ひと影かげが見える。

「……っ？　あ、申し訳ございません」

　突とつ然ぜん動いた何者かに、肘ひじの当たる感かん触しよく。咄とつ嗟さに謝ったイザベラは、手にした軽食を地面に落としたらしい人物にハンカチを取り出しかける。同時に、モントルシュタイン伯の姿を見て動きを止めた。

「す、すぐに別の物をご用意し──」

「なんということをしてくれたのだ。躾しつけのなっていない男だん爵しやく令れい嬢じよう如ごときが、どうしてこのような所にいるのかと思えば。なんたる無作法さか」

　嘲あざけりと侮ぶ蔑べつのこもったモントルシュタイン伯の声こわ音ねに、イザベラは絞しぼり出すように、もう一度謝罪の言葉を向けた。

「姫のご厚こう意いに甘えて、身のほども弁わきまえずこのような洗練された紳士淑女の中に、恥ずかしげもなく並ぶその厚顔さには、まったく驚かされる」

　軽食を落とされた程度で、ねちねちと悪あしざまに罵ののしるモントルシュタイン伯。

　イザベラも、どれだけ食いしん坊ぼうなのだと苛いら立だつ思いはある。ただ同時に、やはり自分は場ば違ちがいなのではないかという不安が重くのしかかった。

　フリッツの隣となりに並んでも恥ずかしくない淑女を目指していたはずが、遠のいているようにさえ思ってしまう。

　そんなイザベラの視界の端で、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめたクラリッサが距離を縮めてくるのが見える。さらに面めん倒どうな人が、と内心悲鳴を上げた。

「あぁ、今は伯爵令嬢だったか？　陞しよう爵しやくしたからといって、その性しよう根ねの卑いやしさは──」

　途と切ぎれないモントルシュタイン伯の嫌いやみは、別の場所で起こったどよめきによって断たち切られた。

　イザベラも驚いて首を巡めぐらせれば、前のめりに倒たおれそうになっているテレーゼを、フリッツが抱き込むように支えている。周囲の招待客は、テレーゼの不調を口々に心配し、自然声は大きくなっていった。

　モントルシュタイン伯もテレーゼの様子に目を向け、イザベラから注意を逸そらす。

　テレーゼを案じて足を踏み出そうとしたイザベラを、クラリッサの手が摑つかみ止めた。

「あなたは休憩室の様子を見に行ってらっしゃい。その後は、使用人の控ひかえ室まで行って飲み物の残量の確かく認にんを」

「え、ですが、テレーゼ姫が──」

「はっきり言わなければおわかりにならない？　これ以上、邪魔なことはなさらないで」

「……っ、はい。承うけたまわりました」

　不出来な生徒を見下ろす教師のように、イザベラを見るクラリッサ。言いたいことはあるが、クラリッサに意見できるだけの実力も信しん頼らいもないイザベラは、茶会の会場を後にする前、一度だけテレーゼの様子を窺うかがった。

　心配しての行こう為いだったが、イザベラは杞き憂ゆうに終わったことを知る。フリッツに支えられ身を立て直したテレーゼの頰は、不調など感じさせないほど薄うす紅べに色いろに染まっていたのだから。

　フリッツの気を引くためか、と脱だつ力りよくしたイザベラは、人ひと気けのない廊ろう下かで足を止めた。

　行く先は休憩室だが、急いで行かなければいけないわけではない。クラリッサが問題を起こしたイザベラを排はい除じよするために命じた方便なのだ。

　誰だれもいない静けさの向こうに、また軽快な舞踏曲が奏でられる賑にぎわいを聞く。

　無意識に握にぎり締しめていた手を開けば、ハンカチがくしゃくしゃだ。

「やだ……っ。これ一番綺き麗れいなハンカチなのに。あぁ、貰もらい物をこんな風に扱あつかってるって知られたらなんて言われるか…………」

　慌あわてて皺しわを伸のばし、ハンカチを手にした経けい緯いを思い出して眉を顰めた。モントルシュタイン伯はくと気づかず、服が汚よごれてはいないかと心配して取り出したのだが、今思えばこのハンカチを汚さなくて良かったと思える。

「うん、そう思いましょう。汚して使えなくしてしまうのは勿もつ体たいないじゃない」

　胸中を口にして気を取り直そうとしたイザベラは、失敗して落ち込む気持ちのまま息を吐はき出した。

　回復しない気分は、悪しざまに罵ってきたモントルシュタイン伯への不快もある。より重くイザベラの脳のう裏りにちらつくのは、嬉うれしげにフリッツの腕に縋すがっていたテレーゼの様子。

「……あたしより、ぜんぜん絵になるわ」

　フリッツがテレーゼに並んで見み劣おとりしないように、テレーゼもまたフリッツの隣に収まって余りある地位と気品、愛らしさがあった。

　寄り添そうフリッツとテレーゼの姿を振ふり払はらうように、イザベラは頭を振る。次に浮うかぶのは、そんなこともできないのかと意地の悪い笑みを浮かべるテレーゼだった。

「笑われてばっかりで、いられるもんですか……っ。あたしだって、フリッツと踊りたいもの。お姫さま並みの淑女は、ちょっと無理かもしれないけど…………」

　フリッツと舞ぶ踏とう会に行くために頑がん張ばる気持ちに噓うそはない。けれど、どうしてもテレーゼと自身を比べてしまう。負けていられないと思うのに、勝てる姿が思い浮かばないのだ。

　イザベラはフリッツの励はげましの言葉を思い浮かべながら、足を進める。方便とは言え、クラリッサに命じられた仕事はこなしておこうと一人頷うなずいた。

　瞬間、通りすぎようとした部屋の扉とびらが微かすかな音を立てて開く。イザベラが振り返ろうとすると、大きな手に腕うでを摑み取られた。

「は……？　えっ、ちょっと…………！」

　瞬またたく間に室内に引きずり込まれたイザベラは、窓のない室内の暗さに戸と惑まどう。背後から押さえつけるように摑む何者かの顔さえ確かにはわからない。

　抗あらがってもびくともしない相手が男性だという推測しか立たず、イザベラは焦あせり慌てた。

「だ、誰？　なんの悪戯いたずらなの……？　こら…………っ」

「ふ……、くく、く」

　イザベラが怒いかりの声を上げた途と端たん、堪こらえ切れない様子で笑い出す背後の人物。

　低く通りの良い声音。喉のどを鳴らす笑い声に聞き覚えがあり、イザベラは抵てい抗こうの動きを止めた。

「その声……。まさか、クラウス！」

　ちょうど手にしていたハンカチの贈おくり主の思わぬ登場に、イザベラの声は裏返る。

「く、くくくっ。誰かもわからぬ暴漢に、こらとは、また……」

　まるで子供を叱しかるようなイザベラの言葉選びに、クラウスは捕つかまえていた腕を放し、口元を押さえて笑い続ける。無意識だったからこそ恥ずかしいイザベラは、肩かたを震ふるわせた。

「ちょっとした言葉のあやじゃない、本当に失礼な人ね。いったいなんのつもり……もう、いつまで笑ってるのよ！」

　イザベラが言い募つのるほど、クラウスは愉快そうに口の端を上げる。久しぶりに見た意地の悪い笑えみは、瞳ひとみの色以外似ていないと思っていたテレーゼを彷ほう彿ふつとさせた。

「だいたい、王子がこんな暗い部屋で何やってるの。悪戯仕かけて人を笑うなんて、実は王子って暇ひまなの？　暇なんでしょ。だから別べつ荘そう地ちでもうちの周辺一人でうろうろするなんて王子らしくない真似まねしてたんでしょ」

　指を突つきつけて怒おこっても、クラウスは不敬を責めるどころか上じよう機き嫌げんに笑うばかり。いい加減、応こたえない相手に怒り続けるのも馬ば鹿からしくなり、イザベラは長ちよう嘆たん息そくして脱力した。

「何？　本当に他人の目がないなら、あたしが無礼な口きいてもいいと思ってるの？」

「ふ、そう言ったはずだ。なんだ？　俺が噓を吐つくとでも？」

　暗さに慣れた目で見上げるクラウスは、自信ありげに笑っている。けれど、王子と名乗らずイザベラをからかっていた前科を考えれば、到とう底てい信じられる言葉ではなかった。

　疑いの眼まな差ざしだけを向けるイザベラに、クラウスはまた声を抑おさえて笑うと、お茶会の様子を尋たずねてくる。

「イザベラ、お前こそ茶会を離はなれてどうした？　あまりのつまらなさに抜ぬけ出してきたか？」

「そんなわけないでしょ。あの音楽が聞こえないの？　……恙つつがなく、テレーゼ姫ひめのお茶会は、催もよおされているわ」

　気まずい思いを引きずるイザベラは、ふと気づいてクラウスを振り仰あおぐ。

「気になるなら自分の目で見に行けばいいじゃない。実の妹君でしょ」

「いや……。妹と言っても、疎そ遠えんでな」

　十も歳としが違ちがうとそんなものだろうか。イザベラが首を傾かしげれば、クラウスは呆あきれたように息を吐いた。

「ティアナローゼが生まれたのは、俺が帝てい都とに留学している最中だ。歳も近く幼少から知るために、エリックのほうが親しいくらいだ。──何より、俺が茶会で知りたいのはモントルシュタイン伯の様子なのだが」

　思わぬ名前を聞いて、イザベラは表情を歪ゆがめる。今一番聞きたくない名前かもしれない。

「なんだその不細工な顔は……。すでに何かあったのか？」

「ぶさ……っ。それが他人にものを聞く態度？　ふん、何もないわよ。うちがすごく気に入らないみたいっていうのは知ってるけどね」

　イザベラが不愉快な目に遭あったことは、クラウスにも察せられた。

「ティアナローゼとの様子はどうだ？　モントルシュタイン伯と親交が深いのか？」

　クラウスの問いに、イザベラは視線を彷徨さまよわせる。まさか禿はげと呼んで嫌きらっているとは言えない。クラウスより親しいらしいエリックも、テレーゼの本性は知らない様子。ならばクラウスにテレーゼの本性を伝えるのは憚はばかられた。

「ふ、普ふ通つう……かしら？」

「イザベラ、それで誤ご魔ま化かしているつもりなら、一度鏡を見ろ」

　冷たいクラウスの忠告に、イザベラはぐっと言葉に詰つまる。

「そ、そんなに知らないわよ。側付になって間もないし。……ちょっと、モントルシュタイン伯がテレーゼ姫にしつこくして、困ってる場面に出くわしたことはあるけど」

　圧をかけてくるクラウスの視線から顔を逸そらし、イザベラはあまり好かれてはいないようだということを遠回しに伝えた。

「さっそく困らせているわけか。想像がつく。──それで、どのようなことを話していた。出くわしたと言うなら、人目を憚る内容か？　ティアナローゼを困らせる類たぐいの要求でもしていたか？」

「えぇと、なんだったかしら？　何かを押しつけてたわね。すごく貴重な物で、欲しがる人は多いって売り込むみたいなこと言ってたわ。テレーゼ姫の手に収まるくらいの大きさで、よく見えなかった。そう、そう。海を越こえて辿たどり着ける国がどうとか言ってた気が……」

「海？　やはりあの業者と……。いや、まだ断定するのは早計か…………」

　難しい顔で呟つぶやくクラウスに、イザベラは眉まゆを顰ひそめる。

「クラウス？　何よ、モントルシュタイン伯が何かしたの？」

　イザベラの問いに、クラウスは物思いを断たち切った。

「お前が気にかけることではない。モントルシュタイン伯にも、このことは言うな」

「言うつもりはないけど、聞くだけ聞いてそれってないでしょ」

　睨にらむように見上げるイザベラに、思案げに一度視線を逸らしたクラウスは、意地の悪い笑みを口元に浮かべた。

「それはつまり、情報料でも欲しいということか？」

　思わぬ単語にイザベラが固まると、クラウスはするりとイザベラの頰ほおを撫なでる。

「さて、そうだな……。どうだ？　エリックの婚こん約やく発表の夜行われる舞踏会に、俺が同どう伴はんしてやるというのは？」

　傲ごう慢まんなほど自信に溢あふれたクラウスの言葉に、イザベラはからかわれているのだと即そく断だんする。そんなイザベラの心中を物語り、吊つり気味の目は半眼になった。

　わかり易やすいイザベラの表情に、クラウスは責めるどころか喉を鳴らして笑う。

「ちょっと、本当にそんな冗じよう談だんで誤魔化せると思ってるの？」

「仮にも王子の誘さそいをなんだと思っているんだ」

「あぁ、はい、はい。だったら、もう少し王子さまらしく振ふる舞まってよ。こっちも忙いそがしいんだから。こんな所で悪戯仕かけてくるなんて、もう！」

　つき合っていられないと、イザベラは半開きの扉に手をかけた。

「あたしは仕事に戻もどるけど、お茶会参加する気なら、テレーゼ姫にお伺うかがいするわよ？」

　肩かた越ごしに振り返れば、クラウスは首を横に振る。

「いい。来てはみたが、イザベラの情報以上の収しゆう穫かくもなかろう。俺も執しつ務むに戻るとする」

「あ、情報料とかいりませんからね。前に貰もらったハンカチのお礼だとでも思っておいて」

　また変な悪戯をされては堪たまらない、とイザベラは釘くぎを刺さす。肩を竦すくめて応じたクラウスも、イザベラに続いて暗い部屋を後にした。

　去るクラウスを見送り、イザベラは自分にしか聞こえない声で呟く。

「本当、見み透すかしたように出てくるんだから。まぁ、お蔭かげでちょっと気分は持ち直したし。あたしは、あたしのやれることをしましょう」

　フリッツができると信じていてくれるなら、やれることをやるだけだ。

　イザベラは休きゆう憩けい室に向けて歩き出した。




[image: ]




　時は少し戻る。

　テレーゼに心配の声や休憩を勧すすめる声が投げかけられる中、フリッツは側付の貴婦人に命じられて背を向けるイザベラの姿を認めた。

　何処どこか疲つかれたような、悄しよう然ぜんとした雰ふん囲い気きが気にかかる。

「テレーゼ姫、お加減が悪いのですか？」

　いつまでも腕うでを放さないテレーゼに問えば、か細い肯こう定ていの声が上がる。

「えぇ、少し。立ち眩くらみが……。フリッツさま、どうかこのまま休憩室まで──」

「テレーゼ姫はご気分が優すぐれないようだ。すぐに休憩できるところまでお連れしてくれ」

　すぐさま寄って来た側付の貴婦人にテレーゼを預けようとするフリッツ。息を吞のんだテレーゼは、慌あわてた様子で周囲に笑いかけた。

「皆みなさま、ご心配をおかけして申し訳ありません。私は大だい丈じよう夫ぶですので、どうか引き続きお楽しみくださいませ」

　テレーゼは手振りで楽団に場を盛り上げるよう指示を出す。

　意識もはっきりしているなら大丈夫だろうと、フリッツはテレーゼを側付に預け、茶会の会場から歩き出した。

「フ、フリッツさま。どちらに……っ？」

「テレーゼ姫？　──ベラを捜さがします。どうぞ、あなたはお戻りを」

　フリッツは前だけを見てベラを捜していたために、背後から追ってきたテレーゼが唇くちびるを嚙かみ締しめるさまを見ていない。

「…………先ほどの、モントルシュタイン伯はくの振る舞いを、ご覧になっていらっしゃったのね」

　ようやく振り返ったフリッツに、テレーゼはしおらしい表情を返す。

　テレーゼと踊おどり終わった後、不ふ穏おんな動きをする人ひと影かげをフリッツは見つけた。イザベラの背後でこそこそと動くのは、元第二王子派の知った顔、モントルシュタイン伯。

　フリッツが訝いぶかった瞬しゆん間かん、モントルシュタイン伯が軽食を載のせた手を、イザベラに当たるよう動かすのを見たのだ。

　すぐさまイザベラは謝罪したが、最初から狙ねらっていたモントルシュタイン伯の罵ば声せいのほうが早かった。その後は一方的に文句を言われるばかり。

　すぐにでも助けに行きたかったのだが、倒たおれ込んできたテレーゼに気を取られている間に、イザベラは何処へともなく去ってしまった。

「イザベラ嬢じようのことをご心配になるお気持ち、わかりますわ。フリッツさまは周辺に不慣れでしょうから、私も共にお捜しいたします」

　邪じや気きのない笑えみを浮うかべるテレーゼの申し出を、フリッツは辞退する。

「いえ、姫ひめ君ぎみのお手を煩わずらわせることではありません」

「煩いなど感じませんわ。フリッツさまのお力になれるなら嬉うれしいと、お伝えいたしましたでしょう」

　断りを告げても、テレーゼは心配顔のまま引かない。成り行きで連れ立って歩く先で、半開きの扉とびらから捜し人が現れた。思わず、フリッツの口から安あん堵どの息が零こぼれる。

　背を向けたイザベラは気づかず、室内に向けて何かを話す。誰だれか他ほかにいるのかと足を止めたところで、部屋を出てきたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの偉い丈じよう夫ふ。王宮で見み間ま違ちがえる者などいない第一王子クラウスだった。

　思わぬ人物の姿に、テレーゼも言葉を失なくす。

「何故なぜ……？　よりによって…………っ」

　嚙み潰つぶすように吐はき出すフリッツは、驚おどろきと共に警けい戒かい心しんを抱いだいた。

「お呼び、していませんのよ……？」

　困こん惑わくするテレーゼの反応から、クラウスがいるのは予定外だとわかる。

　親しくないというテレーゼの下もとでなら、クラウスと会う機会などないだろうと思っていた己おのれの甘さに、フリッツは遅おそい後こう悔かいを抱いた。

　驚きから立ち直れない内に、イザベラはフリッツに気づかぬまま、クラウスを見送り何処かへと歩き去る。

「いったい、二人は何を……？」

　直接聞くほうが早いだろうが、テレーゼがいる前でイザベラとクラウスの関係は言げん及きゆうしがたい。イザベラもさすがに、クラウスが第一王子だと気づいているだろう。別べつ荘そう地ちでのように、程度の劣おとる服を着ているわけではないのだから。

　そう考えると、余計に二人が小部屋で何をしていたのか疑問が残る。

　手がかりを求めてフリッツが歩き出すと、遅おくれずテレーゼも小部屋を目指した。

「あら……？　何か落ちているようですわ」

　覗のぞき込んだテレーゼは、暗い室内に足を踏ふみ入れ床ゆかから何かを拾い上げる。

「…………え？」

　心情から表れた故ゆえに、取り繕つくろうことも憚はばかることもない驚きよう愕がくの声。足を止めていたフリッツも怪け訝げんに思い室内に向かう。

「イザベラと、兄が？　……まさか。ありえるはずがありませんわ。でも、これは…………使えますわね」

「テレーゼ姫？　何を拾われたのですか？」

　声をかけるフリッツに、テレーゼは決して品を損そこねない苦く笑しようを浮かべて振り返る。そして白い手で差し出すのは、四角に折り畳たたまれたハンカチだった。

「イザベラ嬢の落とし物かと、思われるのですが……」

　ハンカチの表面には刺し繡しゆうが施ほどこされているものの、暗がりではよく見えない。姉し妹まいの持ち物を判別するため、イザベラは名前を刺繡していると聞いたことがある。フリッツは言葉を濁にごすテレーゼから、特に疑問も覚えずハンカチを受け取った。

「……っ。これは…………」

　刺繡されているのは二つのイニシャル。何も見ていなければ、素す直なおにイザベラの落とし物だろうと推測して終わる品。そう、クラウスと共にいるイザベラを目もく撃げきしていなければ。

　クラウスからイザベラへ。そう読める刺繡は、二人の親密さを物語るようだ。

「お恥はずかしながら、イザベラ嬢と兄が親しいとは、存じませんでしたわ」

　テレーゼも同じ結論に辿たどり着いたらしい呟つぶやきに、フリッツはハンカチを持たないほうの手を握にぎり締める。ハンカチ一枚で、心乱される己の弱さが歯は痒がゆい。何より、自分が会えない間にクラウスが近づいていたという事実に、動どう揺ようしてしまっている。

　心を落ち着けようと必死になるフリッツは気づかなかった。

　揺ゆさぶりのつもりが、フリッツの予想以上の反応を前に、指の爪つめを嚙み締めるテレーゼの動作に。暗い室内で、妬と心しんの燃える碧へき眼がんが細められたことに。

　フリッツは考えを纏まとめるように一度目を閉じた。偶ぐう然ぜんに頼たよってイザベラと王宮で会い、近きん況きようを問うよりも、自ら動くべきだろう。

「テレーゼ姫、お願いがございます。お部屋周辺への立ち入りの許可を、いただけないでしょうか？」

　許可があれば、面めん倒どうな手続きを踏まずにテレーゼの居室周辺に行くことができる。それだけ簡単に、イザベラに会いに行けるのだ。

　顔を伏ふせたテレーゼの表情は、フリッツには見えない。

「……イザベラ嬢を、ご心配してですのね？」

「ベラならば、懸けん命めいにお仕えするだろうと信じてはいますが、側付になった経けい緯いに私も関かかわっています。様子を見て、適てき宜ぎ助言でもできればと」

　会う機会が少なくなったのなら、自分から会いに行けばいい。フリッツは本来の目的を口にせず、テレーゼの返答を待った。

「もちろん、フリッツさまのお願いですもの。よろしいですわ。……ただ、お出いでになった時には、私にお知らせくださいませんか？」

「もちろん。テレーゼ姫には必ずご挨あい拶さつ申し上げます」

　答えながら、フリッツは次にイザベラに会った時には、ハンカチを返してクラウスとの関わりを聞き直そうと心に決めた。
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「この前言ってた、ヴィヴィの変わり身のほうがましだって、あれ。同意するわ」

　巷ちまたで噂うわさの灰かぶり姫の部屋に呼ばれたイザベラは、お茶をしながら溜ため息を吐き出す。

　態度と共に言い分までは変えないヴィヴィ。本ほん性しようとの差異が大きすぎるテレーゼにも驚くが、側付としてテレーゼを持ち上げながら、決して敬ってはいない貴婦人たちに比べればまだましだと思えた。

「ふぅん？　最近ベラが疲つかれてんのって、仕事振ふられまくったからじゃなくて、面倒な腹の探さぐり合いにでも当たったからなわけ？」

「そんなところね……。仕事自体は、リーテの世話してた時とあんまり変わらないもの」

　規模に天地の差はあるが、と苦く笑しようするイザベラに反して、ヴィヴィは渋じゆう面めん、リーテも困惑を浮かべた。

「それ、側付のお仕事じゃないよ？　散歩のお供とか、お話し相手とかでしょ」

　リーテに側付として当たり前のことを諭さとされ、イザベラはまた溜め息を吐つく。

　お茶会以降、雑用の押しつけの一いつ環かんか、テレーゼの私物の管理までするようになっているのだ。しかも、側付の貴婦人たちがテレーゼの装そう飾しよく品などを掠かすめ盗とっているのも知ってしまった。

　テレーゼに訴うつたえても、ないと言えば戻もどしに来るらしく放ほうっておけとしか言われない。

「……わかってるわよ。ちょっと無茶ぶりされてることくらい。まあ、あの人たちと面おも白しろくないお喋しやべりするよりは──」

　今のほうがいいと続けようとしたイザベラを、ヴィヴィは怖こわい顔で止めた。

「待った、ベラ。つまんない話でも、つき合っといたほうがいいことだってあんの。知らないより知ってるほうが、社交性高いって思われんだから」

　逃にげを求める心を見み透すかされたようで、イザベラは反省を内に隠かくし、香かおり立つ茶を傾かたむけつつ反論を試みる。

「だからって、ヴィヴィの言ってた恋こいの秘薬とかが流行はやってるなんて話、なんの役にも立たないでしょ」

「それ聞いたことあるよ。──なんだか、色んな人から知ってるかって最近聞かれるの」

　他人への興味の薄うすいリーテさえ聞いたことがあるという事実に、イザベラはヴィヴィ以外から聞いた覚えのない話題の思わぬ広がりに瞬またたく。

　イザベラの驚おどろきを察したヴィヴィは、鼻を鳴らして背もたれに寄りかかった。

「ほぉら、リーテの耳にさえ入るくらいの流行り物、知ってて当たり前。知らなきゃ恥ずかしいってもんでしょ。──まぁ、下手へたに手出すよりは安全なんだろうけど」

　この話題なら、知らないほうがいいかもしれない。天てん井じようを眺ながめながら低く呟くヴィヴィに、イザベラとリーテは顔を見合わせた。

「一応注意しとくわ。噂の恋の秘薬、やばい薬みたいだよ」

「やばいって、どういうことよ？　なんか実感こもってるんだけど？」

　危あやぶむイザベラに、ヴィヴィは思案げに唸うなる。

「言わないって言っちゃったけど、名前伏せるくらいでいいか……。実は、その恋の秘薬使われた子が友達で、ぶっ倒たおれちゃったんだよね」

　ヴィヴィは男女の友人たちで楽しく昼食をしていたと言う。その中の一人に懸け想そうする青年がいた。懸想される側は婚こん約やく者もおり相手にしていないと知っていて、誰だれもが囃はやすことなく見守る態ていを取っていた。

「妙みように飲み物勧すすめててさ。他ほかの子が欲しいって言ってもそいつ、絶対渡わたさないで。怪あやしいったらないんだけど、あんまりしつこいから飲んじゃったの。さすがに友達が毒盛るなんて疑わないしさ」

　途と端たんに飲んだ少女は嘔おう吐とし、そのまま意識を失った。明らかに飲み物が原因であり、ヴィヴィはもちろんその場の誰もが青年を非難したと言う。

「その子、お酒飲めなくて。飲んだら吐はいて倒れるっていうのは聞いてたから、酒飲ませたんだろって責めたんだよね。そしたら、飲ませたのは恋の秘薬だって言うじゃん」

　好きな相手を害する酒を飲ませたりはしていないと、青年は弁明した。飲ませた恋の秘薬に酒の成分は含ふくまれていないが、飲んだ相手を酩めい酊てい状態にし、開放的な恋をしたい気分にさせるものだと説明を受けたのだと。

「あっやしぃ……」

　図はからずも、イザベラとリーテの声が重なる。同意の印に頷うなずいたヴィヴィは、注意喚かん起きとして恋の秘薬の特とく徴ちようを口にした。

「掌てのひらに収まるくらいの、小さな瓶びんなんだけど。陶とう器きでできた白い瓶でさ。ちょっと見ない形してんの。流行ってる恋の秘薬も同じ瓶だから、気をつけなよ」

　ヴィヴィは意味深にイザベラへ視線を向ける。

「そんな怪しい説明されて、使うわけないでしょ。だいたい使う相手いないじゃない」

　迷わず否定したイザベラは、リーテにさえ呆あきれを含んだ視線を向けられ目を瞠みはる。

「わたしと歳としが同じお姫ひめさまも婚約者選ぶって話になってるんでしょ？　イザベラ、いいの？」

　リーテの問いの意味がわからないイザベラに、ヴィヴィは無む駄だだとでも言いたげに話題を変えた。

「そうそう、お姫さま。なんか婚約者選ぶって動き出したの、リーテが王子さまに見み初そめられてかららしいじゃん。歳が同じなんだから、そういうこと考えていい年ねん齢れいってことで、婚約者に名乗り上げる家が続出したんだって？」

　相変わらず何処から仕入れているのかわからないヴィヴィの情報に、リーテも同じことを聞いたと頷く。側付として実際に会っているイザベラだけが、初耳だ。さすがにヴィヴィの苦言が重くのしかかる。

「実際、お姫さまの噂って全然聞かないんだよね。ベラもその辺濁にごすし」

　本性を伝えるわけにもいかず、イザベラはヴィヴィの好こう奇きの視線を当たり障さわりのない言葉でかわす。

「公式行事にしかお出でにならないんだから、知らなくて当たり前よ。お姫さまのこと、そう軽々しく言えないし。そうね、リーテと比べるなら、ずっと大人びた方ってところかしら？　今朝も王宮に来たからご挨拶だけさせてもらったんだけど、体調が思わしくないそうで、今日は一日お部屋でお過ごしになると仰おつしやってたわ」

　侍じ女じよがいる中でのイザベラの挨拶に、テレーゼは気弱そうに笑う演技をしながら応対した。

　体調不良を理由に約束を反ほ故ごにするには、何日も前からそれらしい様子を繕つくろわなければならないと、テレーゼ本人が言っている。今日の様子は後日予定されている公こう爵しやく夫人とのお茶会を断る前まえ振ふりなのかもしれない。

「体が弱いから、『眠ねむり姫』って言われてるの、わたしも聞いたことがあるよ。エリックも、昔よく頭が痛いとか、寒いとか言われて熱出してることに気づいたって言ってたの」

　リーテの言葉に、今朝のテレーゼを思い浮うかべてみる。

「俯うつむきがち、だったかも……？　いつもより背もたれに寄りかかってたような…………」

　テレーゼの肘ひじ掛かけから手を上げかけてやめる動作を、その時イザベラは頰ほお杖づえを突つこうとしたのだと思った。イザベラと二人きりの時にはそういった動作をするので、つい癖くせが出てしまったのだと思ったのだが。

「頭を支えようとしてた……？　気だるい、頭が重いみたいな体勢だった気も…………」

　リーテの所に行くのならと、早々に居室から出されたのは、本当に『眠り姫』としての演技による気き遣づかいだったのか。

　イザベラと共に侍女も追い出したテレーゼ。扉とびらが閉められる瞬しゆん間かん、居室で一人椅い子すに座り込んでいた姿が、とても孤こ独どくに見えた。

　もし思い過ごしでないのなら、大変なことではないだろうか。

「ベラ、どうしたの？　さっきからぶつぶつ言って」

　思案げに呟つぶやいた末、椅子から立つイザベラは、ヴィヴィの問いに慌あわただしく答えた。

「ちょっと気になることあるから、あたしテレーゼ姫の所に戻もどるわ！　ごめんね、リーテ」

　また寂さみしげに眉まゆを下げたリーテだったが、イザベラを止めることなく手を振った。

　イザベラははしたなくならないよう気をつけながら、できる限り急いでテレーゼの居室を目指す。ここのところの疲ひ労ろうと、リーテとの約束の時間を気にして気を配らなかった自身の失態に歯は嚙がみした。

「あれは、ふりなんかじゃない……」

　口が悪くて、捻ひねくれていて、年下とは思えない立ち振る舞まいをするけれど、考えてみればリーテと同じまだ社交界にも出ていない子供なのだ。

「たぶん、鼻っ柱も強いわよね」

　本人はもちろん、誰にも言えないテレーゼへの感想を呟き、イザベラは考える。そんなテレーゼが、本当に体調が悪い時、誰かに助けを求めるだろうか、と。

　テレーゼの居住区画へ戻ったイザベラは、テレーゼの居室を目指す間、側付の貴婦人の姿がないことを確かく認にんする。通い続けてわかったことだが、テレーゼが呼ばない限り側付の貴婦人はテレーゼの居室周辺にはいない。

　イザベラが側付となった時揃そろっていたのは、テレーゼの関心を自らに繫つなぎ止めるためと、お茶会が近かったからにすぎない。側付の貴婦人が欲しいのは、国王の末姫に近い側付という肩かた書がきだけ。

　お茶会も終わり当分催もよおしもないなら、貴婦人たちはテレーゼのことなど放っておくのがいつものことのようだった。

「……本当に、自分勝手な人たちね。側付なんて名前だけじゃない」

　憤ふん懣まんを吐いたイザベラは、テレーゼの居室の前で息を整える。扉を軽くノックするが、中から返る声はない。朝の挨あい拶さつの時には、まだ侍女がおり応対してくれたのだが。

「いないのかしら？　……それとも」

　悪い予感を覚えてもう一度ノックするが、やはり室内からの返答はない。逡しゆん巡じゆんしたイザベラは、ノブに手をかけた。

「テレーゼ姫、いらっしゃいませんか？　──入らせていただきますよ？」

　声をかけながらノブを回せば、鍵かぎはかかっておらず扉は開く。意を決して居室に足を踏ふみ入れたイザベラは、テレーゼの姿を探して首を巡めぐらせた。

　見える範はん囲いにはおらず、イザベラは続き部屋にある寝しん室しつに足を延ばす。扉のない続き部屋に入ると、高い天てん蓋がいのついた寝台が目に入る。花鳥の縫ぬいつけられた緞どん子すに、磨みがき上げられた天蓋の柱。柔やわらかな敷しき布ふは、寝台の端はしに向かって斜ななめに歪ゆがんでいた。

　イザベラは、寝台から投げ出された足を見つけ、歩み寄る。

「テレーゼ姫、お休みですか？」

　寝台を覗のぞき込めば、やはりテレーゼだ。横よこ倒だおしで身を投げ出したテレーゼの顔は、青を通り越こして白かった。

「テレーゼ姫！　テレーゼ姫、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　慌てて揺ゆさぶれば、すでに眉み間けんに寄っていた皺しわがさらに深くなる。微かすかに開いた碧へき眼がんは、焦しよう点てんが合わないようで不安定に揺れていた。イザベラは床ゆかに膝ひざを突き、テレーゼに顔を寄せる。

「イザベラです。聞こえますか、テレーゼ姫？　──失礼します。熱は……ないですね。でも、手が冷たい。喉のどが渇かわいたりはしてませんか？」

　微かに頷くような動きをみせたテレーゼは、乾かわいているのか何度も唇くちびるを舐なめてようやく掠かすれた声を上げた。

「耳、鳴りが……。気持ち、悪い…………」

「侍医をお呼びします。お辛つらいでしょうが、お待ちになって──」

　立ち上がろうとしたイザベラの手を、テレーゼは引き留めるように摑つかんだ。

「……わかりました。侍医は呼びません。お飲み物をご用意しますので、一度失礼してよろしいですか？」

　許可するように、テレーゼの手が離はなれる。苦しげに瞼まぶたを閉じたテレーゼの表情を見下ろし、イザベラは寝台から離れた。

「風邪かぜじゃないみたいだけど、気持ち悪いって吐き気かしら？　だったら、ただの水よりも温かいもの？　それもそれで飲みにくいわね。果実水だったら、お飲みになるかしら？」

　思案しながらイザベラは一度居室を出る。使用人に頼たのんで用意してもらったのは、果実水とビスケット。後でショコラーデも持ってくるよう言づけて、テレーゼの下もとへ戻った。

　動けないらしいテレーゼを助け起こし、果実水を飲ませると喉の渇きは収まったらしい。ビスケットを勧すすめると、渋じゆう面めんのまま少しずつ齧かじり始めた。

　嫌いやみも言わず、小さな口で食べるさまは、小動物にも似た愛らしさがある。いつもこうだったらいいのに、と考えたイザベラは、ノックの音を聞き己おのれの邪じや念ねんを振り払はらうように応対に出た。

「テレーゼ姫ひめ、ショコラーデを持ってまいりました。お飲みになりますか？」

　イザベラが銀ぎん盆ぼんに載のせたカップを差し出すと、テレーゼは素す直なおに受け取り温かなショコラーデに口をつける。ひと口飲むごとに頰ほおには赤みが差し、イザベラはからのカップを受け取ると安あん堵どの息を吐ついた。

「まだ少しお顔の色は優すぐれませんね。このまま今日はお休みになりますか？」

　優やさしく声をかけるイザベラに、テレーゼは唇を尖とがらせる。

「何かしら、そのにやにや笑いは？　私の弱みでも摑んだおつもり？　下手へたな点数稼かせぎは結構よ」

　ふん、とそっぽを向くさまは、臍へそを曲げた子供そのもの。素直じゃない憎にくまれ口は、ヴィヴィを思い出させる。イザベラはテレーゼに対して、初めて親しみを感じた。

「あら、そう仰るならすぐにでも他ほかの者をお呼び致いたしますよ。それで面めん倒どうなお姫さまのふりをなさるだけの元気がおありならよろしいのですが？」

　不服げに細められるテレーゼの碧眼に、イザベラは意地悪を言いすぎたかと苦く笑しようを浮かべる。

　テレーゼが侍医を呼ばせなかったのは、体調不良を大おお袈げ裟さにしたくなかったからだろう。侍医が呼ばれたなら、テレーゼの不調は至る所に伝わる。もちろん、側付の貴婦人たちも騒さわがしくやってくるはずだ。

「お静かに過ごされたいのなら、私一人でよろしいでしょう。どうせ、今さら取り繕つくろう必要もない者ですし。──さ、横になられるのなら着き替がえをお手伝いしますよ？　それとも果実水お飲みになります？」

　まだ喉が渇いている様子から、イザベラは金属杯はいに果実水を注ぐ。

　素直に受け取ったテレーゼは、果実水で口内を潤うるおし、また不服顔でイザベラを見上げた。

「まるで侍じ女じよね。何処どこかの上流貴族の下で行ぎよう儀ぎ見習いしたことがあるのかしら？　よほど、その、いいお家いえに行ったのでしょうね」

　ちらちらと窺うかがうテレーゼに、イザベラは首を傾かしげた。

「行儀見習いなんてありませんよ。一いつ介かいの男だん爵しやく家にそんな伝つ手てありません。まぁ、他人の世話なら義妹いもうとで慣れてるだけで」

「そ、そう……。あぁ、例の継子虐めに遭あった灰かぶり姫ね」

「してません。これでもさっきまで一いつ緒しよにお茶してたくらいには仲いいんですから」

　言って、イザベラは気づく。継まま子こ虐いじめをされていたと言いながら、何故なぜリーテの世話をしていたとテレーゼが知っているのか。

　イザベラの疑問を読み取ったテレーゼは、果実水に口をつけながら呟つぶやくように答える。

「フリッツさまが、継子虐めはただの噂うわさだと仰おつしやっていただけよ」

　フリッツに聞いて知っていると言うテレーゼに、イザベラは胸の内がくすぐられるような嬉うれしさが込み上げる。

　お茶会の後から、フリッツがテレーゼを訪ねて現れることが多くなっていた。だと言うのに、管理の仕事を回されては、フリッツが訪おとずれても会えないことが多く、見えない距きよ離りがあるように感じていたのだ。

　フリッツが気にかけてくれている。イザベラの悪評を払ふつ拭しよくするためテレーゼにリーテとの関係を話してくれていた。そんな気き遣づかいが思いの外ほか嬉しかった。

「ふん、にやにやしてはしたなくてよ。あなたみたいな人、見たことありませんわ。……余計なお世話を、そんなに嬉しそうに。…………侍医でさえ、またかと言わんばかりの顔をするのに」

「侍医なのに、そんな……っ。──わかりました。今度からは本当にご気分が優れない時はあたしに言ってください。お話し相手してるふりして、テレーゼ姫はお休みになったらよろしいでしょう？」

　弱っているテレーゼへの心ない仕打ちに、イザベラの世話焼きな性しよう分ぶんが騒ぐ。幸い、管理の仕事をさせられてから、テレーゼの寝ね巻まきの場所まで知っている。姫の豪ごう華かな衣い装しようの着ちやく脱だつに時間はかかるが、一人でもテレーゼの世話はできるだろう。

「…………な、何よ。点数稼ぎにしても、そんな……っ。わけがわからないわ、あなた。私はイザベラが嫌きらいだと言ったでしょう。それなのに、どうして弱みを摑んだとか、脅おどし返すだとかしないで──、はっ、そういう魂こん胆たんね。私はこんなことじゃ、懐かい柔じゆうされないわよ」

　困こん惑わくに染まる碧眼で見上げてくるテレーゼに、イザベラは思わず噴ふき出した。

「そんなに気を張らなくても大丈夫ですよ。弱ってる相手と喧けん嘩かするほど、あたし悪人じゃありませんから」

「別に、悪人だなんて……。よ、よろしいのよ？　この失態を盾たてに、面倒な仕事を免めん除じよするくらい、私も、応じてさしあげても」

　しどろもどろで言っていることが矛む盾じゆんするテレーゼが、イザベラは余計に可笑おかしく思ってしまった。まるで脅して有利な条件を自分から引き出せと言っているようなのだ。

　つまり、テレーゼは今回世話になった分の礼をしたいのだろう。けれど嫌いだと言っていた手前、素直に世話になったと認めるのが悔くやしいと言ったところか。

「ふふ。無理しなくてもいいんです。このくらいのこと、お礼言われるだけで嬉しいもんなんですから。それに管理の仕事もあたしに合ってるんじゃないかと、最近思ってるんですよ」

　果実水も飲み干したテレーゼのため、イザベラは寝しん台だいの枕まくらを重ねて柔やわらかな背もたれを作る。促うながせば、テレーゼは素直に寝台に身を委ゆだねた。

　普ふ段だんもこれくらい素直なら可愛かわいいのにと、イザベラはテレーゼの知らなかった一面に顔が綻ほころぶ。

　不意に、テレーゼは寝台から離れようとしたイザベラのスカートを引いた。

「…………ありがと」

　掠れて聞こえるほど小さな声こわ音ね。

　聞き間ま違ちがいではないかと疑いながら、イザベラは感動に打ち震ふるえる。

「こ、こんなことでいいだなんて、お安いことですわね」

　口元が緩ゆるむイザベラから、テレーゼは耳まで赤くして顔を背そむけた。その姿はできすぎたお姫さまではなく、年相応の女の子のよう。

「テレーゼ姫が素直になるのは、フリッツに関してだけかと思ってました」

　思わず口にしたイザベラに、テレーゼは何が言いたいのかと視線を鋭するどくして言外に威い圧あつしてくる。

「ほら、フリッツを好きだから素直なのはわかるんですが、あたしにまで、その……いつものご様子も、素直と言えば素直なのでしょうけど」

　つい漏もらしてしまった心中に、イザベラは慌あわてて口を手で覆おおう。

　値ね踏ぶみするように目を細めたテレーゼは、唇くちびるを尖らせて逡しゆん巡じゆんする様子。

「よろしいわ。私がフリッツさまを好きな理由、教えてさしあげる」

　好きな理由。そんなひと言にイザベラは狼狽うろたえた。テレーゼは気づかない様子で口を開く。

「フリッツさまと初めてお顔を合わせたのは、春の庭園でのことでしたの。朝夕の寒さが厳しく、ちょうど体調を崩くずしていた私は、足元が覚つかない状態でしたわ」
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　転んだテレーゼを、フリッツは土がつくことも構わず膝ひざを突ついて支えたと言う。

「……な、なるほど。助けてもらったことで、好きになったんですね」

　テレーゼを助けるフリッツの姿は、簡単に想像できる。優しさに惚ほれ込んだのかとイザベラが頷うなずくと、テレーゼは気が早いと失しつ笑しようした。

「私の気を引くためにそれくらいのことなさる貴公子、珍めずらしくありませんのよ。その時は、お顔の綺き麗れいな方というくらいの感想でしたの」

「え……。そう、ですか」

　さらりと言うテレーゼは、婚こん約やく者候補が次々に名乗りを上げる姫の貫かん禄ろくを持っていた。そんな顔が、ふと少女らしい笑えみを浮うかべる。

「その翌日でしたわ。人に会う約束があって庭園の見える廊ろう下かを歩いていましたの。そうしたら、フリッツさまがそそっかしく転ぶ侍女を、私と同じように助けていらっしゃった」

　もちろん、フリッツは服が汚よごれたことなど気にせず、侍女の無事に微笑ほほえんでいた。

「初めてでしたわ……。私が姫だから助けたわけではない方は。あの方なら私の地位に固こ執しつすることなく、私を見てくださる。そう、確信できる素敵な殿との方がただと知って以来、私はフリッツさまだけを見てきましたのよ」

　胸の前で指を組み合わせ、頰ほおを染めるテレーゼ。フリッツを一心に思う姿は眩まぶしく見える。一いち途ずな心情を吐と露ろする姿に、イザベラは気き後おくれを感じていた。

　不意に、居室の外から扉とびらが叩たたかれた。

「……イザベラ、今のことは他言無用ですわよ」

　照れたようにそっぽを向くテレーゼは、手を振ふって命じる。イザベラが応対に出ると、侍女は来客を告げた。

「え……？　フリッツが？」

　思わず声を漏らすと、寝室からテレーゼの呼ぶ声がした。侍女を待たせてテレーゼの下もとに戻もどると、やはりフリッツという声が聞こえていたらしい。

「まさか、フリッツさまがいらっしゃったの？」

「えぇ。その……、あたしを呼んでる、らしいんですけど」

　瞬しゆん間かん、テレーゼの碧へき眼がんが鋭くなる。

「……よろしくてよ。私の応接間を使わせてあげましょう。けれど、今から私が身み嗜だしなみを整えるまでの間、フリッツさまが帰らないように時間を稼かせぎなさい」

「さっきまで起き上がれなかったんですから、安静になさっていたほうが──」

「何？　私がフリッツさまとお会いすることに、不都合でもありまして？　私の応接間をお使いになるのだから、主人の私がご挨あい拶さつに向かうことに不思議はないでしょう」

　有う無むを言わせぬ強さで言い切るテレーゼは、深く呼吸すると、辛つらそうな様子を振り払はらい侍じ女じよを呼ぶ鈴すずを鳴らした。

　あまりの変わり身の早さに、イザベラは頰が攣つる。さっきまでの弱々しくも愛らしい姫ひめは、幻まぼろしだったのかと疑ってしまうほどだ。欲を言えば、もっと可愛かわいらしいテレーゼのままでいてもらいたかった。

「さぁ、イザベラ嬢じよう。フリッツさまをお待たせしては申し訳ありませんわ。すぐにご用件をお伺うかがいして、お持て成しなさって」

　フリッツの用件はさっさと終わらせ、自分が行くまで引き留めておけ。言葉だけを取り繕つくろったテレーゼの命令と共に、イザベラは居室からも追い出された。

「現金な方ね……。というよりも、フリッツに会いたい一心で無理をしてる、のよね」

　ぐったりとしていた姿を見ていなければ、騙だまされてしまうテレーゼの取り繕い。それだけテレーゼがフリッツを強く思っている証左のように感じられる。

　イザベラは無む闇やみに動どう揺ようしてしまう胸中を持て余しながら、応接間に向かった。

　ふと、応接間の前でイザベラは足を止める。テレーゼはフリッツに好意を抱いだいている。それは側そばで見ていれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。ではフリッツはどうなのだろう。

　束になるほどの恋こい文ぶみ。茶会から増えた訪問の頻ひん度ど。茶会に集められた客は婚約者候補で、リーテが見み初そめられてから、つまり社交期後から名乗りを上げる者が増えたという。

　婚約者になるかどうかという正式な話は進んでいないとフリッツは言っていた。では、テレーゼに会いに来るのは、増加した競争相手を除のけて、正式な話を進めるための前準備なのではないか。

　浮かんだ疑問に、イザベラは息を詰つめる。

　そうして足を止めていると、応接間の扉が内側から開いた。危あやうく扉を避よけると、使用人が目を瞠みはる。

「これはっ……失礼いたしました。────イザベラ嬢がお見えです」

　フリッツにお茶を用意したらしい銀ぎん盆ぼんを持った使用人が、室内に向けてイザベラの来訪を告げる。

　イザベラは思考を払うように首を振り、フリッツの待つ室内へ足を踏ふみ入れた。

　椅い子すから立ち上がっていたフリッツは、イザベラの姿を認め茶色の瞳ひとみを柔らかく笑みに細める。優やさしい微び笑しように迎むかえられ、イザベラは安あん堵どの息を吐ついた。

「フリッツ。なんだか久しぶりな気がするわ。あたしを呼ぶなんてどうしたの？」

「ベラ、忙いそがしいところすまない。そんなに時間は取らせないよ」

「いいのよ。会いに来てくれて嬉うれしいわ。それに、テレーゼ姫がご挨拶にいらっしゃるそうだから、お支し度たくが整うまでいてくれると助かるの」

「お支度？　テレーゼ姫は何かご予定があったのか？」

　まずい時に来ただろうか、と思案するフリッツに、イザベラはそうじゃないと苦笑した。

「少し……髪かみが崩れてしまったの。それを整えるだけよ」

　顔色の悪さも化け粧しようで誤ご魔ま化かすだろうが、イザベラはあえて口にしなかった。体調が悪いなどと言えば、気を遣つかったフリッツが長居しないだろう。何より、テレーゼは体調不良をあまり周知したくない様子。

　イザベラはフリッツに促されるまま隣となりに座った。

「ベラ……、最近ハンカチを落としたりした？」

「えぇ、どうしてフリッツが知ってるの？　一番いいハンカチを失なくしてしまったのよ」

　家に帰ってから失くしたと気づき、翌日捜さがしたが使用人も拾ってはいないと言っていた。

「お茶会の日に落としたんだと思うんだけど……、あ、まさか？」

　お茶会に参加していたフリッツを見ると、困ったような笑みを浮かべて懐ふところから四角く折り畳たたまれたハンカチを取り出した。

「拾ったんだ。ベラの物だろう？」

「そうよ、これ！　ありがとう、フリッツ。あぁ、良かった。もう戻ってこないと思ってたの。嬉しいわ！」

　きめ細かな織りの布地からして、イザベラでは同じ物を用意できない品なのだ。気に食わない刺し繡しゆうでも、絹糸のつややかな手て触ざわりは嫌きらいになれない一級品。

　戻ってこないと思っていた高価なハンカチのため、イザベラが感謝を告げると、ハンカチを見ていたフリッツの視線に一いつ瞬しゆん険が宿った。

　喜びにハンカチを握にぎりしめていたイザベラは、ふと疑念を抱く。

「そう言えば、よくこれがあたしの物だってわかったわね。……あ、そうか。これ貰もらった時にフリッツいたものね」

　その時に見覚えていたのかと言えば、フリッツが目を瞠る。記き憶おくを辿たどるように逸そらした目を徐じよ々じよに細めると、フリッツは苦み走ったように眉み間けんに力を込めた。

「…………あの時か」

「えっと、クラウスがうちの別べつ荘そうに来てた時、なんだけど……」

　低いフリッツの声こわ音ねに違い和わ感かんを覚えつつ、イザベラはハンカチを貰うに至った経けい緯いを話そうと口を開く。けれどフリッツの訝いぶかるような視線を受けて言葉を止めた。

「あの方の身分は……、もう知っているよね？」

「えぇ、あ、そうよね。殿でん下かつけなきゃ。今まで通りの口調でいいなんて言われたけど、やっぱり普ふ段だんから言わないと咄とつ嗟さに出ないかしら？」

　今はフリッツ相手だから良かったものの、余人の前で第一王子を呼び捨てにするなど不敬すぎる。

「ベラ……。今まで通りの口調って、つまり、対等に話すことを許されたのか？」

「まぁ、冗じよう談だんかもしれないけど。もちろん、他ほかに人がいない所でならって言われてるわよ」

　渋じゆう面めんになるフリッツに、イザベラは慌あわててつけ加え両手を胸の前で振ふった。するとフリッツはイザベラの両手を握り締しめ、言い聞かせるように顔を近づける。

「ベラ、第一王子と親交があることは誰だれかに言った？　俺以外に知ってる者は？」

「い、いないわ。たぶん、ヴィヴィにも言った覚えがないし……。あ…………」

　嫌いやな相手を思い出し、知らずイザベラの声は低くなった。

「あの禿はげの、じゃなかった。モントルシュタイン伯はくに、そう言えばクラウスといるところ見られてるわ」

「……なるほど。あれはそういうところからきた、やっかみの嫌がらせか」

　舌打ちでもしそうなフリッツの呟つぶやきを聞きつつ、イザベラは摑つかまれた手に視線を落とし、じわりと頰に熱が上るのを感じた。

　思考が何処どこかに漂ただよい出そうな不安を覚え、イザベラはフリッツに理由を問う。

「えっと、フリッツ。クラウス……、クラウス殿下がどうしたの？」

「あぁ。あまり親交があることを他言しないほうがいい。お茶会でのモントルシュタイン伯のようにやっかみを向けてくる者もいる」

「あ……、見てたんだ？　って言うか、あれそういう理由で絡からまれたのね」

　しつこいと思った、とイザベラが零こぼすと、フリッツの手に力がこもる。

「ベラ、助けに行けなくて、ごめん。見ていたのに──」

　失敗を見られていた羞しゆう恥ちから、イザベラは慌ててフリッツを遮さえぎった。

「いいのよ。フリッツはテレーゼ姫助けてたし。あ、あの後お茶会楽しめ──」

　イザベラの問いは、テレーゼの訪おとずれを伝える声に遮られる。応答も待たず開かれた扉とびらからは、すぐさまテレーゼが満面の笑えみで現れた。

「フリッツさま、ご用件はお済みに──っ、イザベラ……嬢じよう…………？」

　前にも同じことがあったような、と硬こう直ちよくするテレーゼを見て思い出す。碧へき眼がんが零れんばかりに見開かれて凝ぎよう視しする先を追い、イザベラはフリッツに固く握られた自身の手を見下ろした。

「……！　あ、これは…………っ」

　慌てて手をほどくと、フリッツも気まずげに髪を搔かきやる。テレーゼはふと視線を下に向けると、顔を上げた瞬しゆん間かんに如じよ才さいなく笑みを浮うかべた。ただ、笑みに細められた碧眼から向けられる視線に、イザベラは隠かくし切れない棘とげを感じる。

「私、幼おさな馴な染じみと言える方がおりませんけれど。お二人は、幼馴染みとして、とても仲の良いご関係ですのね、イザベラ嬢？」

　幼馴染みとしての部分が強調されているのは気のせいか。素す直なおに肯こう定ていしていいものか、イザベラは迷いつつ立ち上がる。つられて、フリッツも立ち上がりテレーゼへ礼を取った。

　不意に、テレーゼの視線がイザベラの顔から手元へと移る。手には返してもらったばかりのハンカチが握られていた。

「楽になさってください、フリッツさま。──ところでイザベラ嬢、どんなお話をなさっていたのかしら？」

　崩くずれない笑みを浮かべたテレーゼの碧眼が、探さぐるようにイザベラには感じられた。

「はい、先日のお茶会で、あたしがハンカチを落としてしまいまして。今日はそれを届けに」

「あのハンカチですわね。兄からの贈おくり物のようでしたけれど」

　訳知り顔で答えるテレーゼに、イザベラは肯定すべきかを迷う。ハンカチにはクラウスからの贈り物であることを示す刺繡が施ほどこされているが、イザベラとクラウスに親交があると知らなければ特定はできないはずだ。

　つい先ほどフリッツに、クラウスの件を他言しないよう忠告されたばかり。息を詰めるイザベラに、フリッツは囁ささやいた。

「お茶会でクラウス殿下がいらっしゃったのを、テレーゼ姫ひめもご覧になってるんだ」

　も、という言葉にイザベラはフリッツへ首を巡めぐらせる。

「え、何処で見てたの？　あたしが一いつ緒しよにいたところ、フリッツも……」

　頷うなずきが一つ返され、イザベラは状じよう況きようを思い出す。窓もない薄うす暗ぐらい部屋に男女が二人きり。考えてみれば、あらぬ疑いをかけられそうな状況。

「ずいぶんと……、兄と仲がよろしいようでしたわね？」

「い、いえ、それほどでも……。以前、お会いする機会がありまして」

　クラウスしかいないと思っていたから、作法や言こと葉ば遣づかいに配はい慮りよしていなかったことをイザベラは内心悔くやむ。

「まぁ、言ってくださればよろしいのに。では、今度の婚こん約やく発表が初顔合わせではありませんのね」

　テレーゼの反応を窺うかがいつつ、イザベラは頷く。今のところ、クラウスへの無礼を責める様子はない。

「妹の私より親しいように見えましたのよ。私の気のせいかしら？　お噂うわさになる淑しゆく女じよはいらっしゃっても、兄がハンカチの贈り物をなさった方がいたなんて知りませんでしたわ」

「ハ、ハンカチくらいで大おお袈げ裟さです。クラウス、クラウス殿下なら、贈り物の一つや二つ珍めずらしくもないでしょう。きっと、たぶん……」

「あら、そうでもありませんのよ。噂に上る方は多くとも、親密さで群を抜ぬく淑女はいらっしゃいませんの。社交期の舞ぶ踏とう会でも、兄は同どう伴はん者しやを決めていませんから。イザベラ嬢がお誘さそいいただけることもあるのではないかしら？」

　テレーゼの舞踏会という言葉に、イザベラは肩かたを跳はね上げてしまった。テレーゼから不ふ審しんな視線を向けられ、イザベラの笑顔は引き攣つりだす。

　やはり不ぶ躾しつけな応対を聞かれていたのだと誤解し、イザベラは慌てて弁明を試みた。

「いえ、あの時のお誘いは、クラウス殿下のご冗談でありまして──」

「……っ、そう。それで、兄からの誘いのお返事はどうなさったの？」

　一瞬目を瞠みはったテレーゼは、すぐさま笑顔を取り繕つくろい、イザベラの言葉を遮るように口を開く。

「ベラ……、クラウス殿下からの誘いって、まさか舞踏会の同伴を申し込まれたのか？」

「え、うん。だから、それは──」

　クラウスの悪い冗談。そう弁明しようとしたイザベラは、またもテレーゼに言葉の先を遮られた。

「あら、イザベラ嬢。そのご様子だとまだ兄にお返事なさってないのね？　でしたら、返答は早いほうがよろしいわ。兄の隣となりを望む方は多いのですから。たとえ、色いろ好よいお返事であっても、あまり待たせるものではなくてよ？」

　否定も肯定もできず狼狽うろたえるイザベラは、隣のフリッツが瞳ひとみに懐かい疑ぎの色を濃こくしていることに気を回す余よ裕ゆうはなかった。
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　庭園を望む吹ふき抜けの廊ろう下かを、イザベラは薔ば薇らを抱かかえて早足で歩いていた。

　季節外れの薔薇が咲さいたから貰もらってこいと、テレーゼに雑用を言いつけられたのだ。まず薔薇の咲いた庭園を特定するところから始め、気難しい庭師の老ろう爺やに薔薇をわけてくれるよう交こう渉しようするところまでイザベラ一人でやらなければいけなかった。

「もう……っ。ちょっと可愛かわいいと思ったら、これなんだから」

　いないテレーゼに文句を言っても気は晴れない。イザベラは腕うでの中で香かおる薔薇を見下ろし、いっそ走ってしまおうかと辺りを見回した。

　足を踏ふみ入れたことのない王宮の一角。白い石材で作られた吹き抜けの廊下には、古代の神しん殿でんを思わせる柱が立ち並ぶ。庭園に面した胸きよう壁へきには蔦つたが這はい、野鳥を楽しむためか庭園には水すい盆ぼんが据すえられていた。

　手入れされていながら野や趣しゆを感じさせる開放感のある庭造りに、イザベラは走ることを諦あきらめる。同時に、口からは嘆たん息そくが零れた。

「はぁ……、まだフリッツいるかしら？　何度も来てるのに、あたし顔合わせたのなんて数える程度じゃない。しかも、ハンカチ返してもらった後から、テレーゼ姫の小間使いみたいになってるし」

　フリッツが訪問すると同時に、用事を言いつけられていると感じるのは、気のせいではないだろう。

「別にあたしに会いに来てるわけじゃないから、何も言えた立場じゃないけど……。せめてクラウスとの同伴の誤解くらい説明したいのに」

　手紙を出すことも考えたが、クラウスはらしくなくても第一王子。滅めつ多たなことは書けず、ぼやかして書いても誤解がとけるとは思えない。直接フリッツと話したいが、その機会が巡ってこない。

「絶対あれ、フリッツ誤解しちゃったわよね。立場的にクラウスからの誘い断れるわけないけど、あんな冗じよう談だん真に受けるほどあたしだって馬ば鹿かじゃないわ。……舞踏会は、フリッツと行きたいのに」

　また溜ため息を吐つこうとしたイザベラは、庭園に人ひと影かげを見つけて咄とつ嗟さに古代風の柱に身を隠した。早足で乱れた息と服装を整え、淑女らしく歩き出そうとしたイザベラはまた動きを止める。

　庭園には、ひと組の男女を囲む宮きゆう廷てい人の一団が見えた。白金の髪かみは日差しの中で煌きらめき、澄すんだ空色の瞳は無む垢くな輝かがやきを内包していた。白と青を基調にした宮廷衣い装しようの王子の隣で、青に銀糸のドレスを纏まとうリーテは誂あつらえた一対ついのよう。

　王子であるエリックと並んでも見み劣おとりしない、リーテの稀け有うな美び貌ぼうを義ぎ姉しであるイザベラは知っている。けれど微笑ほほえみを湛たたえ、静かに相手の話を聞き、おしとやかに庭園を歩くリーテなどイザベラの知る姿とはかけ離はなれていた。

「なんだ……。やっぱりリーテ、やればできるんじゃない。あんな風に歩くだけで、どれだけ我が慢まんしてるんだか…………」

　嫌いやだ嫌だと文句を言って、面めん倒どうだからと礼れい儀ぎ作法を顧かえりみなかった義ぎ妹まいは、もういない。

　必要以上に喋しやべらないのは、まだ受け答えが覚おぼ束つかないからだろう。宮廷人に話しかけられると、すぐにエリックを窺うのは、どんな答えが相応ふさわしいかわからないから。

　それでも、リーテはエリックの隣に立てるよう、できる限りのことを必死でやっているのだとイザベラにはわかる。そうでなければ、良くも悪くも素す直なおなリーテが愛あい想そ笑いなんて覚えるわけがない。値ね踏ぶみするような宮廷人の目に晒さらされて、エリックの背に隠かくれないわけがない。

　自分がしなければいけないことを考えて、実じつ践せんできるほどリーテは成長している。

「……やっぱり駄だ目めだなぁ、あたし」

　思わず漏もれた言葉に、イザベラは苦く笑しようを嚙かむ。自分は何をしているのだろうと。そのまま、庭園を見ずにイザベラは歩き出した。

　テレーゼの側付になってから、何か改善できたかと聞かれれば答えられない。側付の貴婦人からの冷れい遇ぐうで、行ぎよう儀ぎ見習いとして学べることは少ない。テレーゼを見れば、淑女として自分に足りないものばかりが見えてくる。

「このままで、いいわけ……ないわよね」

　淑女として恥はずかしくないよう成長するには、まだまだ努力が足りない。同時に、時間も足りない。テレーゼも側付の貴婦人も、優ゆう雅がな所作を一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につけたわけではないのだ。猿さる真ま似ねをしたところで届くはずがなかった。そうとわかるくらいには、自分の至らなさがわかってきている。

「駄目よね……、こんなことじゃフリッツと並べない。また、恥はじをかかせてしまう」

　フリッツに会うため急いでいたはずの足は、気持ちと共に鈍にぶっていた。

　自分が同伴しては、フリッツのためにならないのではないか。

　脳のう裏りをよぎる疑念に、イザベラは頭を振ふる。

　鼻び孔こうを擽くすぐる薔薇の香りに目的を思い出し、埒らちもない迷いは頭の隅すみに追いやってテレーゼの居室に戻もどった。

「やっぱりフリッツは帰った後、か。…………で、またいないのね？　そんなにかくれんぼがお好きなのかしら」

　女め神がみが花を掲かかげる図ず柄がらの花か瓶びんに、イザベラは薔薇を飾かざり呟つぶやく。

　最近テレーゼのお気に入りらしい意地悪は、イザベラに用事を言いつけておいて姿を隠すというもの。テレーゼがいなければ、イザベラはいつまでも仕事を終われない。

　遠目で笑われるよりもずっと子供らしい遊び。イザベラ以外に仕かけることのないちょっとした意地悪は、甘えられているようで悪い気はしなかった。

「さて、捜さがしに行きますか。かくれんぼはいいけど、見つけた途と端たん舌打ちするのやめてほしいわ。見つけられて悔くやしいのはわかるけど」

　最近では隠れ方も手慣れてきたテレーゼ。イザベラは居住区画を端はしから捜し始める。

　ひと部屋ずつ捜そう索さくしていると、使用予定など聞いていなかった一室から話し声が聞こえた。知った声こわ音ねに、イザベラは思わず息を潜ひそめる。

「……なんでまた、モントルシュタイン伯はくがいるのよ？」

　テレーゼもモントルシュタイン伯を快くは思っていない。ただ無下にはできない地位の貴族らしく、イザベラ相手に文句を言いつつテレーゼは当たり障さわりのない対応を取っていた。

　とは言え、テレーゼの居住区画の部屋を無断使用していいほど近い相手でもない。イザベラは訝いぶかりながらきちんと閉まっていない扉とびらの隙すき間まに耳を寄せた。

「まぁ……！　こちらが噂うわさの恋こいの秘薬でございますか？」

　大おお袈げ裟さなほど喜びの声を上げるのは、側そばに侍はべらない側付のクラリッサ。クラリッサがモントルシュタイン伯を引き入れたと思って良いのだろうが、イザベラは耳にした言葉に室内を確かく認にんしようと扉の隙間を広げた。

「さよう、さよう。これこそ極きよく東とう彼方かなた、海を越こえて辿たどり着ける神秘の国から得た秘薬。数に限りがあると申しても、これを求める方が尽つきることがなく、今回はあなたを見込んで特別に、一つ用立てたのですよ。クラリッサ嬢じよう」

　聞き覚えのある謳うたい文句に、イザベラは記き憶おくを辿る。モントルシュタイン伯と顔を合わせたのは数える程度。その中で海を越えてと言ったのは、確かテレーゼの本ほん性しようを知った日。

　勿もつ体たいぶってモントルシュタイン伯が取り出したのは、白い陶とう器きの小こ瓶びん。近きん隣りんでは見ない意い匠しようの瓶を受け取り、クラリッサは頰ほおを上気させながらも目には狡ずる賢がしこい光を宿していた。

「もちろんモントルシュタイン伯ほどのお方を疑うわけではありませんが、これは本当に人の心を捕とらえるほどの効能がありますの？」

「ふふ、酒でもないのに口にした者を酔よわせ、心の楔くさびを解き放ち、恋という享きよう楽らくへと誘さそう秘薬は、一度口にすればもはや秘薬を与あたえた者の虜とりこ。──とは言え、人間己おのれの目にした事実以外は信じきれないものでしょう。ですが、この秘薬の最たる証明は、すでに王宮におられるのですよ」

　芝しば居いがかった言い回しで、モントルシュタイン伯は腕を広げてみせる。

「そう、並み居る地位も教養も優すぐれた令嬢を脇わきに追いやり、高が男だん爵しやく家の娘むすめが王子の心を射止めたのは、何故なぜだとお思いで？」

「まさか……！　この秘薬でエリック殿でん下かのお心を？」

　息を吞のむクラリッサと共に、イザベラも息を吞んだ。クラリッサの顔に浮うかぶのは期待だが、イザベラの顔に浮かんだのは困こん惑わくと怒いかりだった。

「えぇ、そうです。私は最初から怪あやしいと睨にらんでおりました。秘薬を知り、あの小娘の姑こ息そくな策を殿下にお伝えしたのですが、もはや恋の虜となった殿下に私の注進は聞き届けられず。この秘薬も、あの小娘から直じかに質ただし手に入れた物なのですよ」

　言い淀よどむことなくすらすらと噓うそを吐くモントルシュタイン伯は、物もの憂うげに首を振る。

　イザベラはこめかみが跳はねるのを感じた。ヴィヴィに言われて興味のない話にも耳を傾かたむけ、心に留めておくようにしていたのだ。その中で、モントルシュタイン伯が第二王子派から第一王子派に鞍くら替がえした経けい緯いもイザベラは聞いていた。

　元は第二王子であるエリック側におり、エリックが妃きさき探しの舞ぶ踏とう会を開いた時には娘を妃にと望んだが、ぽっと出のリーテにその座を奪うばわれた、と。男爵風ふ情ぜいと見下していた義父が、伯爵位を賜たまわり、さらには王おう妃ひ周辺の大貴族と親交を持ち着実に権けん威いに近づいているのが妬ねたましくてしょうがないらしい。

　勝手な嫉しつ妬とで絡からまれたのだと知り、イザベラは怒りを溜めていたのだが、自分のみならずリーテの評判さえ悪くしようとする悪あく辣らつさに怒りが沸わき立つ。

「ですが、本当にわたくしでよろしいんですの？　モントルシュタイン伯においては、テレーゼさまとお近づきになりたいところでしょうに」

　クラリッサがモントルシュタイン伯の変わり身を知らないはずがない。同情するような顔で頷うなずいておきながら、モントルシュタイン伯が恋の秘薬を融ゆう通ずうした真意を探さぐろうとしていた。

「なに、テレーゼ姫ひめはお美しいとはいえまだまだ幼くあらせられる。これはそう、大人の嗜たしなみと言ったところですよ」

　子供にはまだ早いと言うモントルシュタイン伯に、イザベラは一度怒りを脇に置いて記憶を辿る。手の中に収まる白い陶器の瓶は、ヴィヴィがやばいと言っていた恋の秘薬で間ま違ちがいないだろう。

　けれど、モントルシュタイン伯が口にした売り文句を、イザベラは聞いている。テレーゼに押しつけた貴重な品。それは恋の秘薬だったのではないか。

　人が吐はいて倒たおれるほど危ない薬を、テレーゼが所持している。その危険性に気づいたイザベラは、クラリッサの高い笑い声に思考を止められた。

「えぇ、全くそのとおりですわ。あんなお子さまには、早すぎますわよね。──いつも笑いを堪こらえるのが苦しいのですよ。シュティーレ伯子息に入れあげて、逆に相手を困らせるだなんて。王国の姫が児じ戯ぎにも等しいお振る舞まいを……ほほほ」

「あぁ、あのお茶会でのご様子。確かにあれでは、遊び相手をねだる子供のようなもの。あんな優やさ男おとこの何がいいかはわかりかねますが、健けな気げというか、滑こつ稽けいというか」

　テレーゼが必死にフリッツを振り向かせようと頑がん張ばるほど、淑しゆく女じよらしからぬ行いが嘲ちよう笑しようを誘う、と。

「まぁ、姫とは言いましてもあの方──。そう言えば、モントルシュタイン伯はご存じ？　テレーゼ姫がどなたのご落らく胤いんか」

「あぁ、その話ですなぁ。銀ぎん髪ぱつ自体が珍めずらしいこともありますが、やはりあの髪かみ色。隣りん国ごくとの繫つながりを疑う向きが、テレーゼ姫が生まれた頃ころより根強いですが」

　確かなところは知らない、ととんでもない話でクラリッサとモントルシュタイン伯は笑う。王族で銀髪を持つのはテレーゼのみ。そのため、テレーゼは生まれた時から不義の子を疑われていたという話を、イザベラも耳にしていた。

　もちろん噂は、内々にだが国王により否定されている。銀髪であるというだけで疑ぎ惑わくをかけられる隣国の王族もおり、下手へたすれば外交問題。ただの噂話にしてもたちが悪い。

　なおも言葉では敬いながら、テレーゼを笑いの種にするモントルシュタイン伯とクラリッサに、イザベラの中で何かが切れた。

　無ぶ遠えん慮りよに扉を開けたイザベラの顔にはなんの表情も浮かんでいない。ただきつい眼光だけが、内包した怒りを物語っていた。

「ずいぶんと楽しげなご様子ですね。いったいこちらで何をなさっていらっしゃるのでしょうか？　正しく王族に連なる姫をして、いったいどのような心得違ちがいをなさったらそのような不敬を口になさるのか……」

「まぁ、イザベラ嬢。盗ぬすみ聞きなどはしたないことを──」

　闖ちん入にゆう者がイザベラと知って侮あなどりを浮かべたクラリッサに、イザベラはきつい視線を当てた。

「はしたない？　それは、ご自分の前言をよくよくお考えになって仰おつしやっていますよね。それとも、テレーゼ姫の私物を盗み取り、慌あわてて戻しにいらっしゃったご自身の行いを指していらっしゃる？」

　ばれていないと高を括くくっていたクラリッサは、イザベラの追つい及きゆうに目を瞠みはる。

「お優しいテレーゼ姫は一度の過あやまちをお咎とがめにならないそうですが、……次はありませんことを、よくお心に留めたほうがよろしいですよ」

　すでにテレーゼには報告しているという事実に、クラリッサは顔色を変えた。王族に対する盗みが公おおやけになれば、どんなに高い地位の貴族でも罪に問われる。テレーゼを心底侮っていたからこそできた蛮ばん行こうだ。

　イザベラは今さら慌てるクラリッサから視線を逸そらし、苦虫を嚙かみ潰つぶしたようなモントルシュタイン伯はくに向き直る。

「今日この場にいらっしゃるのは、いったいどなたの許可を得てのことでしょう、モントルシュタイン伯？　テレーゼ姫のご許可も頂かずに、何をなさっていらっしゃるのですか？　──いえ、それよりも。怪しげな薬と共に、噓を吐き散らす真似まねはおやめいただきましょう。義妹いもうとへの不当な嫌けん疑ぎもさることながら、エリック殿下がそのような薬一つで本当に惑まどわされたとお思いですか。それは、殿下が容易たやすく籠ろう絡らくされると吹ふい聴ちようするようなもの。不敬と責められても言い逃のがれはできませんよ」

「だ、黙だまれ！　なんの権利があって偉えらそうに……！」

「権利？　王国に暮らす民たみが、殿下や姫の不ふ名めい誉よを耳にし、それを咎めずにおけるものですか。そちらこそ、いったいどれほど尊貴な権利があって、テレーゼ姫を笑うのです？　それとも過日のお言葉をお返ししましょうか。モントルシュタイン伯、あなたの行いは不ふ遜そん、不敬、不心得にもほどがあります」

　目を眇すがめ、口の端はしが痙けい攣れんして跳ねるモントルシュタイン伯が言い返すより早く、クラリッサが動いた。

「ふ、不ふ愉ゆ快かいです！　イザベラ嬢じよう、あなたが何を勘かん違ちがいしているのかは知りませんが、こんな不愉快な思いをしたのは初めて。あなたのような無作法者、見たことがありません！」

　顔を赤くしたクラリッサは、イザベラの主張を勘違いと吐き捨て逃にげ出す。唾だ棄きするように顔を歪ゆがめたモントルシュタイン伯も、遅おくれて扉とびらを潜くぐるクラリッサを追いだした。

「権威に阿おもねる卑ひ怯きような蝙蝠こうもりの娘が……っ。調子に乗っていられるのも、今の内だぞ」

　怨えん嗟さのこもる捨て台詞ぜりふを残し、モントルシュタイン伯は乱暴に扉を閉めて行く。止める間もなく逃げ出した二人に、イザベラは肩かたを怒いからせた。

「…………あ、謝るくらいしなさいよ！　リーテとテレーゼ姫に失礼でしょうが！」

　悪びれもしなかった様子に、イザベラは激げき昂こうする。叱しつ責せきしたイザベラに悪態を吐くくらいだ。また他ほかの所で同じことを繰くり返すだろうと予想できた。

「碌ろくな人じゃないとは思ってたけど……っ。まさかここまで碌でもないなんて思ってなかったわ！」

　収まらぬ苛いら立だちのまま声を荒あらげるイザベラの横で、蝶ちよう番つがいが軋きしみを上げた。

　イザベラの肩までの高さがある大ぶりな物入れの戸が、ひとりでに開く。驚おどろくイザベラの耳に、呆あきれを含ふくんだ吐と息いきが聞こえた。

「何一人で騒さわいでいらっしゃるの？　見苦しい……」

　さらりと肩口から零こぼれる銀髪を押さえ、からの物入れから立ち上がるのは捜さがしていたはずのテレーゼだった。

「テ、テレーゼ姫？　なん、なんでこんな所に……っ。あ…………、さっきの、まさか？」

　クラリッサとモントルシュタイン伯の暴言を聞いてしまったのか。イザベラは聞くまでもない問いを飲み込んだ。

　イザベラが来た時にはすでにクラリッサとモントルシュタイン伯はいた。その間に出入りした人間はいない。となれば、テレーゼはクラリッサたちよりも先に、物入れの中に隠かくれていたのだろう。

　慰なぐさめの言葉を考え挙動不ふ審しんになるイザベラに、テレーゼは落ち込んだ風もなく顎あごを上げた。

「何を百面相していらっしゃるの。つまらない慰めなど結構ですのよ。国王の愛まな娘むすめに取り入る輩やからなど、珍しくもないのですから」

「あ、そ、そうですよね！　陛下がテレーゼ姫を愛していらっしゃるのなら何も問題ないですよね！」

　勢い込んで頷くイザベラに、テレーゼは面めん食くらった様子で碧へき眼がんを見開いた。次いで、呆れたように目を細める。

「私が愛娘と呼ばれる本当の理由を知っていて仰ってるのなら、とんだ皮肉屋ですわね」

「え……？」

「はぁ……。イザベラのように鈍にぶい人が、ご存じのはずありませんわね。ごめんなさい？　そんな物知らずなあなたに説明してさしあげますわ」

　形だけ綺き麗れいな笑え顔がおを向けるテレーゼ。嫌いやみを言われても、何がいけなかったのかわからないイザベラは、大人しく拝はい聴ちようの姿勢を取った。

「銀髪は過去、王族にいらっしゃるわ。珍しいと言うだけで、不義の子を疑われる謂いわれはありませんの。──あえてそのような噂うわさを流された方がいらっしゃるだけで」

　暗いテレーゼの声こわ音ねに、イザベラは唾つばを飲む。

「母は私を産んで肥立ちが悪く、追い打ちをかけるその噂。第一王子を産んだ母を嫉そねむ者の、仕し業わざでしょうけれど……。母が静養のため王宮を離はなれることになった時、教育や立場を考えて私は王宮に残されましたの。幼い頃にはよく熱を出していた私を、国王陛下は母がいないことを憐あわれみ足あし繁しげくお見み舞まいにいらっしゃったわ。そうして次に立った噂は、陛下と同等の、隣国の王族ほど高貴な方の落胤であるために、陛下は実の子でもない私を無下に扱あつかえないというものでしたの」

　国王が気を遣つかうほどの姫ひめという噂を揶や揄ゆして、愛娘と呼ばれるようになったのだと。テレーゼは啞あ然ぜんとするイザベラを一いち瞥べつし、つまらなそうに息を吐ついた。

「まぁ、クラリッサほど粗あらが見えやすいほうが、御ぎよしやすくはありますのよ。あの方、ご自分の欲に忠実でいらっしゃるから。餌えささえ用意しておけば、無む駄だに干かん渉しようされることもありませんものね」

　冷めた言葉を連ねるテレーゼを見下ろすイザベラは、その碧眼に微かすかなやるせなさを見つける。矜きよう持じの高いテレーゼが、言われっぱなしで物入れに隠れていた心情を思うと、イザベラは奥歯を嚙んだ。

「やっぱり、今からあの二人を捕つかまえて、謝らせます……っ」

　踵きびすを返そうとするイザベラを、テレーゼが止めた。

「おやめなさい。今さら行ったところで、すでに立て直したあのお二人に、あなたが口で敵かなうとお思い？　無駄な恥はじを晒さらす必要はないでしょう」

「でも……っ。あのまま言われっぱなしなんて」

「本当に、ずいぶんと妹思いですのね。一年前にフェルローレン伯爵は再さい婚こんしたばかりでしたかしら？　一年でそれだけ義妹に情を移すなんて──」

「リーテのこともですけど、テレーゼ姫をあんな心ない言い方で辱はずかしめて、そのままなんて許せないじゃないですか」

　思い出しただけでも腹立たしい。テレーゼがいると知っていれば、どうにか謝罪の言葉を言うまで逃がさなかったのに。

「だいたい、児じ戯ぎだとか滑こつ稽けいだとか、テレーゼ姫が普ふ段だんどれだけ頑がん張ばって立ち振ふる舞まいに気を遣ってるか知らないから言うんですよ。年相応の女の子と比べて、言ってみろってもんでしょう」

「イザベラ。ちょ、ちょっと……っ、黙ってちょうだい。どうしてそこであなたが怒おこりますの。わ、訳がわかりませんわ」

　興奮して言葉遣いが荒くなっていたイザベラは、テレーゼの制止に慌あわてて口を覆おおう。

　横目にテレーゼを窺うかがえば、表情が見えないくらい深く項うな垂だれている。あまりのはしたなさに頭が痛いとでも言いたいのだろうか。

　失敗したと後こう悔かいするイザベラは、銀ぎん髪ぱつの合間から覗のぞくテレーゼの耳が赤いことに気づかない。

　大きく息を吐はき出したテレーゼは、棒でも差し込んだようにすっと姿勢を正す。

「私が、普段の立ち振る舞いに気を遣うのは、王族として、あ、当たり前の行いです」

　硬かたいテレーゼの声に、イザベラは頷うなずきつつも頰ほおの赤さに疑問を覚える。

「批判を一々相手にしていては、こちらが疲つかれますわ。あの手の輩の雑言は、評判を落とすいい材料が手に入ったとでも思うべきなのです。クラリッサたちはいつもそうして、あなたを叱しかりつけているでしょう」

　教え諭さとすような、平常心を保とうとしているようなテレーゼの言葉に、イザベラは承服しかねて口を開く。

「あの方たちと一いつ緒しよにしないでください。それに、当たり前の頑張りを維い持じし続ける努力をテレーゼ姫はなさっているじゃないですか。それを──」

　言い募つのろうとすると、またテレーゼに止められた。今度は片手で制され、もう片方の手は赤くなった顔を隠すように添そえられている。

「ちょ、ちょっとお待ちなさい。さっきから、余計なおべっかはいらないの」

「……もしかしてテレーゼ姫、頑張りを褒ほめられることに、慣れてません？」

「…………！　そ、そんなこと、あるわけ、ないでしょ」

　思わず上ずってしまった声に、テレーゼも気まずい様子で視線を下げる。

　生まれ持った容姿や『眠ねむり姫』として演技する健けな気げさを褒め称たたえられはしても、テレーゼ本人が日々積み重ねる頑張りに気づく者がまずいなかったのだろう。王族として、当たり前のことだから。

　けれど当たり前とされることを身につけ維持することの難しさを、イザベラは実感している。だからこそ、当たり前と言って済ましてしまうことに納なつ得とくができなかった。

　ここは言わねばならない。そう決心したイザベラの黒い瞳ひとみが光る。察したのか、テレーゼは機先を制して指を突つきつけた。

「よろしくてよ、イザベラ。クラリッサたちと同じ扱いをされたくないと言うその願い、私が叶かなえてさしあげますわ」

「え……？　いえ、別に何かしてほしいわけじゃなくて、テレーゼ姫がわかってくださっていればそれで──」

「と、特別ですわよ。喜んでお受けなさい。あなたは私の午後のお茶に同席する権利を与あたえます」

　テレーゼは毎日、午後のお茶の時間だけは一人ですごす。侍じ女じよも遠ざけ、同席する者もいない。本ほん性しようを隠すテレーゼの、憩いこいの時間なのだろうとイザベラは察していた。

　側付の誰だれも同席できなかった時間に、イザベラだけは許される。確かにテレーゼからの特別扱いに他ほかならないが、いいのだろうかとイザベラは気が引ける。

「テレーゼ姫、お一人の時間がなくなるのは、お辛つらいんじゃないですか？　そこまであたしに気を遣わなくても大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「べ、別にあなたに気を遣ってなんかいませんのよ。私のためでもあるんですからね。給きゆう仕じが、その、給仕係にちょうどいいと思っただけなのですから、しっかり働きなさい。私と同じお茶もお菓か子しも頂けるのだから、クラリッサたちはさぞ歯は嚙がみすることでしょうね」

　美味おいしいお茶とお菓子を、イザベラは口にすることができる。どうやらそれがテレーゼなりの特別扱いらしい。

「……素す直なおじゃないんだから」

「何か言いまして？」

　碧へき眼がんに睨にらまれ、イザベラは素知らぬふりをした。理由づけはどうあれ、思ったよりもテレーゼは自分を嫌きらっていないかもしれないと、イザベラは苦く笑しようを嚙む。世話焼きな性分からか、少しくらいは必要とされていると思えるのは嬉うれしいことだった。

「そう言えば。テレーゼ姫、モントルシュタイン伯はくの持ってきた秘薬はご存じですか？」

　もし持っているなら注意喚かん起きをしなければ。そう思って口にしたイザベラに、テレーゼは失笑を向けた。

「ふ……。クラリッサがずいぶんと喜んでいましたわね。あまり賢かしこい方ではないと思ってはいましたけれど、まさかあんな胡う散さん臭くさい薬に手を出すなんて。お笑い種ぐさですわ。恋こいの秘薬を頼たよるなんて、ご自分に想おもい人を振ふり向かせるだけの魅み力りよくがないと仰おつしやっているようなものではありませんこと？」

「想い人を振り向かせる、魅力……」

　クラリッサを腐くさしたテレーゼは、挑いどむようにイザベラを見上げる。まるでイザベラ自身が魅力の有う無むを問われたような気になった。

「もちろん私には、母譲ゆずりのこの美び貌ぼうがありましてよ。それに加え、王統の高貴な血筋、最高の教育を受けた淑しゆく女じよとしての教養、一国の姫としての地位。うふふ、並の貴族令れい嬢じようでは私の恋こい敵がたきにもなりませんの。だって、私以上にフリッツさまのためになれる婦女子はいないでしょう？」

　フリッツの名に、イザベラの心臓は強く跳はねた。さらにテレーゼは攻こう勢せいを強めるようにイザベラへ言葉を向ける。

「イザベラ、あなたはどうして自分が蝙蝠こうもりの娘むすめなどと言われたかも、わかっていらっしゃらないわね。フェルローレン伯はく爵しやくは今、第一王子派にも第二王子派にも娘を送り込み、どちらの王子が玉座を手に入れても安あん泰たいな地位を得ようと画策していると考えられていますのよ？」

「そんな……っ。お義父とうさまはそんな不誠実な真似まね──」

「していると、思われているという話ですわ。こんな機き微びもわかっていらっしゃらないなら、今フリッツさまがどんなお立場にいらっしゃるのかも、知りもしないのでしょうね」

　嘲あざ笑わらうように口の端はしを上げるテレーゼの瞳は、強気な発言に反して苛いら立だちを抱かかえている。

　まるで知らないことを責められているような、とイザベラは視線を泳がせた。

「私……フリッツさまになら利用されてもいいと思っていますの」

　思わぬ発言に目を向ければ、テレーゼはフリッツを思うのか宙を見つめていた。

「もちろん、お優やさしいフリッツさまがそんなことなさらないとわかっています。それでも、あの方のお側そばにいられるのなら、フリッツさまを私のものにできるのなら、この身に持てる全すべてを差し出す所存ですわ。……ねぇ、イザベラ。あなたはそれほどの思いを、愛を、誰かに向けたことがあって？」

　埒らち外がいの問いに、イザベラは答えられなかった。戸と惑まどうイザベラを笑ったテレーゼは、ようやくいつもの余よ裕ゆうを取り戻もどしたよう。まるで、勝者は己おのれだと言わんばかりに。

　胸の内が騒さわぐ。けれどその気持ちの形がはっきりしない。今わかるのは、テレーゼが言うほどの思いを、抱いだいたことなどないという事実。

　そうして脳のう裏りに浮うかぶのは、庭園でエリックの隣となりに立っていたリーテの姿。

　今のままではいけない。だからと言ってできることもない。

　そんな自身を省かえりみた時、イザベラはフリッツに抱くのが、テレーゼほど一いち途ずな想いでないことに愕がく然ぜんとした。例えば家族とフリッツ、どっちが好きかと言われても答えられない。

　そんな想いでしかなかったのかと、イザベラは自分の恋が、テレーゼに比べて取るに足らないもののように感じてしまった。
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　城の庭園に造られた石橋の上で、イザベラは人工の小川を見下ろし、歪ゆがむ自身の影かげに苦笑を嚙んだ。

「なんて情けない顔をしてるの、イザベラ。あたしじゃ、足りないものばかりだってまだわからない？」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに水面の自身に声をかけた。

　本当にいいのかと、今さら決意を鈍にぶらせる声が心の中にある。フリッツと舞ぶ踏とう会へ行くために、今まで頑がん張ばってきたのに、と。

「確かにテレーゼ姫ひめの側付になったのは、お姫さまから直じかに学ぼうって思ったからよ。フリッツと、舞踏会に行きたかったから……。でも、地位も財産も教養も容姿も。あたしに足りないもの、数えたらきりがないじゃない。ないものねだりをしても意味がないでしょ」

　ゆらゆらと揺ゆれる影は、諦あきらめ悪く抗こう議ぎしているように見える。

「そりゃ、悔くやしいわよ。あたし負けず嫌いだもの。諦めるなんてしたくない。……けど、あんなに一いつ生しよう懸けん命めいフリッツを想ってるテレーゼ姫を知って、フリッツに甘えたままでなんて、いられないわ…………」

　小川を渡わたる風が、イザベラの影を搔かき消す。同じように諦めの悪い心中の声も消えてくれれば楽なのに、とイザベラは嘆たん息そくした。

「ねぇ、イザベラ。テレーゼ姫がフリッツに全てを差し出すと言った時、何を考えてた？　あたしにはできない。そう思ったじゃない」

　苦労をした母、受け入れてくれた義父、生意気な妹、手のかかった義ぎ妹まい。大事な家族を脇わきに置いて、フリッツだけを選ぶことが、できなかった。テレーゼにしてもそうだ。情が移ってしまった今、テレーゼを押しのけてフリッツに並ぶだけの思いがあるかと問われれば、気き後おくれしてしまう。

「そんな半はん端ぱな気持ちじゃ、テレーゼ姫に失礼だし、フリッツにも迷めい惑わくじゃない。……今のあたしじゃ、フリッツの足を引っ張るだけ」

　フリッツの足あし手で纏まといになって、疎うとまれるのが怖こわい。思いの丈たけがテレーゼに劣おとっている時点で、イザベラに選べる道はなかった。

「だったら、フリッツにとって一番いい選せん択たくをしましょう」

　見下ろす影は、また抗議するように揺らめいている。それでも、他にフリッツのためになる選択はない。

　イザベラは、自身との対話を打ち切るように目を閉じた。

　足音に顔を上げると、フリッツが石橋に足をかけている。ここ数日はテレーゼの下もとへ訪おとずれることもなくなり、婚こん約やく発表の準備で第二王子周辺は忙いそがしいらしいと聞いていた。

「ベラ、少し遅おくれたかな？」

「いいのよ、フリッツ。どうしても直接会いたいって手紙を出したのはあたしだし。忙しい合間を見つけて来てくれただけでも感謝してる」

　石橋の上で、イザベラはフリッツと向かい合った。

　緊きん張ちように硬かたくなるイザベラの表情に気づいて、フリッツも怪け訝げんに瞬まばたきをしていた。

「今日、来てもらったのはね……、言わなきゃいけないことが、あるからなの」

　イザベラは、掌てのひらに搔いた汗あせを誤ご魔ま化かすように、ドレスを握にぎり込んだ。

　今も心中には本当にいいのかと問う思いがある。どんなに考えても結論が変わらないなら、言わなければいけないことだとイザベラは覚かく悟ごを決めて口を開いた。

「リーテと、王子さまの婚約発表の日にある舞踏会での同どう伴はんを……なかったことにしてほしいの」

　瞬しゆん間かん、信じられないと言いたげに、茶色い瞳ひとみは見開かれる。次いでフリッツは眉み間けんを険しくして口を引き結んだ。

　イザベラは心中で申し訳なく思う。せっかく時間を作ってきたのに、告げられるのが約束の反ほ故ごでは訝いぶかるのも当たり前だ。

「ベラ……いったい、どういうことなんだ？　また何か、問題でも？」

　フリッツは絞しぼり出すように問う。またテレーゼとの噂うわさのような厄やつ介かいごとかと心配してくれているのだろう。今のイザベラには、そんな気き遣づかいが心苦しく感じられた。

「違ちがうわ。何かあったわけじゃないの。テレーゼ姫も婚約発表にはご出席なさるご意向で、お衣い装しよう選びも積極的になさってるし」

　問題があるとすれば自分なのだと、イザベラは言えない言葉を胸中に吐はいた。

「ベラ、誰だれかに何か言われたのか？　君をいじわる令れい嬢じようと勘かん違ちがいした誰かに──」

「誰かに入れ知ぢ恵えされたなんてことはないのよ。あたしが考えて、そうすべきだと思ったの。……フリッツに、同伴してもらうべきじゃないって」

　拳こぶしを握り締しめたフリッツは、硬い声こわ音ねで問いを向ける。

「……あの人と、クラウス殿でん下かと舞踏会に参加するから？」

「クラウス……？　いいえ、どうしてクラウスなの？　…………あ」

　フリッツのことばかりで忘れていた。まだクラウスに誘さそわれたのは冗じよう談だんだと説明できていない。先にそのことを言うべきだったと、イザベラは慌あわてて弁明した。

「違うわ。クラウスは関係ないの。舞踏会に誘われたっていうのも、冗談みたいなものよ」

「じゃあ、どうして。いきなり同伴をなかったことにしたいなんて、何かきっかけがあるんだろう？　それはクラウス殿下じゃないのか」

「違うったら。どうしてそんなにクラウスに拘こだわるの？　あたしが考えてそう決めたの」

　決めたという言葉に、フリッツは不服げに目を細める。

「俺は同伴をなかったことにするなんて、受け入れてない。ベラ、君を誘ったのは俺が君を──っ」

「何を騒いでいる？」

　不意に割り込んだ低い声音に、イザベラは背後を振ふり返る。いつの間にか現れたクラウスが、声を荒あらげようとしたフリッツを窘たしなめていた。

　我が物顔で橋を歩き、イザベラの背後に立ったクラウスは、碧へき眼がんを眇すがめる。

「さて、いつぞや守るだなんだと言っておいて、これはどういうことだ？」

　これ、と言ってクラウスはイザベラの肩かたを抱だく。

　突とつ然ぜんのことにクラウスを見上げるが、碧眼は厳しい色を浮かべてフリッツに注がれていた。対するフリッツも、普ふ段だん見ない渋じゆう面めんでクラウスを睨にらむように見ている。

　急速に増した緊きん張ちよう感かんに、イザベラは息を詰つめた。答えないフリッツから目を逸そらさず、クラウスはイザベラを抱き寄せる。突然のことで足元が覚おぼ束つかなかったイザベラは、クラウスの胸に寄りかかる形になってしまった。

「……クラウス殿下、お戯たわむれはおやめください。ベラが困っているではありませんか」

「困る？　私がこうして困ったふりをする者は多いが、さて……。イザベラはどうかな？」

　話について行けずに慌てるイザベラを意に介かいさず、またフリッツとクラウスは睨み合った。いたたまれず小さくなるイザベラを、クラウスは一いち瞥べつする。

「シュティーレ、私はイザベラに用がある。連れて行くぞ」

　クラウスの偉えらそうな口ぶりに、フリッツの視線が鋭するどくなる。ただその決定を覆くつがえせるだけの地位が、フリッツにはない。

「お聞きしてもよろしいですか、クラウス殿下？　ベラを、婚約発表の舞踏会にお誘いになりましたか？」

「……誘ったが、それがどうした？　何かお前に関係するのか、シュティーレ。話がそれだけなら、行くぞ、イザベラ」

「え、え……？　あの、何処どこに？」

　肩を抱かれたまま、イザベラは半ば引っ張られるようにして歩く。クラウスに抗あらがうべきだろうか。けれどフリッツと相対しても、また同伴を断る言葉を口にしなければならないと思うと振り返ることができない。

　橋を降りると、フリッツに声をかけられた。

「ベラ。この件、俺は承服しかねる。……それだけは、覚えておいて」

　同伴の断りは受け入れられない。そう伝える声に振り返った時には、もうフリッツは橋を降りて背中を向けていた。
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　クラウスに導かれるまま歩いたのは、橋から見えない程度の樹木の陰かげ。

　フリッツとの会話で落ち込んだ気分を引きずりつつ、用件を聞こうとイザベラは顔を上げた。見上げるクラウスは、手の込んだ服装から王子さまなのだと実感する。

「ふぅ……。何をやっているんだ、お前は。シュティーレとは仲なか違たがいか？」

「仲違いって言うか、あたしが一方的に……。フリッツは、悪くないわ」

「シュティーレに対しては、しおらしいものだな。遠目からわかるほど肩を落としておいて」

「そんなにわかり易やすかったの？　……もしかして、仲違いしてるように見えたから、わざわざ割って入ってくれたってこと？」

　クラウスは肯こう定ていも否定もせず肩を竦すくめるだけ。わかりにくいながらも、その優やさしさが沈しずんだ気持ちを浮ふ上じようさせてくれる。

「ありがと……。クラウス、関係ないのに…………」

「本当に関係がないのか？　俺の名前が聞こえたが」

「それはちょっとした勘違いで──、あ、そうだわ。クラウスにも言っておかなきゃいけないことがあるの」

　イザベラは肩を抱かれた体勢から抜ぬけ出し、正面からクラウスに向き合う。

「テレーゼ姫ひめのお茶会の時、冗談でも舞ぶ踏とう会誘ってくれてありがとう。よく考えたら、王子さまからのお誘いなんて、とても名めい誉よなことよね。……だから、ちゃんとお断りさせていただきます」

　言って、イザベラは頭を下げる。

　思い返せば、きちんと断りの言葉を言わずに流してしまった。だからテレーゼに返事をしていないのかと言われて、曖あい昧まいな反応をしてしまったのだ。もうフリッツとの約束も断ってしまったけれど、だからと言ってクラウスと舞踏会に行きたいわけではない。

　冗談だったにしても、きちんとけじめをつけておきたかった。

「……そうか。それで？　お前はシュティーレと舞踏会へ行くのか？」

「う、その……。フリッツとは、たぶん、行かないわ」

　クラウスは、舞踏会の誘いを断った時よりも、フリッツとも同伴しないと言った瞬間に驚おどろきを浮うかべた。

「つまり、同伴者もいないのに俺の誘いを蹴けったわけか」

「あのお茶会の時にはまだ、フリッツと行く気だったのよ。けど、あたしじゃフリッツに迷めい惑わくかけるだけだし。テレーゼ姫のところで、もっと色々学ばなきゃ……」

「橋の上で話していたのは、そのことか？　ふむ、ここで押してみるのも一興だが……、断られた後ではな…………。いや、壁かべの花にするくらいなら、いっそ摘つみ取ってしまおうか？」

　踊おどりに誘う仕草で片手を取られ、イザベラは一瞬何を言われたのかわからなかった。

「もしかして、また誘ってくれてるの？　……ふふ。そんなに気を遣ってくれなくても大だい丈じよう夫ぶよ。うん、大丈夫。だって、自分で決めたことだもの。舞踏会は一人でも平気よ」

　いつまでも沈んではいられないと無理に笑えば、クラウスは手を放して頭を撫なでてきた。

「その欲のなさが面おも白しろくもあり、快くもあるが……。こうも靡なびかないとは、歯は痒がゆいばかりだな。──義妹いもうとの晴れの舞ぶ台たいなのだろう。もう少し、ましな表情ができるようになってから笑え」

　無理をするなと言ってくれるクラウスから、イザベラは視線を落とした。

「欲くらいあるわよ。……でも、身の丈たけに合わない欲じゃ、どうしようもないじゃない」

　イザベラの呟つぶやきは小川の音に紛まぎれて消える。

　今できることをしよう。せめて身の丈に合うよう、テレーゼの下もとで学ばなければ。イザベラは心中に後ろ向きな気持ちを押し込むと、クラウスに顔を上げもう一度笑ってみせた。
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「イザベラ、こちらのリボンを貸してさしあげます。別にあなたのためじゃありませんわ。その、いつも装そう飾しよくの少ないドレスしか着ないのですもの。私の側付を名乗るからには、恥はずかしくない格好をしていただかないと」

　そっぽを向いて憎にくまれ口を叩たたくテレーゼと、居室で二人きり。イザベラはドレスの色を指定されたのは、この深しん紅くのリボンを貸すためだったのかと苦く笑しようする。

　普ふ段だんより凝こった髪かみ型がたにリボンをつければ、テレーゼは不意に碧眼を細めて口を開いた。

「イザベラ、あなた変よ」

　肩を大きく揺ゆらしてしまったイザベラに、テレーゼは確信をもって口を開く。

「ここ数日変だとは思っていましたけれど、様子がおかしくなったのはもっと前ですわね。……十日、それくらい前から、溜ため息を多く吐つく割に無む駄だに明るくなっていましたわ」

　図星を突つかれてイザベラは閉口した。どうやら、普段通りにしようと気を張っていたのが裏目に出てしまったらしい。

　十日前、イザベラはフリッツに同どう伴はんの撤てつ回かいを申し入れ、物別れに終わってしまっていた。

　落ち込んでいる暇ひまはないと、テレーゼの側付として頑がん張ばるつもりでいたのだが、無駄に明るいと言われてはやるせない。

「……何か、ありましたの？　わ、私が、話を聞いてあげてもよろしくってよ？」

　鏡越ごしに見るテレーゼは、ちらちらとイザベラを窺うかがっている。

「もしかして、心配してくださっているんですか？」

「も、もしかしてとはなんですの……っ。あなたが不調で失態を犯おかせば、わ、私の評判に関かかわりますのよ」

「ふ、ふふ、そうですね。だから最近は行ぎよう儀ぎ作法を自らお教えくださっていましたからね」

　テレーゼの照れ隠かくしに話を合わせたイザベラは、気を取り直す。せっかく当初の目的通り、本物のお姫さまから習う機会を得たのだ。今はこれから行く公こう爵しやく夫人のお茶会で粗そ相そうをしないよう集中しなければ。

「少しずつでも、近づけるって思えるもの……」

「イザベラ、何か言いまして？」

「いいえ、テレーゼ姫。ご心配痛み入ります。でも、あたしは大丈夫ですから。──さ、もう部屋を出ないと。公爵夫人をお待たせしてしまうかもしれませんよ」

　口を開きかけたテレーゼは、時計を確かめて息を吐いた。部屋を出るには遅おそい時間ではないが、早いとも言えない時間だったからだ。

　テレーゼに従って部屋の外に出ると、クラリッサを筆頭に貴婦人が六名集まっていた。テレーゼからの服装の指定があったため、薄うす紅べに色いろから赤まで濃のう淡たん美しい淑しゆく女じよの列が作り上げられる。

　向かうのは、王宮内に部屋を与あたえられている公爵夫人の下。

　先頭を行くテレーゼは、初めて会った時とはまた違ちがう真っ白なドレス姿。赤や薄紅の透すかし編あみを重ね、袖そでや裾すそ自体が大きな薔ば薇らの花を模すような形をしている。

　白はどうしても色味がついてしまう布。どんなに脱だつ色しよくしても時間が経たてば生き成なり色に戻もどってしまうのだ。白くするための手間もさることながら、ほぼ一回切りの使用で着られなくなるドレスであることを考えれば、イザベラなどそんな衣い装しようでお茶会に臨のぞむ勇気はない。

　そんな一団が動きを止めた。最さい後こう尾びで遅おくれて止まるイザベラは、向かう先、数歩の距きよ離りを左右に走る廊ろう下かに、紳しん士しの一団が現れたのを見た。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの王子然とした爽さわやかな横顔は、見間違えるはずもない第二王子エリック。その隣となりで談笑していたフリッツは、テレーゼの姿を認めると、背後の従者たちを片手で制し、流れるような動作で王族に対する礼の所作を取った。

　応じて、クラリッサたち貴婦人もエリックに深く首こうべを垂れる。

　テレーゼに鍛きたえられたイザベラも、遅れず腰こしを折った。ただ、胸はフリッツを目にしてからうるさいほど高鳴っている。

「テレーゼ、久しぶりだね。相変わらず薔薇を好んでいるのかい？　華はなやかに装よそおって、今日は何処どこへお出かけかな？」

「エリック殿でん下か、久しくお目にかかりませんこと、お許しくださいませ。今日は、ゲーラー公爵夫人のお茶会ですの」

　王族二人の会話に、口を差し挟はさむ者などいない。

　ましてフリッツが、一番後ろで顔も上げられないイザベラに気づくはずもなかった。

　対してテレーゼは、自らフリッツに声をかけ会話を楽しむ。

「フリッツさま、ご機き嫌げん如何いかがでしょう？　ここ数日お見えにならず、寂さびしく思っておりますの。婚こん約やく式を前にお忙いそがしいことは、重々承知しておりますが……」

「ありがたいお言葉です、テレーゼ姫。そうですね、婚約式前には、一度お訪ねしましょう」

　イザベラは速かった鼓こ動どうが急速に落ちて行くのを感じた。

「では、テレーゼ。体に気をつけるんだよ」

「お心こころ遣づかい、痛み入ります」

　エリックが歩き出すと、フリッツたちが後に続く足音が聞こえる。遠ざかるフリッツを見送ることもできず、イザベラは黙もくして頭を下げているしかなかった。

「……さぁ、皆みなさん。行きましょう」

　テレーゼの声に応じて、ようやく貴婦人たちは頭を上げた。すでにエリックの一団は足音も聞こえなくなっている。

　エリックの去った方向とは逆に進むテレーゼの後方で、イザベラは気づかれないように振ふり返った。

　フリッツが、悲しいほどに遠い。

　実際の距離など関係なく、立場という距離がひどく遠いことを、実感させられた。

　幼おさな馴な染じみという立場がなければ、フリッツの近くにいても会話さえできない。

　フリッツの隣にいることなど、夢のまた夢。

　今はまだ届かなくても、とイザベラは自分を鼓こ舞ぶし前を向く。

　婚約発表の舞ぶ踏とう会は駄だ目めでも、いつか自分からフリッツを踊りに誘さそっても恥ずかしくないよう、今はテレーゼの側付として笑われないようにしなければ。

　それがフリッツに近づく道だと信じて、イザベラは胸を張った。
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「掃そう除じなんて、上流貴族のご令れい嬢じようはしないんだけど……。この適当に置いた様子を見ると、やりがい感じちゃうのが、あたしの育ちなのよね」

　奥に行くほど人の手から離はなれ、雑然とした様相を呈ていす物置にいるイザベラ。

「そう言えば、モントルシュタイン伯はくが押しつけた恋こいの秘薬、テレーゼ姫ひめはどうしたのかしら？　いらないって仰おつしやっていたし、もう捨ててるかもしれないけど……」

　万が一、まだテレーゼが持っていたなら大変だ。ヴィヴィの友人が倒たおれたという話で危機感を持ってはいたが、出所がモントルシュタイン伯だと思えば怪あやしさに拍はく車しやがかかる。

「見つけたら、こっそり中身替かえちゃおうかしら？　……フリッツに毒が盛られるかもしれないなんて、考えるだけでも嫌いやだわ。それに、その気がなくてもフリッツに危害を加えてしまうなんて、テレーゼ姫がどれだけ傷つくか…………」

　イザベラは嫌な想像を払はらうように首を振ると、目の前の木箱に視線を落とした。

「テレーゼ姫の物にしては、ずいぶん庶しよ民みん的な箱ね。珍めずらしい木を使ってるようにも見えないし……」

　平たく、両手の上に載のる程度の箱。軽い箱は、揺らすと中から布が擦すれるような音がする。貴重品ではないと推察したイザベラは、蓋ふたを開いて目を瞠みはった。

「うわ……。綺き麗れいな糸。染せん色しよくはされてないけど、太さは均一だし、撚よりも一定だわ」

　ひと目で糸紡つむぎの名人が作ったとわかる糸束。太さごとに束にされ、細い糸は髪かみほどにも細く、太い糸は堅かたく締しまって丈じよう夫ぶそうだ。

「こんな所で何をなさっているの、イザベラ嬢？」

　突とつ然ぜんかけられた声に、イザベラは肩かたを跳はね上げる。入り口に立ったテレーゼは、イザベラと目が合ってから扉とびらをノックしてみせた。

「そんなに掃除がお好きなのかしら？　それとも、私のお話し相手だけでは退たい屈くつなさっているの？」

　困ったように微笑ほほえむテレーゼは、物置の中に足を踏ふみ入れながら扉を閉める。イザベラと二人きりであることを確かく認にんすると、テレーゼは呆あきれた様子で目を細めた。

「いえ……、はい。仰るとおりです。少し、気になった物がありまして」

　話し相手という名目で、行儀作法を教えられているイザベラは、目を泳がせる。

　テレーゼの碧へき眼がんは、イザベラの手元を捉とらえて見開かれた。

「…………そんな物、まだあったのね」

「あ、やっぱりこれはテレーゼ姫の物だったんですね。こんな綺麗な糸、あたし初めて見ました」

　やはり王族は糸からして持っているものが違う、とイザベラが一人頷うなずいていると、テレーゼは微かすかに眉まゆを顰ひそめた。

「そんな糸の整理までおやりになるなんて。王宮ここでは、その真ま面じ目めさが足を引っ張ることもあるのだと、知っておくべきですわよ」

　何処か自じ嘲ちようの混じるテレーゼの声こわ音ね。糸を見つめる碧眼は、悲しみを耐たえるように細められる。イザベラは曰いわくつきらしい糸を見下ろし、心配からテレーゼに話題を振った。

「あの……、テレーゼ姫。この糸はどうなさったんですか？　染色して刺し繡しゆうに使ったり、なさらないんですか？」

　イザベラを一いち瞥べつしたテレーゼは、嘆たん息そくして一度目を閉じる。

「……そうね、あなたの後学のために、一つ昔話をしてさしあげましょう」

　糸の使用に対する返答とは思えないが、イザベラは糸を箱に戻し耳を傾かたむけた。

「庭園と使用人の働く場所の間に、ひと棟むねの塔とうがありますの。今となっては誰だれも使ってはいませんわ。けれど、昔そこでは国一番と謳うたわれた糸紡ぎ名人の老ろう婆ばが、毎日王族のためだけに糸を紡ぎ続けていましたの」

　イザベラは、思わず木箱に入った糸を見る。話の流れから、今はいない老婆が紡いだ糸だろうことは想像できた。

「昔から熱が出ると、国王陛下がお見み舞まいにいらっしゃる以外、一人で寝ねていることが多くありましたの。……言ってしまえば、暇ひまだったのですわ。ベッドを抜ぬけ出して見つけた、薔薇ばら咲さく塔に惹ひかれた私は、その中で行われている糸紡ぎという仕事を珍しく思い、忍しのんでは、老婆の下もとへと通っていましたの」

　使用人の働く場所に、上流貴族が足を踏み入れるのははしたない行こう為いと見なされる。イザベラも伯はく爵しやく令嬢になってから厨ちゆう房ぼうを出禁にされたため、叱しかられないよう人目を忍んだ幼いテレーゼの気持ちはわかった。

「姫である私が現れると、老婆は仕事の手を止めて相手してくださいましたわ。部屋いっぱいの麻あさを、一日で糸にしてしまうなんて無茶な仕事を押しつけられている時も、にこにこと笑って……。当たり前ですわね。私は姫で、あちらは名人とは言え庶民なのですから。……私が通っていることを秘密にするよう命じれば、従わざるを得なかった」

「テレーゼ姫、それは──」

　口を挟もうとしたイザベラを、テレーゼは片手を上げて制する。碧眼は黙だまって聞けと言外に命じていた。

「イザベラは、糸紡ぎという仕事をご覧になったことがあって？　──そう、王宮ではどれだけの貴族が、そんな仕事があると知っているのでしょうね。糸車の回る音、糸いと錘つむが跳ねるさま、麻の塊かたまりから紡ぎ出される糸の繊せん維い。そんな糸紡ぎでは当たり前の光景が、私にはとても心躍おどる珍しいものに見えましたの。……あの方も、毎日の仕事に一いつ切さい手を抜かない、とても真面目な方でしたわ」

　暗いテレーゼの声音に、イザベラは不安を覚える。テレーゼは一度口を閉じると、ひと息にことの顚てん末まつを語った。

「危ないから触さわってはいけないと言われていた糸錘の尖とがった先に触ってしまったのは、私が好こう奇き心しんに負けたせいですわ。そして、指の刺さし傷一つが膿うんで高熱を出してしまったのは、私の体が弱すぎたせい。決して、あの方の罪などではありませんでしたの」

「……その老婆は、つまりテレーゼ姫を害した罪に、問われたと？」

「えぇ、そう。私が目覚めた時には、もう王宮から追放された後でしたわ。十代の若い内から名人として王宮に仕え、結けつ婚こんしても子供を産んでも、その腕うでを求める王族の要求に応こたえて糸を紡ぎ続けていらしたのよ。……ですのに、国王陛下は長年の勤労を顧かえりみもせず、小さな刺し傷一つで、あの方を身一つで追い出してしまわれた…………」

　国王の愛情を受けていながら、拒きよ否ひするように愛まな娘むすめと呼ばれることを嫌っていた理由を、イザベラは知った。

　父の愛情故ゆえの行動が、今もテレーゼを苛さいなんでいるためなのだと。

「イザベラ、覚えておいたほうがよろしくてよ」

　視線を一度下に向けたテレーゼは、気持ちを切り替えるように顔を上げる。

「地位の持つ力は強く、簡単に他人の人生を狂くるわせますの。あなたが私の側付を続けるおつもりなら、王宮の誰しもあなたの後ろに私を、私の後ろに国王陛下の存在を見ることになりますわ。軽挙は慎つつしみなさいませ。……イザベラなら、すでにご存じでしょうけれど」

　思わせぶりな行動で、イザベラの悪評を立てたことのあるテレーゼは、また自嘲を含ふくんだ笑えみを浮うかべた。

　イザベラを困らせる程度に考えての噂うわさが、婚こん約やく発表欠席というエリックにまで迷めい惑わくのかかる範はん囲いに及およんでしまったのは、テレーゼの誤算だ。

「テレーゼ姫も、失敗なさることがあるんですね」

　イザベラのひと言に視線を険しくしたテレーゼだが、反論の余地はないと悟さとったらしく、不服げに顎あごを逸そらした。

「私から見れば、あなたがこちらの企たくらみの裏をかいて来ているようにしか見えませんのよ。噂の払ふつ拭しよくにフリッツさまを使ったり、私の独り言を盗ぬすみ聞きしたり、雑草根こん性じようで側付に居座ったり」

「酷ひどい言いようですね。悪い企みをしているのは、テレーゼ姫じゃありませんか。──でも権力を振ふり翳かざさないという姿勢は、テレーゼ姫に倣ならいましょう。本性はともかく、テレーゼ姫は徒いたずらに偉えらぶることはありませんから。あたし以外に誰かに強制するところなんて見たことありませんし、他人の失敗はおおらかにお許しになっていますし。侍じ医いを呼びたがらないのに病弱を装よそおうのも、他人に権けん威いを利用される場面から逃のがれる手段なんでしょう？」

　テレーゼは横を向いたまま答えない。無言が、何よりの肯こう定ていなのだろう。

「でも、よろしいんですか、テレーゼ姫ひめ？　もっと、ご自身で信しん頼らいできる方を、側付になさったほうがいいんじゃないですか？」

　テレーゼには信頼できる者がいない。信頼に値あたいすると評価されたのは、フリッツだけなのだ。だから想おもいを寄せ、必死に近づこうとしている。

　イザベラはその事実に、寂さびしさを覚えると同時に、テレーゼが心配になった。クラリッサたちのような側付は、テレーゼの周りから人を遠ざけるだけの存在なのではないか、と。

「信頼、ね……」

　テレーゼは呟つぶやいてイザベラを注視する。無言で責められている気がして、イザベラは狼狽うろたえる。

「えっと、見られたくない本性知ってしまって、しょうがなく側付としておいていただいてるあたしが言うのもなんですが……。テレーゼ姫のことを考えてくれる方がいたほうが、テレーゼ姫のためになると思うんですけど」

「私のため……。確かにクラリッサたちは、ご自身のためにしか動きませんわね。あれくらいわかり易やすいほうが、面めん倒どうがなくて良いと思っていたのですけれど。…………あなたを見ていると、私のために動く人間がいるかもしれないと思えるのが不思議ですわ」

「不思議ですか？　いますよ、きっと。テレーゼ姫を思ってくれる方」

　イザベラが答えた途と端たん、テレーゼはありえないと言いたげに肩かたを竦すくめた。

「イザベラ、これも覚えておくとよろしいわ。権力を求める者の貪どん欲よくさは、自らを狂わせることもあるということを。私のためと言っても、権力に触ふれれば、私を思いのままにしようとする者ばかり。あなたくらい鈍にぶい人でなければ、誘ゆう惑わくに負けるのが普ふ通つうですのよ」

　悟り澄すまして言うテレーゼは、口の端はしを上げてみせる。一カ月前なら、イザベラはテレーゼの演技と言葉の挑ちよう発はつで惑まどわされていただろう。

『眠ねむり姫』を装う心中を知ったイザベラには、裏切られた過去への悔くやしさを隠かくす、強がりにしか見えなかった。







[image: 六章　夢の終わり]




　華はなやかな装そう飾しよくが施ほどこされたテレーゼの居室で、イザベラは悩なやましげな視線に囲まれていた。

「ふぅ……。イザベラ嬢じよう、あなたがとても慎つつましやかなお衣い装しようを好まれるのは知っていますけれど、喜ばしいお祝いの席ですから、もう少し冒ぼう険けんをしてみてもよろしいのではないかしら？」

　代表して口を開いたテレーゼに、周囲のお針子や侍じ女じよたちは揃そろって頷うなずく。

「……お恥はずかしながら、どのように改めれば相応ふさわしいのか、皆かい目もく見当もつかず」

　色とりどりの布地と宝飾に囲まれ、イザベラはひと際きわ地味な舞ぶ踏とう会衣装に袖そでを通した状態でテレーゼに意見を求めた。

　いつものテレーゼの居室が、今日は舞踏会衣装の仮かり縫ぬい会場と化している。

　どうせまた碌ろくな衣装を用意しないとテレーゼに言われたのだ。テレーゼなりにイザベラが恥ずかしくないよう助言してくれるのだろうと、フリッツと踊おどるために用意していた衣装を持ってきたのだが。

「そうですわね……。まずスカートの膨ふくらみが足りないと思うのだけれど、どうかしら？」

　テレーゼの問いに、お針子と侍女は大きなテーブルに広げられた布地や透すかし編みを思い思いに手にする。

　橙だいだい寄りの薄うす紅べに色いろをしたイザベラのドレスは、幾いく人にんもの手によって改造が施された。

　外側のスカートは括くくり上げられ、縁ふちにリボンを縫ぬいつけ寄せ布で飾かざる。大おお雑ざつ把ぱに刺し繡しゆうの目印として色とりどりの糸が縫いつけられ、スカートは三段に重ねられた。それぞれの裾すそは長さを変えて、足元で華やかに揺ゆれるよう舞踏を意識した作り。

「ふわぁ……。素す晴ばらしい手際ね」

　イザベラの感かん嘆たんの声に、お針子も侍女も誇ほこらしげに笑う。ただテレーゼはまだ納なつ得とくがいかない様子で、小首を傾かしげた。

「袖にも飾りを増やして──、いえ、それよりも首回りかしら？　それとも髪かみ型がた？」

「テ、テレーゼ姫。わたくしにばかりお時間を割さいては、お衣装が決まらないかと」

　居室の壁かべ際ぎわには、華やかな衣装が並んでいた。白、赤、青、黄色、薄うす緑みどり、紫むらさきと色も豊富なら、どれも趣しゆ向こうを凝こらした形をしている。

「そう、でしたらイザベラ嬢はどのドレスが良いと思われます？」

「お色で判断させていただくなら、あの白地に金糸の刺繡がお似合いかと。髪と胸と腰こしに季節の花を飾られるなら、色味も添そえられて華やかになるかと思います」

「……どうしてそういう視点が、ご自身にはないのかしら？」

　テレーゼは他ほかに聞こえないよう、イザベラに呆あきれた声こわ音ねを聞かせる。

「え、いえ……。テレーゼ姫にお似合いになっても、あたしには」

　瞬しゆん間かん、テレーゼの碧へき眼がんが光ったようにイザベラには感じられた。

「イザベラ嬢？　これもお勉強の内ですわ。誰だれよりも華やかで美しく、なおかつご自身に一番似合う装いを研究なさるのも王宮ここでは必要なことでしてよ」

　優やさしげに笑うテレーゼの言葉に、お針子も侍女も揃って頷く。

「さ、あの白地のドレスをご自身にお似合いになるようお手を加えて」

　テレーゼの無茶ぶりに、お針子も侍女も手に手にお勧すすめの装飾を持ち、待ちの姿勢。並べられた宝飾に視線を走らせ、イザベラは逃にげ口上を思いつく。

「テレーゼ姫、小こ粒つぶの宝石を集めて花束を模したブローチをお持ちでしたでしょう。お借りしたいので、取りに行ってまいります」

　反対される前に、イザベラは居室を逃げ出す。途と中ちゆう、年とし嵩かさの侍女を廊ろう下かへと呼び出した。

「一度休きゆう憩けいをしましょう。お茶とお菓か子しの準備は朝、厨ちゆう房ぼうにお願いしているから、言えば用意してくださるわ。お針子と侍女の方たちにも順番に休憩を取るようお願いね」

「ふふ、わたしどもにまで……。皆みな、イザベラさまのお優しさこそ、テレーゼ姫さまがお側付にお命じになった理由だろうと噂しておりますよ」

　思わぬ言葉に照れながら、イザベラは侍女と別れて衣装部屋へ向かう。相変わらず側付の貴婦人には冷れい遇ぐうされるが、日常的にテレーゼの世話をする者たちからは親しみを向けられるようになったと思っていたのは気のせいではないようだ。

「やっぱり、あの人たちの不義理、みんな気づいてたのよね。立場的に言えないだけで。……テレーゼ姫の侍女なんて貴族令嬢ばかりなんだから、あたしじゃ偉えらぶってられないのが、本当のところなんだけど」

　使用人は意思のない家具である。上流貴族はそう見なすため、クラリッサたちも侍女たちには声どころか目も向けない。

「だから相手にするあたしが珍めずらしいだけよね。まだまだあの人たちにも及およばないんだもの。気を抜ぬかないようにしなきゃ」

　イザベラは肯定的な言葉に緩ゆるむ表情を引き締しめる。

「テレーゼ姫なりに王宮での美的感覚を教えてくれようとしてるんだろうけど、難題すぎよね。まず白地って時点で、あたしに似合わないとか言っても、聞いてくれないだろうし」

　せめて別の色に変えてもらおうか。逃げ道を探してしまう思考のまま、イザベラは庭園を望む廊下の窓に目を向けた。

　そこには、金きん髪ぱつを搔かき上げる偉い丈じよう夫ふの姿。碧眼を笑えみに細め片手を上げるのは、第一王子であるクラウスだった。

「なんでまたいるのよ？　……指先だけで人を呼びつける気？　まぁ、王子さまの命令じゃ、行くしかないけど」

　窓の外で指を動かしイザベラを招くクラウス。文句を言いつつ、イザベラは庭園へと続く露ろ台だいのある部屋から外に出た。

「ほぉ……、馬子にも衣い装しよう、と言いたいところだが、下にばかり手が込んでいて上がお粗そ末まつに見えるな」

「あたしの顔見たら、必ず失礼な言葉を口に出すよう決めてるんじゃないでしょうね？」

　クラウスの批評に反論できないイザベラは、言いがかりに近い文句で返す。

「ふ、くく。なんだそれは。面おも白しろいじゃないか」

「面白くないわよ。今日もまたテレーゼ姫ひめに内ない緒しよで来てるの？」

　クラウスはもう一度イザベラの格好を見直した。

「針が刺ささったままだな。そんな仮縫い衣装で何をやっているんだ？」

「衣装部屋に行こうとしたら、クラウスがこっちに呼んだんじゃない」

　指一本で呼んでおいて、と半眼になれば、クラウスは口の端を上げる。

「……どうやら、少しは普ふ段だんの調子が戻もどったようだな」

　前にクラウスと会った時には、フリッツとの舞踏会の同どう伴はんを断っていた。よほど情けない顔をしていたのだろうと、イザベラは自身の頰ほおを撫なでる。

「えっと、あの時は、ありがと。あたしとフリッツのこと心配して、割って入ってくれたのよね？」

「シュティーレも含ふくむのか？　礼を言う割には、その後にずいぶんな扱あつかいをされた気がするのだがな。いや、扱いとしては初めて会った時から──」

「いつまでその話題引くのよ。正体隠かくしてたくせに。それに、舞踏会のことは最初から冗じよう談だんだったじゃない、もう……っ」

　面白がる様子で見下ろしていたクラウスは、不意にイザベラの背後を見るように視線を動かした。

「クラウス、どうしたの？」

　気づいてイザベラが背後を振ふり返ろうとした途と端たん、クラウスは阻はばむかのようにイザベラの頰を掌てのひらで覆おおった。

「どうあれ、この俺の誘さそいを断るのだ。それ相応の報むくいを受けてもらおう」

「え……？　ちょ、待ってよ。あれ冗談でしょ？」

　意地悪く口の端はしを上げるクラウスに、イザベラは身構える。

「くく、相変わらず毛を逆立てる猫ねこのようだな。──さて、選ばせてやろう。この場でお前が報いを受けるか。それとも俺の誘いを断る原因になったシュティーレに」

「あたしでいいわよ。フリッツには何もしないで」

　言葉の先を聞かず、イザベラはクラウスを睨にらみ上げた。

　一いつ瞬しゆん面白くない様子で目を細めたクラウスは、またイザベラの背後に視線を向けると口の端を上げる。

「ふ、覚かく悟ごを決めたなら目を閉じろ」

「絶対、前みたいに如何いかがわしいことする気でしょう。その手には乗らないわよ」

　言い返した途端、額を指で突つつかれた。驚おどろいて額を両手で押さえると、クラウスは意地の悪い笑みを浮うかべる。

「さて、如何わしいこととはなんのことだ？　期待に添そえずすまないな」

　予想が外れた羞しゆう恥ちに、イザベラは顔が熱くなる。顔を隠すように俯うつむいた途端、クラウスは怪け訝げんな声音を漏もらした。

「ふむ、強く押しすぎたか？　赤くなっているな……。見せてみろ」

　額を押さえていた手を外され、前まえ髪がみを上げられる。応じて顔を上げようとしたイザベラは、迫せまるクラウスの顔に目を瞠みはった。

「…………っ！」

　額に触ふれる吐と息いきと唇くちびる。眦まなじりを裂さいて硬こう直ちよくするイザベラを、クラウスは笑いを堪こらえながら見下ろした。

「二度も同じ手に引っかかるとは。お前はもう少し、他人を疑うことを覚えたほうがいいな。……く、くく」

　髪から手を放したクラウスは、喉のどを鳴らして笑う。以前、別べつ荘そう地ちでも同じような不意打ちを食くらったイザベラは、戦慄わななきながらたちの悪い悪戯いたずらを叱しつ責せきしようと口を開きかけた。

「しぃ……、ここは王宮だ。その林りん檎ごのように赤い顔も、どうにかしたほうがいいぞ。フェルローレン伯はく爵しやく令れい嬢じよう？」

「だ、誰のせいで……っ」

　押し殺した声こわ音ねで言うのが精いっぱいのイザベラに、クラウスは満足した様子で遠くに視線を投げた。

「イザベラ、舞ぶ踏とう会の件、気が変わったらいつでも言うといい。……うるさい花はな守もりの、目を盗ぬすんで、な」

　訳のわからない言葉を残すと、クラウスはイザベラを置いて庭園の中へと歩き去って行った。

「花守って、誰のことよ……？」

　イザベラは額を擦こすりながら呟つぶやくと、気になって、クラウスが見ていたものを振り返った。

「…………あ、フリッツ……？」

　厳しい表情で見つめてくるフリッツは、囁ささやきが聞こえるかどうかの距きよ離りで立ち尽つくしていた。

「……！　い、今の、みみみ、見た？」

　声が上ずると共に、イザベラは落ち着きかけていた頰の熱が、また高まるのを感じる。気まずそうに視線を逸そらすフリッツの反応が、言外に答えを示していた。

「あの、あれは、その……っ。クラウスの、悪い冗談で…………」

　言ってみたところで、どう考えても親しい男女の間あいだ柄がらを疑われる状じよう況きよう。言い訳の言葉が浮かんでこない上に、フリッツも重く口を閉とざしている。居た堪たまれないイザベラは、話題の転てん換かんという逃にげの手を打った。

「フ、フリッツは今日もテレーゼ姫への面会？　今なら衣装合わせの休きゆう憩けい中だし、お会いできると思うわよ」

　やはり何も言わないかに思えたフリッツは、たっぷり十数える間沈ちん黙もくして口を開いた。

「……ベラは、衣装合わせを抜け出してきたのか。クラウス殿でん下かに、その衣装を見せるために」

　何を言われたのか、イザベラはすぐには理解できなかった。フリッツが、クラウスと同伴するという思い違ちがいから発言していると気づいたのは、次の言葉を向けられてから。

「クラウス殿下と、それだけ親しいという証しよう拠こだな。……ベラのためだけに時間を作るくらい本気、か」

　視線を下げたフリッツの表情は、振り返ってから変わらず厳しいもの。声音にもいつもの優やさしさはなく、イザベラとまともに目を合わせようともしてくれない。

　一方的に同伴を断ったのだから、フリッツが今までどおり接してくれるなんて甘いことは考えていなかった。それでも、このまま誤解され続けるのは耐たえられない。

「フリッツ、本当に違うのよ。クラウスは遊んでるだけで──」

「いいよ、ベラ。……この間の、同伴をなかったことにするという話、受け入れる。だから、そんな顔しないでくれ。ベラを困らせたいわけじゃないんだ」

　一度だけ目を合わせたフリッツは、すぐに踵きびすを返してしまう。

「そんな顔って……？　あ、フリッツ、待っ──」

　制止の言葉を、イザベラは踏ふみとどまった。フリッツのためを思って、同伴を断ったのだ。ここで呼び止めてどうしようと言うのか。

「フリッツが納なつ得とくしてくれたなら、いいじゃない。あたしが今すべきことは、伯爵令嬢の名に恥はじない淑しゆく女じよになることでしょ。きっと、テレーゼ姫の側付として認められるくらいになれば……フリッツと、もう一度踊おどれる日も、来るかもしれないじゃない」

　そんな夢くらい見てもいいだろう。呟くイザベラは、振り返らないフリッツの背中を見つめていた。
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　爪つめが食い込むほど拳こぶしを握にぎって歩くフリッツは、かけられた声を一度聞き逃のがした。

「あの、フリッツさま……。もし、聞こえておいでですか、フリッツさま？」

　二度名前を呼ばれてようやく足を止めたフリッツは、息を切らしながら追いつこうと必死のテレーゼを見つけ、慌あわてて頭を下げた。

「これは、テレーゼ姫ひめ。申し訳ございません」

「はぁ、はぁ。お、お気になさらず。……とても難しいお顔をなさっていたので、心配になってお呼び止めいたしましたの」

　テレーゼの心こころ遣づかいに、吐つきそうになる溜ため息を飲み込む。

　クラウスの実じつ妹まいとは言え、テレーゼはたぶん関かかわっていない。イザベラとクラウスが近づいたのは、本人たちの意思であり第三者がとやかく言うものではないのだから。

　そう言い聞かせても、苛いら立だつ胸中は収まらない。

　クラウスに口づけをされるまで、抵てい抗こうする素そ振ぶりを見せなかったイザベラの後ろ姿が脳のう裏りにちらつく。それほど親しい関係だということを見せつけられ、イザベラには無愛想な振る舞まいをして、ひどく困らせてしまった。

　泣きそうなほど慌てるイザベラに良心の呵か責しやくを感じ、逃げるように歩いていたのだ。

「……フリッツさま？　差し出がましいようですが、何かございましたか？　イザベラ嬢との、間に」

　図星を突かれて息を詰つめる。顔を上げてテレーゼを窺うかがうと、迷うように一度視線を下げられた。

「私、イザベラ嬢を捜さがしていたのですわ。ですから、お二人が仲なか違たがいをしていたように、見えまして……」

　何を話していたかは知らないが、険悪な雰ふん囲い気きで別れただろうと。

「私で良ければ、お話をお伺うかがいさせてくださいませ。イザベラ嬢はお優しい方ですもの。何か、行き違いがあったのではございませんか？」

　そう言う間に、テレーゼは手が触れそうなほど近くに歩み寄っていた。

「そう、ですね。行き違いでしょう。……テレーゼ姫、お尋たずねしてよろしいでしょうか？　ベラは、誰だれと舞踏会に同どう伴はんするなど話していましたか？」

「いいえ。聞き及およんではおりませんけれど……、兄とではないのでしょうか？　お会いしたことはありませんが、フェルローレン伯爵はとても手回しのよろしい方だとか。伯爵家としても、兄とイザベラ嬢を近づけ縁えん故こを繫つなぐには、今度の舞踏会での同伴は良い機会でございましょう」

　フェルローレン伯爵と会ったことのあるフリッツとしては、テレーゼの言葉に首を傾かしげたくなる。ただ、家の指示でイザベラがクラウスに近づくという関係は、王宮で噂うわさされるフェルローレン伯爵像と合がつ致ちしていた。

　頷うなずけないフリッツに気づいたのか、テレーゼは小首を傾げる。

「フェルローレン伯爵のご意思が関わっているかはわかりませんが、どちらにせよ、兄に誘さそわれてはイザベラ嬢が断るなど、無理なことかと」

　申し訳なさそうに語ご尾びを濁にごすテレーゼに、フリッツはそのとおりだと胸中で頷くも、心が納得できないでいる。

　王族を相手に自分を優先してくれなどと、言えるわけがない。

　泣いてイザベラを困らせるだけの子供では、弟のようにしか見てもらえない。だから留学中、必死で立ち振ふる舞いを学び、身につけたのだ。けれどいざ目の前で見せつけられて、大人の対応ができるほど、七年越ごしの初はつ恋こいは軽くなかった。

「あの、フリッツさま？　とても辛つらそうなお顔をなさっておいでですわ」

「失礼しました。少し考えごとをしていて。過分なご高配、ありがとうございます」

　無理に笑ってみせると、テレーゼは首を横に振った。

「過分だなどとそのような……。そう言えば、フリッツさまには同伴なさるお方はおいでですの？」

「…………いえ、おりません」

　口にしてから、フリッツはそうかと胸中の苛立ちの理由に気づく。自分は振られてしまったのだ、と。七年温めてきた想おもいが、潰ついえてしまったのだ。

　フリッツが内心の落ち込みを押し隠かくすと、テレーゼは迷うような、恥じらうような素振りを見せる。

「でしたら、わ、私と……っ、踊ってはいただけないでしょうか？」

　両手を胸の前で組み、上目に潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくるテレーゼ。素す直なおに可愛かわいいとは思うが、全く心が揺ゆれないことに気づいて、フリッツは内心自じ嘲ちようした。

「それこそ、過分なお申し出でございます。私などを誘わずとも、テレーゼ姫のお手を取りたいと申す者は数多あまたおりましょう」

　遠回しな断りを口にすれば、テレーゼは頰ほおに朱しゆを昇のぼらせた。

「わ、私が踊ってほしいと願っているのは、フリッツさまですわ。そ、それに、フリッツさまもイザベラ嬢がいないのでしたら、何かとお暇ひまではありませんか？」

「え……？　どうしてベラが関係すると？」

「……無自覚でしたの？　お茶会の時も、応接間でお話しする時も、いつもイザベラ嬢を見ていらっしゃったでしょう」

　自嘲するように笑えみを浮うかべたテレーゼの言葉に、フリッツはそんなにわかり易やすかっただろうかと驚おどろく。イザベラ以外眼中にないと、テレーゼにまで気づかれていたのだ。

　テレーゼに好意を抱いだかれているのは気づいている。だから、必要以上に距きよ離りを縮めないよう気を遣っていた。イザベラが側付になるまでは。

　いっそ、イザベラへの想いを知っているなら、とフリッツは己おのれの胸の内を晒さらすことを決める。一いち途ずに思ってくれるテレーゼへの、せめてもの誠意として。

「テレーゼ姫、仰おつしやるとおりです。私はベラ以外に踊る相手はいないと、決めております。たとえベラがクラウス殿でん下かを選んだとしても、私はベラがいいと今も、思っているのです」

　振られたと自覚しても、苛立つのは諦あきらめがつかないからだ。

　榛はしばみの木の下で、いつも慰なぐさめ元気づけてくれた幼おさな馴な染じみ。その優やさしさを独り占じめにしたいと望んだ時から、イザベラなしの人生など考えもしなかった。

　イザベラに隣となりにいてほしかった。それが叶かなわず、離はなれてしまうのなら、もう一度引き寄せられるようイザベラの心を動かす努力をしよう。

　フリッツは言葉にしたことで、決心が固まる。同伴を重ねて既き成せい事じ実じつを作り外そと堀ぼりから埋うめて行こうとしていた目もく論ろ見みは崩くずれた。思えば、恋こい文ぶみを送る、贈おくり物をするといった親交を深める当たり前の手段を取ってこなかったことに気づく。

　イザベラが昔と変わらず受け入れてくれたから、必要に思わなかったのだ。それほど親しい関係だと思っていたのに、気づけばひどく遠い隔へだたりを感じている。

　諦めないと心に決めたフリッツの表情は、真しん剣けんながら辛さはない。表情の変化を見ていたテレーゼは、否いやが応でも心情の変化にも気づいてしまった。

「……イザベラしか、見てらっしゃらないのね。私なんて、眼中にもない…………っ」

　俯うつむいて嚙かみ締しめた歯の間から呟つぶやくテレーゼ。フリッツは言葉を聞き取れずとも、テレーゼを前に思考に没ぼつ頭とうしてしまったことを恥はじた。

「申し訳ありません、テレーゼ姫。もう一度仰っていただけますか？」

　問い直した途と端たん、テレーゼは弾はじかれたように顔を上げた。

　涙なみだに濡ぬれた碧へき眼がん。引き結んだ唇くちびる。羞しゆう恥ちに染まった赤い頰。

　驚いて動きを止めたフリッツを睨にらむよう見つめたテレーゼは、震ふるえる息だけを吐はき出して背を向けた。

「あ……、テレーゼ姫ひめ！」

　銀ぎん髪ぱつを靡なびかせ走り去るテレーゼに、フリッツは慌てて手を伸のばすも届かない。

　傷つけてしまったという罪悪感はあるが、同時にこれで婚こん約やく者候補という立場から免まぬかれるという安あん堵どもある。

　フリッツは、結局テレーゼの気持ちにはどうやっても応こたえられない己を省かえりみて、申し訳なさに追いかけることもできなかった。
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　ふらふらとテレーゼの居室の前に戻もどったイザベラは、息を吐いて気持ちを落ち着けようと試みる。

　もう一度深呼吸しようとした途端、目の前の扉とびらが内側から開かれ、肩かたを跳はね上げた。

「あら、イザベラさま。テレーゼ姫さまは、ご一いつ緒しよではございませんか？」

「テレーゼ姫？　いいえ、一人です。休きゆう憩けいなさっているんじゃ？」

「それが……、イザベラさまをお呼びになると仰って。ご自身でお捜しに出られたのです」

　侍じ女じよ越しに居室の中を見ると、すでに机と椅い子すにはお茶とお菓か子しの用意がされている。

「お茶が冷めてしまわない内に、イザベラさまをお捜さがしになると仰って、テレーゼ姫さまもお口をつけておられません」

　イザベラが戻るのを待って休憩しようとしていたと聞き、廊ろう下かに首を巡めぐらせるがテレーゼの姿はない。

　捜しに行こうと動くイザベラに、侍女は居室への道を譲ゆずった。

「わたくしどもでお捜ししています。どうぞ、イザベラさまはお座りになってお待ちください。行き違ちがいになられても、大変ですから」

　すでにテレーゼと行き違いになっている現状、イザベラは侍女の勧すすめに従い居室に入る。室内に待機していた侍女は彼女だけだったらしく、イザベラと入れ違いに出て行ったため、テレーゼの居室で一人待つことになった。

　椅子に向かおうとして、イザベラはふと居室の中を見回す。

「そう言えば、恋こいの秘薬を探してないのは、もうこの部屋だけなのよね」

　居室にいる時はいつもテレーゼがおり、目に見える範はん囲い以外を探したことはない。何より、常に侍女によって整せい頓とんされている居室は、掃そう除じの手の入れようがなかった。

　偶ぐう然ぜん訪おとずれた好機に、イザベラは一度扉を振り返って他人の気配がないことを確かく認にんすると、行動に移した。

「ここは？　……違うわね。これも違う。さすがお姫さまの部屋。珍めずらしい容器ばかりだわ」

　並べられた瓶びんの中に恋の秘薬である白磁の物はなく、抽斗ひきだしを探してみても見当たらない。寝しん室しつのほうだろうかと考えながら、イザベラは彫ちよう刻こくの施ほどこされた足の細い物入れを開いた。

「あ……、フリッツの、恋文…………」

　以前テレーゼがフリッツからの恋文だと言って見せた手紙の束。振り向いてもくれなかったフリッツの背中が脳のう裏りに浮かぶ。

「こんなに数がある。フリッツは、春に国へ戻ってきたばかりなのに……」

　手紙の束を手にしたイザベラは、手に余るほどの封ふう筒とうの数が二人の親密さの証あかしなのだろうと嘆たん息そくする。瞬しゆん間かん、封筒を取り落とし、手紙を床ゆかにばらまいてしまう。

「大変！　もう、何やってるのかしら、あたし。──あ、封筒の中身まで出ちゃってる」

　言って、手紙を拾おうとした手を止める。封筒から零こぼれ落ちた手紙は、覗のぞき込めば文章が読めた。

　きっと、恋文に書かれているのは、フリッツの真剣な思いだ。イザベラが受け取ったことのある手紙よりも、真心のこもった物のはず。

　イザベラは落ちた手紙を拾い上げると、流し見るように文面に視線を落とした。

「え…………？　これだけ？」

　書かれているのは時候の挨あい拶さつと、形式的なお茶会への招待を喜ぶ旨むねの文章だけ。日付が最後に署名と共にあり、イザベラはテレーゼが恋文だと言っていた物で間ま違ちがいないと確認する。

「あたしが持ってきた、あの手紙よね？　恋文って言ってたのは、じゃあ、噓うそ……？」

　立ち上がろうと顔を上げた拍ひよう子しに、低い姿勢から開けた抽斗の奥が見えた。

「あ……！　白い陶とう器きの小瓶！」

　抽斗の一番奥に、忘れ去られたように押し込まれていた小瓶を見つけ、イザベラは慌あわてて手紙を戻す。

　手にした小瓶は、テレーゼの手の中にも隠かくれるほど小さい。ずんぐりとした林りん檎ごを縦に潰つぶしたような胴どう体たいに、子こ豚ぶたのような足が三本生えている。蓋ふたも陶器だが見たこともない動物の形をした摘つまみがついていた。

「見たことない形……。やっぱりこれよね。中身は……入ってる。何かしら？　嗅かいだことのない香かおりね。ちょっと草っぽいかしら？」

　蓋を開けて確かめたイザベラは、代わりに詰つめるべき物が思いつかない。

「代わりに入れておくのはお茶で、いいかしら？　テレーゼ姫も抽斗の奥に入れて持ってること忘れてるみたいだし」

　まずは危ない薬を破は棄きしなければ。忘れているにしても、何かの拍子に面おも白しろ半分に使うことがあるかもしれない。効能がないなら偽にせ物ものだったと笑い話にできるが、他人を害する毒であったなら笑えない。

　イザベラは窓を開くと外を確認する。庭園が近いためか窓の外は地面だ。石いし畳だたみでないことに安堵し、通りかかる者がいないことを確かめると、小瓶を逆さまにした。

　黒っぽい茶色の恋の秘薬は、水すい滴てきを結んで落ちて行く。

　出が悪く、一気に小瓶を振ふって中身を落とそうとしたイザベラは、勢い良く開かれる居室の扉の音に、室内を振り返った。

　居室にノックもせず入る者など、部屋の主あるじを置いて他ほかにいない。

　イザベラがいるとは思っていなかったらしいテレーゼも、窓辺に目が釘くぎづけになっていた。

　よく見ればテレーゼの顔は赤く、目元まで染まっている。碧眼は涙に潤うるみ充じゆう血けつしていた。

「テレーゼ姫、どうなさったんですか？　……その目はいったい」

「う、うるさいですわよ。あなたこそ、私の部屋で何をなさっているの……っ」

　何をと聞かれて、イザベラは手にした小瓶を見る。応じて秘薬の最後の一滴が落ちるさまを見たテレーゼは一度首を傾かしげた。

　見られたからには誤ご魔ま化かしもきかない。イザベラは正直に秘薬の危険性を説こうと決める。

「お忘れかもしれませんが、これはモントルシュタイン伯はくが持っていた恋の秘薬でして」

「恋の……？　あぁ、あのクラリッサが受け取っていた。そう言えば、私も押しつけられましたわね。それで？　どうしてそれをあなたが私の許可も取らず破棄しているのかしら、イザベラ？」

　刺とげ々とげしい声こわ音ねで責めるテレーゼ。衣い装しよう合わせをしていた時とは違う、かっかした様子にイザベラは戸と惑まどう。

「フリッツに、こんな危険な薬を飲ませてはいけないと思って。テレーゼ姫もフリッツに毒を盛りたいわけではないでしょう？」

「なんですって？　私がフリッツさまにそんな薬を飲ませなければ、振り向いてももらえないと、そうあなたはお思いなの？」

「え……？　いいえ、そんなこと。でも、万が一ということもありますし、テレーゼ姫のお側そばにこんな危ない薬があるのは──」

　良くないと言おうとしたイザベラは、沸ふつ々ふつと熱を増していくテレーゼの眼光に言葉を吞のむ。

「やっぱり私が使うと思っているではありませんの。見み縊くびられたものですわね。それとも、ご自身の魅み力りよくがないことをわかっていて、噂うわさの恋の秘薬に危機感でも覚えたのかしら？」

「あの、テレーゼ姫？　本当にどうなさったんですか。その、使うおつもりだったのならすみません。でも、こんな物に頼たよらなくても──」

「ふん、あなたには謝ってほしくもありませんわ！」

「いえ、希少な物だったのは重々承知しております。でも、だからと言って、本物かどうかは別問題で、フリッツがこれを飲んでもしも──」

「やっぱり、フリッツさまに使われるのが嫌いやで勝手に捨てましたのね！　何処どこまでも私の邪じや魔まをなさるおつもりなら、こちらも受けて立ちますわよ！」

「待って、待ってください。テレーゼ姫ひめ、そんなに興奮して声を荒あらげるなんてはしたないと、いつも仰おつしやってるじゃないですか」

「まぁ、私がはしたないと仰るの？　いい度胸ですわ！」

　柳りゆう眉びを逆立てるテレーゼは、イザベラの言葉を悪く取るだけ。

「冷静におなりになれば、モントルシュタイン伯が信用のおけない人物だとおわかりになるでしょう？　希少な恋の秘薬だなんて売り言葉がもう怪あやしいじゃないですか」

「まだ言いますの？　いえ、いいですわ。ご期待に添そえてあげましょう。今からモントルシュタイン伯に新しい恋の秘薬を譲り受け、フリッツさまを私の虜とりこにしてみせますから！」

「へ……？　ちょっ、ちょっと、どうしてそうなるんですか！　テレーゼ姫、待ってください！」

　肩を怒いからせイザベラへ指を突つきつけたテレーゼは、宣言すると同時に踵きびすを返す。

　最悪の事態に慌てたイザベラは、いつもより飾かざりが多く重いスカートに舌打ちした。

　居室を飛び出したテレーゼを追って、イザベラも廊下に出るが、早くもテレーゼは近くの角を曲がって行く。見失わないよう追い縋すがるイザベラを一いつ顧こだにせず、テレーゼはどんどん離はなれて行った。

「どうしよう……っ。テレーゼ姫、なんであんなに怒おこってるの？」

　突とつ然ぜんの成り行きに、イザベラは混乱しながらもテレーゼを止めるために走る。行き合う侍じ女じよにテレーゼの行く先を聞いて回りつつ、走るテレーゼという尋じん常じようでない様子を他言しないよう口止めも行った。

　冷静じゃない今の状態での行いを、テレーゼも後から悔くいることだろう。勝手に恋こいの秘薬を処分したという負い目もあり、イザベラはテレーゼを止めようと必死で捜し回った。

「はぁ、はぁ……。もうこの辺りにはいないのかしら？　じゃあ、モントルシュタイン伯の所？　誰だれかにあの人が何処にいるか聞かなきゃ」

　モントルシュタイン伯を苦手な相手などと言ってはいられない。恋の秘薬を使うというテレーゼの軽挙を止めなければ。

　先ほど口止めをした侍女に話を聞こうと、来た廊ろう下かを振り返ったイザベラは、廊下の突き当たりにある窓から庭園を見た。木々の合間に、風に揺ゆれる銀ぎん髪ぱつを見つける。

　隣となりには、得意満面で歩くモントルシュタイン伯。

「噓……！　もう会っちゃったの？」

　遠ざかるテレーゼとモントルシュタイン伯の姿は、庭園の木々に隠れてしまう。イザベラはすぐさま庭園に降りられる場所へ向かい、窓からテレーゼたちが歩いていった方向を確かめる。

「このまま行ったら庭園の端はしに行くはず……。あ、庭園と使用人の働く場所の間に、ひと棟むねの塔とうが──」

　以前テレーゼが話してくれた老ろう婆ばの話。確か、今はもう誰も使っていない塔があるという。

「クラリッサとのやり取りも人目を避さけていたわね。だったら、そこに……っ」

　行ったこともない塔を探してイザベラは走り出す。

　切せつ羽ぱ詰つまった表情で庭園を走るイザベラを、目もく撃げきする者たちがあった。フリッツとクラウスだ。

「イザベラ……？　イザベラ、どうした……っ？」

「ベラ？　……っ、クラウス殿でん下か。まだ、いらっしゃったのですか？」

「シュティーレか。イザベラはどうしたんだ？」

「存じ上げません。が、こちらで対応いたしますので、殿下はお引き取りを」

「ふ、無む駄だ口ぐちを叩たたいている暇ひまがあるなら足を動かすのだな」

「言われずとも……っ」

　驚おどろくフリッツの姿に気づかず、クラウスの呼びかけも聞こえず、イザベラはひた走る。

　泣きそうな顔で怒ど鳴なったテレーゼの、追い詰められたような表情が、ただ心配でたまらなかった。







[image: 七章　茨の塔]




　テレーゼは久しく足を向けなかった塔の寂さびれ具合に、小さく嘆たん息そくした。

　かつては手入れされた茨いばらが外がい壁へきを飾っていた塔も、人間の手が入らなくなったことで、棘とげに覆おおわれた不気味な廃はい屋おくと化している。

「ほぉ、こんな所があったのですな。しかし小こ汚ぎたない。使用人の領分とはなんとも」

　テレーゼの後に続いて塔に入ったモントルシュタイン伯は、そんな感想を漏もらした。

　最上階は王宮の屋根と同じ高さがあるものの、同じくらい高い木に囲まれているので塔は目立たない。

　塔は外壁と階段が石でできているが、各階や内装の壁かべは全すべて木材だ。何年も人が立ち入らず放ほうっておかれた木材は傷いたみ、雨戸の隙すき間まから外の光が入り込んでいる。

「人目のない場所でと仰ったではありませんの。以前イザベラに邪魔をされたために、私の居室周辺に難色を示したのはモントルシュタイン伯でしてよ」

　胸の内に湧わく淀よどんだ炎ほのおのような感情に煽あおられるまま、テレーゼは塔の最上階、五階へと足を踏ふみ入れた。

「それでは取引と参りましょう、テレーゼ姫。しかし今までつれないご様子でしたから、突然のお申し出にこちらも驚きました」

「えぇ、そうですわね。けれど私急いでおりますの。無用なお喋しやべりはご遠えん慮りよ願いますわ。──私が望むのは恋の秘薬。あなたは何をお求めかしら、モントルシュタイン伯はく？」

　直ちよく截せつなテレーゼの言葉に、モントルシュタイン伯は怪け訝げんな表情をする。

　貴族同士の取引と言えば、美び辞じ麗れい句くで言葉を飾り、本当のところの望みを引き出す駆かけ引きが当たり前。何より今のテレーゼは『眠ねむり姫』と称しようされるか弱さを装よそおわずに相対している。モントルシュタイン伯の困こん惑わくも当たり前のことだった。

「え、えぇ……、そうですなぁ。もちろん、テレーゼ姫のお申しつけとあらばすぐにでも秘薬をご用意いたす所存でございます。しかし如何いかんせん、珍めずらしい品ですので──」

「無用なお喋りは結構だと申し上げたはずですけれど？　あなたが私に近づいたのは、兄に近づく足がかりが欲しかったからでしょう。現国王陛下の愛まな娘むすめに取り入るより、次代の国王陛下に重用されるために」

　図星を突かれたためか、テレーゼの飾らない言葉に鼻白んだためか、モントルシュタイン伯は一度眉まゆを顰ひそめ、気を取り直すように笑えみを張りつけた。

「さすがテレーゼ姫であらせられる。ご慧けい眼がん、感服いたします。無用な言葉をお嫌きらいになるのでしたら、わたくしめが望むお約束を、この場でいただけると思ってよろしいのですかな？」

　笑みで取り繕つくろってはいるが、目の奥にある欲望のぎらつきを抑おさえられていない。テレーゼは内心で、兄に口を利きいたところでモントルシュタイン伯が取り上げられることなどないと失しつ笑しようした。

　留学帰りでまだ甘いところもあるエリックならいざ知らず、すでに王宮で権力争いの中足場を固め始めたクラウスが、モントルシュタイン伯のような相手を信用するわけがない、と。

「よろしくてよ、モントルシュタイン伯。私が兄への口利きをいたしましょう」

　どんなに頑がん張ばってもフリッツは振ふり向いてはくれない。仲なか違たがいしても、まだイザベラを選ぶフリッツの心をこちらに向けさせるすべなど、テレーゼにはもうわからないのだ。

　テレーゼは諦あきらめきれない恋こい心ごころのままに、モントルシュタイン伯の取引に応じた。




「ちょっと、待ったぁぁああ！」

　全速力で塔の最上階まで駆け込んだイザベラは、激しく肩かたを上下させた。

　今まさに恋の秘薬の受け渡わたしをしようとしていたテレーゼとモントルシュタイン伯は、闖ちん入にゆう者に目を丸くする。

「イザベラ？　どうしてここが……」

「ぐぬぅ……、またしてもお前か、フェルローレンの」

　今は歯は嚙がみするモントルシュタイン伯の相手をしている場合ではない。イザベラは無理に息を整えると、テレーゼに薬の危険性を伝えた。

「テレーゼ姫ひめ、それは毒です。恋の秘薬を盛られたとある令れい嬢じようが、嘔おう吐との上昏こん倒とうした事例があります。そんなものに手を出すのはおやめください」

　酷こく使しで震ふるえそうになる足を叱しつ咤たして、イザベラはテレーゼを見み据すえた。

「ふん、何を申すか！　その令嬢が盛られたのは、どうせ恋の秘薬を模も倣ほうした偽にせ物ものだったのだ。この私がテレーゼ姫に毒など渡すものか！」

「噓うその売り文句を吹ふい聴ちようして関心を引くなんてやり方しておいて、よく言うわ！」

　偉えらそうなモントルシュタイン伯にイザベラが嚙みつくと、テレーゼはイザベラのほうを非難した。

「はしたないですわよ。噓かどうかは私が決めますわ。イザベラは邪じや魔まをしないでちょうだい」

「そのとおりでございますとも、テレーゼ姫。卑いやしい生まれの偽物伯はく爵しやく令嬢は、さっさと立ち去れ」

　犬でも追い払はらうように手を振るモントルシュタイン伯に、イザベラは苛いら立だちを覚えるが、今はテレーゼの説得が先決だ。

「テレーゼ姫が仰おつしやっていたじゃないですか。そんな怪あやしい薬に頼たよるなんて、自分に魅み力りよくがないと言っているようなものだって。ですから、テレーゼ姫がお使いになる必要はありません。フリッツにそんな薬を盛らなくても、テレーゼ姫なら──」

　説得しようと言葉を連ねたイザベラは、見る間に顔を赤くして怒いかりに震えだすテレーゼに困惑した。

「フリッツさまが、なんだと言うおつもり？　本当に鈍にぶくてどうしようもない、他人を苛立たせてばかりの駄だ目めな人ね、あなたは……っ。私だからだなんて、フリッツさまが身分や地位や見かけの美しさで惑まどうような方だと、本当に思っていらっしゃるのかしら。そんな方を、私が選んだとでも？」

　イザベラは、テレーゼの逆げき鱗りんに触ふれたことに気づいて慌あわてる。本ほん性しようを知らなかったモントルシュタイン伯も硬こう直ちよくした。

「言わなければわかりませんのね。あなたの様子を見に来るフリッツさまを、私がどれだけ苦心してお引き留めしていたと思っていらっしゃるの。お茶会の時も、フリッツさまだけは私じゃなくあなたを見ていましたわ。舞ぶ踏とう会で踊おどっていただけるようお願いしてもお断りになって……！　イザベラなんて兄のお手つきにでもなってしまえばよろしいのに。そうすれば、フリッツさまも愛あい想そを尽つかすことでしょうに！」

　テレーゼの思わぬ暴ばく露ろに、イザベラは混乱する。意地悪をされている自覚はあったが、あくまでフリッツはテレーゼを訪ねているものと思っていた。滞たい在ざい時間が短いのは、合間を縫ぬって会いに来るからだと。

　テレーゼの剣けん幕まくに啞あ然ぜんとしていたモントルシュタイン伯は、クラウスとイザベラを近づけるような発言に慌てて口を挟はさんだ。

「テレーゼ姫、やはりフェルローレンの奴やつは娘むすめをクラウス殿でん下かの側女にしようとあなたの下もとへ送り込んだのですか？　おのれ、成り上がり者風ふ情ぜいが、なんと抜ぬけ目のない……っ」

　義父への嫉しつ妬とに目を眇すがめたモントルシュタイン伯は、イザベラに敵意に満ちた顔を向ける。

「テレーゼ姫の仰るとおり、継まま子こ虐いじめなどをしていた性根の卑しいお前が、姫の側付になどなったのがそもそもの間ま違ちがい。これ以上テレーゼ姫を悩なやますでないわ。お前などお呼びでないのだ。分を弁わきまえよ！」

　モントルシュタイン伯は、イザベラを遠ざけようと叱声を放つ。腕うでを組んだテレーゼは、イザベラから顔を背そむけもう話すことはないと言わんばかりだ。

　どうにかテレーゼを思い留とどまらせる方法はないかと、イザベラは辺りを見回す。

　傷んだ雨戸の隙間から差し込む一条の光が、壁かべ際ぎわに放っておかれた糸車を照らしていた。

　それはきっと、かつて塔とうにいた老ろう婆ばの名残なごり。

「……テレーゼ姫、本当に恋の秘薬を使って他人の心を弄もてあそぶのが、あなたのお望みですか？」

「ふん、なんとでも仰ればいいわ。私がフリッツさまを──」

　自棄やけ気味に返したテレーゼは、イザベラの視線が糸車に注がれていると知り言葉に詰つまった。テレーゼの動どう揺ようを見て、イザベラは手て応ごたえを感じる。

「もしその秘薬が本物だとして、本人の意思を無視して心を変えてしまうのは、権力者が強権で他人を縛しばることと、違いがあるとお思いですか？」

「ふん、馬ば鹿か者め。一度心が通じれば、落ち着くところに落ち着くのが人の心というものよ。テレーゼ姫、かような戯たわ言ごとにお耳を貸される必要はございませんぞ」

　モントルシュタイン伯の横やりにイザベラは肩を怒いからせた。

「それが心を弄ぶって言ってるんじゃないですか！　だいたい、落ち着くところってなんですか。適当なこと言わないでください」

「喚わめくでないわ。王宮にまかり間違って足を踏み入れたお前とは違うのだ。上流貴族には遊びの流りゆう儀ぎというものがある。体を重ねれば、自おのずと心も重なるものよ。わからぬのなら口を出すな」

「か、かか、体を重ねる……っ？　なんてこと言ってるんですか、テレーゼ姫の前で！」

　顔から火を噴ふきそうなほど慌てるイザベラに、モントルシュタイン伯は口を滑すべらせたと言わんばかりに、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かした。

「おほん……っ。お前のような不調法者と、テレーゼ姫を同列に考えるなど無礼であるぞ。恋の秘薬を求めた時点で、姫はお前などより大人の遊びを理解しておられるのだ！」

「そんなわけないでしょ。あんな可愛かわいらしい方をなんだと思ってるんですか！」

「えぇい、うるさい！　婚こん約やく前の今こそ遊びたい盛さかりなのだ！」

「テレーゼ姫の一いち途ずさを舐なめないでいただきたいですね！　お茶会でもフリッツ以外見てなかったじゃないですか」

　否定できないモントルシュタイン伯はくは、適当な言い訳を口にする。

「あ、遊びと結婚の区別もつかんとは。いや、フェルローレン程度の家では我々のような教養高い遊びは縁えん遠どおいのだ！　わかるはずがない！」

「不実なあなたと一いつ緒しよにしないでください。テレーゼ姫はご自分の地位と身分に相応ふさわしい行いをなさろうと、いつも頑張ってるんですから！　遊びなんかで人の心を弄ぶ真似まね、絶対にしません！」

「う、裏と表、使いわけてこその上流の嗜たしなみよ。どんな淑しゆく女じよも裏があるからこそ、遊びも楽しくなるというもの……！」

「確かにテレーゼ姫には裏表ありますけど、ちょっと意地悪なだけですから！　お世話しただけであたしにもありがとうと言ってくださるし、私事で落ち込んでても心配してくださるほど優やさしいんですから！」

　どうしてもテレーゼを不ふ埒らちな遊びを嗜むと言い張るモントルシュタイン伯に、イザベラは指を突つきつけて言い返した。

　イザベラを睨にらんで一度口を開けるモントルシュタイン伯だが、続く言葉がなく悔くやしそうに歯嚙みする。

　沈ちん黙もくが落ちた塔の最上階で、不意に笑いを堪こらえ切れずに噴き出す音が聞こえた。
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「ぷ……っ、ふふ、うふふふ…………」

　テレーゼは口を手で覆おおいながらも、笑い声を抑おさえきれていない。啞然とするイザベラとモントルシュタイン伯に気づくと、テレーゼは銀ぎん髪ぱつを背に払い眉まゆを上げた。

「あぁ、全く。何をしていたのかしら、私は……。こんなお気楽な人に対たい抗こうしようとするだなんて。王国の姫としての品位を落としてしまうところでしたわ」

　イザベラを腐くさす言葉を聞き、モントルシュタイン伯は胸を張る。

「少し考えればわかるものですのに。恋の秘薬なんて、目新しいだけの媚び薬やくでしょう。王宮じゃ珍めずらしくもありませんわ。なのに、イザベラったら、あんなに真っ赤になって…………ぷ」

「え、えぇ……？　び、媚薬が珍しくないんですか？」

　戦おののくイザベラに、テレーゼは涙なみだが出るほど笑い出した。

　目元を拭ぬぐうテレーゼの顔には、もう激情の影かげはない。察したモントルシュタイン伯は、碧へき眼がんに見据えられ顔を顰しかめる。

「モントルシュタイン伯、残念ですけれど今回のお話はなかったことにさせていただきますわ。私が欲しいのは、正しよう真しん正しよう銘めいの恋の秘薬。ただの媚薬を求めるだなんて、私としたことが軽けい率そつでしたわ」

「な、何を……っ。いえ、これは本当に恋の秘薬でして。フェルローレンの言うような毒ではございません！」

「けれど、媚薬なのでしょう？　体をどうにかできても、心までは動かせない。そんな紛まがい物、私に使わせるおつもり？」

　売り込むなら本物を持って来いと、テレーゼは言外に伝える。心を手に入れる魔ま法ほうの薬など持っていないモントルシュタイン伯は、野望への階きざはしが目の前で消えたことに肩かたを震ふるわせた。

　そうして行き場のない怒りを、モントルシュタイン伯はイザベラにぶつける。

「ちょ……っ、あたしを睨みつけるなんて、お門かど違ちがいですからね。──な、何するんですか！」

　苛いら立だちを隠かくさない足取りで近づいたモントルシュタイン伯は、イザベラの肩を押しやる。負けじと踏ふみとどまれば、モントルシュタイン伯はもう一度肩を張り飛ばした。

「口でどうにもできなくなったら暴力なんて、あたしの育ちをとやかく言えないじゃない！」

「うるさい！　お前さえいなければ！」

　男性の力任せの攻こう撃げきは、足を引いてしまうほど痛い。けれど暴力に負けじと、イザベラは引いた足を前に戻もどした。

　瞬しゆん間かん、イザベラをもう一度突き飛ばそうとしていたモントルシュタイン伯の足を踏みつける。

「……っ！　この下げ賤せんの娘がよくも！」

　思わぬイザベラの反撃に、モントルシュタイン伯は本気で押し出そうと両手を伸のばしてきた。

　最上階はひと部屋しかなく、押し出されれば階段から落ちる危険がある。イザベラは壁かべ沿いにモントルシュタイン伯を避よけるが、乱暴に肩を摑つかまれ揉もみ合う形に陥おちいった。

「ま、待ちなさい、二人とも。モントルシュタイン伯、乱暴をなさらないで！」

　テレーゼも止めに入ろうとするが、小こ柄がらなため声を上げるしかできない。

　イザベラも、力任せに押してくるモントルシュタイン伯を引き剝はがせず、逃にげることもできなかった。

「父親といい、娘といい。成り上がりのくせに邪じや魔まばかりしおって！」

　もはやただの私し怨えんを吐はくモントルシュタイン伯は、足元の糸車を蹴けり倒たおす。

「あぁ……！　待ってください、それは！」

　テレーゼの懇こん願がんが上がると同時に、モントルシュタイン伯は倒れた糸車を踏み砕くだいた。

「……？　なんだこの塵ごみは？」

　壊こわれた糸車の木の破は片へんを、モントルシュタイン伯は苛立たしげに蹴りつける。

　瞬間、二つに割れた糸車の先せん端たん、糸を巻き取るための尖とがった糸いと錘つむの棒がテレーゼに向かって飛んだ。

「きゃぁあ！　……痛…………っ」

　顔に飛ぶ糸錘を、テレーゼは咄とつ嗟さに手を上げて防いだ。顔には当たらなかったものの、尖っている上に勢いがついた糸錘の痛みに、テレーゼは手を押さえて後ろに下がった。

「テレーゼ姫ひめ、大だい丈じよう夫ぶですか？　モントルシュタイン伯、なんてことするんですか！」

　イザベラが怒ど鳴なると、モントルシュタイン伯も状じよう況きようを察したらしく、摑む手の力が緩ゆるむ。

　痛みに瞼まぶたを閉じたテレーゼは、また一歩後ろへと下がった。背後には、光の漏もれる雨戸。

　雨戸がテレーゼの体重を受けて、文句を言うように軋きしんだ。

　次の瞬間、蝶ちよう番つがいが前まえ触ぶれもなく折れる。窓の桟さんは低く、テレーゼは雨戸と共にゆっくり背後へと倒れて行った。

「テレーゼ姫……！」

　咄嗟にイザベラはモントルシュタイン伯の手を振ふりほどく。テレーゼに向かって走るイザベラは、前のめりに腕うでを伸ばし細い手首を摑んだ。

　考える暇ひまもなく、イザベラはテレーゼを助けるためだけに、投げるように腕を横に振るって身を返す。

　体勢を入れ替かえた反動で、テレーゼは塔とうの床ゆかに尻しり餅もちを突いた。勢いづいたイザベラの足に、窓の縁ふちが当たる。今度はイザベラが窓の外へと、頭から落ちる体勢に陥ってしまった。

「イザベラ……！」

　テレーゼが叫さけぶと同時に、窓まど枠わくに伸ばしたイザベラの指はくうを切った。

　開いた窓から風が塔の中へと吹ふき込み、イザベラの仮かり縫ぬい衣い装しようの裾すそをはためかせる。

　抵てい抗こうもできないまま塔の外へ上半身を投げ出されたイザベラは、突とつ然ぜんの衝しよう撃げきと共に体が止まった。

　錆さびて傷いたんだ蝶番に、はためいたスカートが纏まとわりつき、一時的に落下を止めたらしい。

　けれど、見る間にスカートは縫い目から裂さけ、イザベラの体は確実に頭から下へ向けて傾かしいでいた。

「イ、イザベラ……。駄だ目め、駄目ですわよ！　落ちるなんて……っ。引っ張るから、あなたはなんとか手を伸ばしなさい！」

「無理ですよ、手が届きませんし！　と、ともかく、手を、手を、放してください。お、落ちてしまいます！」

　テレーゼの身を案じて声をかけるが、イザベラも危機的状況に声が震える。

「黙だまってらして！　誰だれか……っ、誰かいませんの？　誰か…………！」

　テレーゼは淑女の嗜みなどかなぐり捨てて、助けを呼ぶ。

　イザベラはテレーゼの背後で、逃げ出そうと慌あわてるモントルシュタイン伯はくを見た。

「モントルシュタイン伯！　手を貸してください！」

「ひぃ……っ、知らん。何も知らん！　一いつ緒しよに落ちるなどできるか！」

　イザベラの落下に巻き込まれることを恐おそれて、モントルシュタイン伯は逃げを決め込む。

「テレーゼ姫、引っ張るだけスカートは裂けます。一緒に落ちちゃいますから、手を放して！」

「何言ってますの。あなた死にたいの？　フリッツさまを悲しませるなんて、許しませんから！」

「そんなわけないじゃないですか！　でも、あなたの力じゃあたしを引き上げるなんて！」

「うるさくてよ！　そんなことわかってますわ。あなたも少しは足搔あがきなさい。フリッツさまと仲なか違たがいしたままでよろしいの！」

「嫌いやに決まってますよ！　でも、ここまで来たら、死し刑けい執しつ行こう待つみたいなものでしょ……っ」

「諦あきらめるんじゃありません！　私の側付として居座り続ける図太さは、何処どこへ行ったの！」

「あ、諦めてなんていませんから！　でも、でもテレーゼ姫を巻き込むなんてできません！」

　破れるスカートを引っ張ることもできず、テレーゼはイザベラの足にしがみついた。

「嫌よ、イザベラ。死んでは駄目！　誰か、誰か助けて……！」

　テレーゼは涙なみだ声ごえで叫ぶが、無情にもスカートが裂ける速度は増していく。

　恐きよう怖ふで叫ぶ余力もなくなったイザベラの耳に、石を叩たたくような音が聞こえた。首だけを動かして塔の中を見た瞬間、最上階唯ゆい一いつの出入り口にいたモントルシュタイン伯が吹き飛ぶ。

「……ふぎゃぁ…………っ」

　潰つぶれたような声を上げたモントルシュタイン伯の向こうから現れたのは、拳こぶしを突つき出したフリッツと、足を突き出したクラウスだった。

「イザベラ、何処だ！　あ──」

「ティアナローゼ、何が──！」

　フリッツとクラウスが同時に声を上げ、言葉を失なくすと、テレーゼは叫んだ。

「お願い、イザベラを助けて！」

　イザベラには、全すべてがゆっくりと流れているように感じた。

　体を支えていた糸が切れるように、スカートが破れ落下が始まる。駆かけ出した瞬間のフリッツとクラウスが見えたけれど、伸ばした手が届かないことはすぐにわかった。

　しがみつかれていた足は、なすすべもなくテレーゼの腕から離はなれて行く。塔の中に響ひびく悲鳴が、確かに聞こえた。

　足も完全に塔から出て、頭から落ちるように体が傾かたむいていく。

「ごめんね、フリッツ……」

　体が宙に投げ出されたのを感じて、イザベラは死を覚かく悟ごした。

「最さい期ごに……、謝らせて」

　仲違いしたままでなんて死にたくはない。イザベラは抗あらがうように固く目を閉じた。

「……ベラ…………！」

　フリッツの呼び声が、思わぬ近さで聞こえる。

　同時に、腰こしに衝撃があり、腕が引っ張られるように頭に上がった。いや、腕は落下に従い地面に向かって下がったのだ。

　目を開けたイザベラは、宙ちゆう吊づりのまま、空を下に見る体勢で止まっていた。

「ベ、ラ……！　腕、を…………摑んで、くれ」

　苦しげなフリッツの声こわ音ねに、地面に引かれる頭を動かし、自分の体を見る。

　そこには、窓から上半身を投げ出して、イザベラの腰に抱だきついたフリッツがいた。

「噓うそでしょ……っ。フリッツ、まさか飛び出したの！」

「落ち、そう、なんだ……っ。ベラ、今は、早く！」

　急せかされ、イザベラはフリッツに腕を伸ばして摑む。恐怖に冷え切った指に感覚はなく、吹きつける風が不安定な体を揺ゆらした。

「フ、フリッツ……、なんで？　お、落ちちゃうわ」

「大丈夫だ、ベラ……、大丈夫。放さないから、もう少し辛しん抱ぼうしてくれ。上で、クラウス殿でん下かが、押さえてくれてる、から」

　フリッツは、今にも塔から滑すべり落ちそうな体勢でイザベラを励はげます。体が揺れる度たび、嚙かみ締しめたフリッツの口からは苦痛の声が漏れた。

「シュティーレ、足にもっと力を入れろ！　このままだと落ちるぞ！」

「無茶……っ、を…………」

　塔の中から飛ぶクラウスの叱しつ声せいに、フリッツは悪態を絞しぼり出しつつ懸けん命めいに力を入れているらしい。

「フリッツさま、イザベラ！　落ちないで、頑がん張ばって！」

　フリッツを摑つかむしかできないイザベラは、クラウスと共にフリッツを引き上げようと奮ふん闘とうするらしいテレーゼの声を聞いた。

　このまま落ちてしまえばフリッツ諸もろ共とも地面に叩きつけられる。想像を拒きよ否ひするように、イザベラは身を硬かたくした。

　気が遠くなるほど時間が経たった気もしたが、フリッツが塔に引き戻もどされると、イザベラはひと息にクラウスの手も借りて塔の中へと引き込まれる。

「……あ、あぁ…………っ。良かった、う、うぅ……！」

　肩かたで息をしていたテレーゼは、座り込むと顔を両手で覆おおって泣き始めた。

「全く……。ティアナローゼ、手を見せてみろ。イザベラ、打ちつけたところはないか？」

　さすがにクラウスも疲つかれたらしく、怪け我がの有う無むを問う以外嫌みを言わない。クラウスがテレーゼの片手を開かせると、仮かり縫ぬいの針で切ったらしい細く長い傷ができていた。モントルシュタイン伯が当てた糸いと錘つむの怪我など、小さな赤い点にしかなっていない。

「あたし……、助かったのよね…………」

　実感が湧わかず、イザベラは思わず呟つぶやいた。途と端たんに、フリッツが強く肩を摑む。驚おどろいて見返したフリッツは、堰せきが切れたように叱責を放った。

「どうすればこんな所から落ちるなんて事態に陥おちいるんだ。今回は助かったから良かったものの！　ベラ、いつまで自分を後回しにし続ける気だ。君を心配する俺の気持ちも考えてくれ！」

　いつにないフリッツの激げき昂こうに、イザベラも恐怖で押し込められていた感情の箍たがが外れた。

「そんなの……、こっちの台詞せりふよ！　窓から飛び出すなんて、どうしてそんな危ないことしたの。死んでたかもしれないのよ！」

　口に出して、フリッツが死んでいたかもしれない状じよう況きように、新たな恐怖が込み上げる。

「迷めい惑わくかけないようにしようって決めたのに！　だからあたしにつき合わせるだけの同どう伴はんも断ったのに……っ。なのに、フリッツが死んだら意味ないじゃない。命はもっと大事にしてよ！」

「それこそ俺の台詞だ。ドミニクの時もそうだったじゃないか。一人でなんでも解決しようとするんじゃなく、頼たよってくれと言っただろう！　心配することも許されないほど、俺は頼りないのか！」

「違ちがうわよ！　あたしがフリッツに甘えたくないの。足を引っ張るだけなんて嫌よ。なのに、なのに、死んでたかもしれないのよ。あたしのせいで……っ。そんなの、耐たえられない！」

　高ぶった感情が混ざり合い、せり上がり、イザベラの頰ほおに涙なみだとなって伝い落ちた。

「……フリッツが死んでまで、助かりたくなんかない…………っ」

　フリッツが死んでいたかもしれないと想像するだけで、恐怖に心が震ふるえる。

　強く肩を摑んでいたフリッツの手が離れる。イザベラは涙に霞かすむ視界に、傷だらけの手を捉とらえた。イザベラを助けるために一番傷を負ったのはフリッツだろう。

　傷を負わせた情けなさと同時に、守ってもらえたという愛いとおしさが込み上げる。

　イザベラがフリッツの手を摑もうと動くと、フリッツが背を搔かき抱いだいた。

「……俺は塔とうから身を投げる真似まねをしたことに、後こう悔かいはない」

　反論しようとしたイザベラは、さらに強くフリッツに抱だき寄せられ息が詰つまる。

「あそこで、ベラが落ちて行くのをただ見ているなんてできなかった。ベラを失うなんて、冗じよう談だんじゃない」

　低い声音で紡つむがれる言葉には、本気の色が混じる。

「俺は、ベラのためなら命は惜おしくない。……助けられて、本当に良かった」

　抱き締められ、頰に触ふれるフリッツの肩も、震えていた。触れ合った部分から伝わる温ぬくもりに、イザベラは生きているのだと泣きたいほどの安あん堵どが込み上げる。

　フリッツを抱き締め返して息を吐つくと、余人の嘆たん息そくが聞こえた。

「全く、見せつけてくれる……」

　低いクラウスの声に目を向ければ、テレーゼも頰を膨ふくらませて涙を拭ぬぐっている。フリッツも思い出したように首を巡めぐらせた。

　口を開きかけたテレーゼを、クラウスが肩に手を置いて止める。立ち上がったクラウスは、睨にらむように鋭するどい一いち瞥べつをフリッツに向けた。

「こちらは先に退散させてもらおう。モントルシュタイン伯はくは、恋こいの秘薬などと言って禁制の品に手を出していた疑いがある。引き取らせてもらうぞ。ティアナローゼ、立てるか？」

　不服げに口角を下げるテレーゼだったが、クラウスに促うながされ階段に足を向ける。モントルシュタイン伯は昏こん倒とうしたままクラウスに引きずられて行った。

　塔の最上階には、イザベラとフリッツの二人だけが残される。

　身を離したフリッツは、着ていた上着を脱ぬぎ、スカートの破れたイザベラの膝ひざへとかける。石いし壁かべに擦すれたせいだろう。フリッツの上着は布が傷いたんでほつれが目立った。

　まだ温かい上着を握にぎり締め、イザベラはフリッツを見上げる。

「フリッツ……、こんな無茶、二度としないで。約束して」

　フリッツを失っていたかもしれない。そんな不安のまま強く請こうイザベラに、フリッツは眉まゆを顰ひそめた。

「そう言うなら、ベラも危ないことはしないでくれ。せめて相談してくれたら──」

「それじゃ今までと変わらないじゃない。フリッツを巻き込みたくないの。あたしに関かかわって貧びん乏ぼうくじ引くフリッツを見たくない」

　首を振ふってフリッツを遮さえぎれば、茶色の瞳ひとみが不服げに細められた。

「ひとの気も知らないで、勝手なことを言わないでくれ」

「知らないのはフリッツのほうよ。フリッツが死んじゃったら、もう一度踊おどってって言うこともできないじゃない。なのに、こんな怪我して死にそうになって……。もう…………、こんなの嫌いや！」

　せっかく助かったのに、どうして喧けん嘩か腰ごしにフリッツと向き合わなければいけないのか。

　イザベラの中で抑おさえ込んでいた感情が口をついて出た。

「嫌って……、俺と一いつ緒しよにいることが？」

　絞り出すようなフリッツの声音に、イザベラは歯は嚙がみする。こんなにも近くにいるのに、どうしてこうも思い違えられるのかと思えば、また熱い涙が湧いてきた。

　乱暴に涙を拭ったイザベラは、睨みつける強さでフリッツを見つめる。

「こんな思いするくらいなら、もういいわ！　テレーゼ姫ひめがフリッツを好きだから何？　あたしだってフリッツのこと好きなんだもの。諦あきらめられないで悩なやむより、やれることやった後で悩むほうがましよ！」

　叩たたきつけるように叫さけんだ途端、フリッツに痛いほど腕うでを摑まれた。

「好き？　ベラが……俺のことを…………？」

　信じられないように繰くり返される言葉に、イザベラは顔が熱くなり総毛立つ。

「ごめん、今の忘れて！　頭に血が上っておかしなこと言っちゃったから、なしで！」

　拒きよ絶ぜつされては立ち直れない。慌あわててなかったことにしようと、イザベラは手を振る。途端に、フリッツはイザベラの片手を取り引き寄せた。

「それだけ本心だってことだろう？　顔を隠かくさないで、こっちを見てくれ。それとも、心にもないことを言ったの？」

　フリッツの手が頰に添そえられ、俯うつむこうとしたイザベラを止める。

　言ってしまったという後悔は、気き恥はずかしさだけを残して消えた。

「……そんなわけ、ないじゃない。好きよ、フリッツ。恋こい敵がたきがテレーゼ姫で、勝つ見込みがないなんてわかってるのに、諦めきれないほど、好き」

　意を決してフリッツを見上げると、見慣れた優やさしい茶色の瞳があった。笑えみ緩ゆるんだ顔のフリッツは、堪こらえ切れないようにイザベラをもう一度搔き抱いた。

「本当に、もっと早く言ってくれれば……っ。はは、夢みたいだ」

　幸せを嚙み締しめるように漏もらすフリッツの声こわ音ねが、耳のすぐ側そばで聞こえる。

「あの……、ねぇ、フリッツ。そ、それって、夢みたいってどういう意味？　あたしがいいように、解かい釈しやくしちゃうわよ？」

　互たがいの表情が見えるように身を離はなしたフリッツは、頰が紅潮するほど笑っている。

「きっと、ベラが思う以上の意味だよ？　何せ、俺は七年越ごしの想おもいだからね。七年前の別れからずっと、俺は君を独り占じめにする方法を考えていたんだ」

「ひ、独り占めだなんて、そんな……。え、そんな昔からあたしのこと…………？」

「呆あきれた？　何処どこにいてもずっと好きでいると、ベラは泣く俺のために約束してくれたのを覚えている？　あの時から、俺はベラに好きでいてもらえるような人間になろうと決めたんだ」

　次々に投げかけられる言葉に、イザベラは瞬まばたきも忘れた。

「帰国してからは、ずっと君を見ていた。誰だれよりもベラの側にいたいと願いながら。……ねぇ、ベラ。その願いが今叶かなったとしたら、夢を疑わずにはいられないだろ」

　饒じよう舌ぜつなフリッツは、熱い眼まな差ざしでイザベラを見つめる。

「ベラのいいように、解釈するといいよ。俺も、ベラを手に入れたんだと思っているから。二度と、君を放す気はない」

　束そく縛ばくするように、フリッツの指がイザベラの手に絡からむ。

　うるさいほどに心臓が騒さわぎ、呼吸も熱い。イザベラは羞しゆう恥ちで俯きそうになる自身を強しいて、フリッツを見つめ返した。

「あ、あたしだってフリッツの隣となりにいたいのよ。……離れたりなんて、したくないんだから」

　フリッツの手を握り返し、イザベラは自分からフリッツの肩かたに額を乗せ寄り添った。

　首を動かせば、フリッツの赤い耳が見える。きっと自分も真っ赤だろうと思いながら、イザベラは堪たまらず笑みを浮うかべた。
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「ベラ、迎むかえに来たよ。……早すぎたかな？」

　控ひかえ室の前で、フリッツははにかんだ。

　リーテの婚こん約やく発表の当日。夜の舞ぶ踏とう会を前に、イザベラは家族と控え室としてあてがわれた部屋で寛くつろいでいた。

「フリッツ、来てくれたの？　す、すぐ用意するわ。待ってて。……迎えに来てくれて、嬉うれしい。あたしだけ楽しみにしてたんじゃないのね」

　部屋の外で待たせてしまうフリッツに声をかけ、イザベラは急いで室内履ばきから靴くつを履き替かえる。

　イザベラを引き留めるでもなく寛ぐ家族の中には、今日の主役であるリーテも交ざっていた。婚約式から感無量で咽むせび泣く義父を、母と共に宥なだめているのだ。

「それじゃ、あたし先に行くわね」

　そう声をかけると、何故なぜかまた泣き出す義父。驚おどろいて足を止めたイザベラに、ヴィヴィが追い払はらうように手を振った。

　控え室を出ると、心なしか頰ほおを紅潮させたフリッツがいる。

「どうしたの、フリッツ？」

「驚かすつもりが驚かされて、悔くやしいような、嬉しいような……」

　照れたように微笑ほほえむフリッツは、イザベラを見直し茶色の瞳を細めた。

「仮かり縫ぬいで着ていたドレスも良かったけど、その紫むらさきのドレスも素す敵てきだね」

「ありがと。実はこれ、テレーゼ姫がくださったの。塔とうでお助けしたお礼だって。あの時、ドレス盛せい大だいに破れちゃったでしょ。まぁ、ドレスが犠ぎ牲せいにならなきゃ、フリッツに助けてもらう前に落ちてたんだけど……」

　破れたものはしょうがない。けれどイザベラが用意していた舞踏会衣い装しようは、修復さえ不可能になってしまっていた。そんなイザベラに、テレーゼは自身のために用意されていたドレスの一つを、作り直させたのだ。

　濃こく鮮あざやかな紫色は染せん色しよくが難しく、テレーゼだからこそ用意できた布地だ。それをふんだんに使ったスカートには、さらに紫の紗しや布ふが幾いく重えにも飾かざられ、動く度たびに軽かろやかに揺ゆれる。

　髪かみには造花をドレスの共とも布ぎれと一緒に飾り、薄うす地じのリボンを幾重にも重ね、長く残したリボンの両りよう端たんは共布と一緒に背中へ流した。

　一国の姫のために作られた豪ごう奢しやなドレス。身の丈たけに合わないと危き惧ぐしていたイザベラは、フリッツの反応に胸を撫なで下ろした。

「そう言えば、テレーゼ姫がゲーラー公こう爵しやく夫人のお茶会へ向かう途と中ちゆう、会っただろう？　あの時の紅くれないのドレス。あれを着てくるのかと思ってたんだけど、それも──」

「え……っ？　フリッツ、あたしがいたことに気づいてたの？」

　言葉も交かわすことなく、腰こしを折ったまま目も合わせなかった。通りすがっただけのひと時。一番遠い場所にいたイザベラに、フリッツは気がついていたと言う。

「そりゃ、ベラに気づかないわけがないじゃないか。そう言えば、あの時は髪かみ型がたも凝こっていて普ふ段だんと違ちがうから、エリックは気づいていなかったな」

　当たり前のように言うフリッツに、イザベラは頰が熱くなるのを感じる。同時に胸を埋うめる充じゆう足そく感に笑みが零こぼれた。

「ふふ、やっぱりフリッツと同どう伴はんできて、すごく嬉しいわ。勝手に断ったのに、また誘さそってくれてありがとう」

「俺だってベラと、いや……、ベラ以外と踊おどりたいなんて思ってなかったんだ」

　同じ気持ちだったことに、胸が高鳴る。フリッツと微笑みを交わしたイザベラは、突とつ然ぜん開いた控え室の扉とびらの音に肩を跳はね上げた。

　扉の向こうには、半眼のヴィヴィを先頭に、家族が揃そろっている。

「いつまでもここでいちゃついてんじゃないっての。好き合ってるとか、今さらじゃん。ほら、リーテも準備で戻もどるんだから、さっさと行きなよ」

　ヴィヴィのそんな言葉に押され、フリッツが腕うでを差し出してくる。イザベラは面おも映はゆく感じながら、腕に手をかけ舞踏会の会場へ向けて歩き出した。

「……そう言えば、あたしがフリッツ好きなの、ヴィヴィだけじゃなくお義父とうさまもお母さんも、リーテにさえ気づいてたって言われたわ」

　しかも、自分で恋こい心ごころを意識するよりも早い段階で。イザベラが見上げると、フリッツは苦く笑しようを返した。

「それだけ家族は、ベラをよく見てたんだよ。……ベラが結婚しても、フェルローレン伯はく爵しやくは大泣きしそうだな」

　結婚という単語に、イザベラは狼狽うろたえる。そんな様子を楽しげに見るフリッツに、イザベラは唇くちびるを尖とがらせた。

「面白がることじゃないでしょ、もう。──今日の昼ちゆう餐さんのことも言ってくれれば良かったのに。あたしとヴィヴィが焦あせってたの見て、面白がってたの？」

「そんなことはないよ。あれはアシュトリーテが発案したんだ。国王陛下も趣しゆ旨しに理解をお示しになって承しよう認にんされた」

　言って、フリッツは困ったように笑う。

　恙つつがなく執とり行われた婚約式の後、昼餐の場でイザベラはヴィヴィと共にとんでもない席に案内された。

「なんであたしとヴィヴィがリーテの両りよう隣どなりなのよ。そこはエリック殿でん下かの場所でしょ」

「継まま子こ虐いじめの噂うわさを払ふつ拭しよくするために、姉し妹まい仲を喧けん伝でんしようということだったんだ」

「……それ、失敗じゃない？　ヴィヴィも言ってたわよ。継子虐めしといてリーテの隣占せん拠きよしたわがままで図ずう々ずうしい義姉あねって噂されてるって」

　趣旨を知らない貴族の剣けん吞のんな視線を思い返し、イザベラは嘆たん息そくする。フリッツはイザベラを覗のぞき込むように首を傾かしげた。

「少なくとも、王族周辺には趣旨が理解されている。陛下の許可があってこその席順だ。……それでもベラを悪く言う者がいるなら、俺が君を守るよ。愛する者を悪く言われるなんて、堪らない」

「うぅ、またそうやって甘やかそうとするんだから。噂はあたしのやり方のせいもあるんだし、自分でも払拭できるように頑がん張ばるわよ」

　フリッツと組んでいないほうの手で拳こぶしを握にぎれば、その意気だとフリッツは微笑む。

「それに……、フリッツがあたしを信じていてくれるなら、なんでもできる気がするの」

　心の底からそう思える。イザベラは満面の笑えみでフリッツを見上げた。
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　夜を昼に変えるように明かりの灯ともされた大広間では、王子の婚約という慶けい事じを祝う舞踏会が行われていた。

「本当に、菫すみれの花のようなドレスだな」

　広間を窺うかがう小窓のつけられた休きゆう憩けい室で、クラウスは踊るイザベラを眺ながめて呟つぶやく。

　所謂いわゆる、隠かくし部屋である休憩室は、王族専用のもので、クラウスの他ほかにはソファに座るテレーゼがいるだけだ。

「あら、女性を喩たとえるのに菫は地味ではありませんこと、お兄さま？」

　薔ば薇らのように赤いドレスを着たテレーゼは、勝ち気な本ほん性しようを晒さらして笑った。応じてクラウスも意地の悪い笑みを浮うかべる。

「あの、私の命がこのドレスよりも安いのかという文句には笑ったな」

「もう、それは言わないでくださいまし。……元はと言えば、お兄さまが早くにイザベラとの関係を教えてくださっていれば」

　やり返されたテレーゼは、頰を膨ふくらませた。

　ドレスが駄だ目めになったイザベラに、テレーゼは自分のドレスを見み繕つくろおうとしたのだが、高価すぎて貰もらえないなどと辞退されたのだ。

　慎つつましやかなのは知っているが、実際問題、着ていくドレスがないことも知っていた。だから強ごう引いんにでも受け取らせようと、命を救った恩賞という言い訳に脅おどしも混ぜて押しつけたのだ。

　そんな場面を、テレーゼを見み舞まいに来たと嘯うそぶくクラウスに見られてしまった。

「くく、イザベラとの出会いを言ってしまえば、俺の悪戯いたずらがばれてしまう。側近の目を搔い潜くぐって抜ぬけ出すのも、楽ではないんだぞ？」

「ふん、そんな些さ末まつなことはどうでもよろしいでしょう。……今まで、お兄さまがこのように愉ゆ快かいなお方だったとは、存じ上げなかったことを言っているのです」

　テレーゼが憎にくまれ口をきいても、クラウスは笑って流すだけ。それどころか、楽しむ風にも見えるのだから存外性格が悪いようだと、知ったのはつい最近のこと。

　ふと、テレーゼは応こたえない兄に意趣返しを思いつく。

「……それとも、イザベラとの関かかわりは、お兄さまにとって薔薇の下の秘密でしたかしら？」

　薔薇の下は、秘密の恋こいの隠いん語ご。クラウスのイザベラに対する気の許し方を見ると、そう外れてはいないとテレーゼは睨にらんでいた。

「ふ、そんなものではない。……薔薇の下に埋める以前だった」

　秘密にする以前。いっそ、恋にも足りない。

　テレーゼはソファから立ち上がると、クラウスの隣から大広間の様子を窺う。

　抱だき合うように回る男女の群れの中、イザベラとフリッツはお互たがいしか見えないように見つめ合って踊っていた。

　胸に湧わく羨せん望ぼうから目を背そむけるように、テレーゼはまたソファに戻る。

「……お兄さま、今回モントルシュタイン伯はくを捕とらえようとお思いになったのは、イザベラのためでしょうか？」

　テレーゼは意識を他所よそに向けようと、クラウスへ問いかけた。

「何故なぜそう思う？　禁制の品に手を出していたのだ。いずれは捕つかまっていた。ならば、早いほうがいいだろう」

「モントルシュタイン伯に与くみする貴族を散らしても、お兄さまの利にはなりがたい。けれど、モントルシュタイン伯はイザベラの義ぎ父ふを目の敵かたきにしていましたもの。イザベラに害をなすのは目に見えていましたわ」

　推測を口にすれば、クラウスは見定めるように碧へき眼がんを細める。次いで、肩かたを竦すくめた。

「モントルシュタイン伯のような悪い虫に、妹を食わせるのは惜おしい。と言ったら、信じるか？」

「あら、あの程度の虫なら追い払はらえましてよ。お兄さまはいつから花はな守もりになられたのかしら？」

　冗じよう談だんではぐらかされ、テレーゼは苦笑した。妹を案じての行動と言われては、否定しにくい。

「……花守か…………」

　低く呟くクラウスの目は、イザベラを追っているのだろう。菫とイザベラを喩えたクラウスが、誰だれを花守に見立てているのか、わからないほどテレーゼは鈍にぶくない。

「今から手た折おってしまえばよろしいのに」

　クラウスは自じ嘲ちようを浮かべた。

「他人の庭に根づいた花を盗ぬすむ趣味はない」

「あら、まだ根づいていませんわ。なんなら、私がお手伝いいたします。イザベラを側付として、王宮で通用する淑しゆく女じよに鍛きたえましょう。お兄さまはイザベラを口説き落とすだけでよろしいわ」

　笑顔で言い切れば、クラウスは喉のどを鳴らして笑い出す。答えないクラウスの横顔に、テレーゼは哀あい愁しゆうを感じた。

「……まさか、諦あきらめますの？」

　不服を視線に込めて見つめれば、クラウスは目も向けずに答えた。

「この俺に負けを悟さとらせたシュティーレだからな。塔とうから身を投げることはできん」

「それは、お兄さまにお立場があるからでしょう。軽けい率そつな行動はできませんわ」

「そうして勧すすめるのは、イザベラを心変わりさせてシュティーレを手に入れる算段か？」

「もちろん、そのつもりでしてよ。傷心のフリッツさまをお慰なぐさめいたしますの」

「くく、気に入りの側付も手放さずにか？」

「あの無欲さは、他にいませんもの。お兄さまもそこが気に入っているのでしょう？　疑う必要がないというのは、こんなにも快いのだと知りましたわ」

　本心を交えてテレーゼはクラウスを口説く。

「悪くない考えだと思うのですけれど。エリックお兄さまと姻いん戚せきで繫つながれば、王位争いであの方を負かしたとしても処分は軽くできますでしょう？　お兄さまが、弟を追い落とす必要はなくなりますわよ」

　兄弟仲は悪くないのだ。勝つにしても負けるにしても、命まで取ろうとは思わないだろう。とは言え、助命の言い訳は多いほうがいい。

　不意に、クラウスの碧眼がテレーゼに移る。

「『眠ねむり姫ひめ』を起こすととんでもないな」

　そんな揶や揄ゆに、テレーゼは小首を傾げてみせた。

「あら、イザベラはよく似た兄妹きようだいだと言ってましてよ」

「さて……、どうだかな」

　気のない返事ながら、テレーゼは口に手を添そえひっそりと微笑ほほえむ。

　大広間の中からイザベラ一人を捜さがす視線の強さが、答えを物語っているようだった。

「花守がまた花を萎しおれさせるなら、その時には……」

　クラウスは低く呟いて、口の端はしを上げた。
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　円えん舞ぶ曲の終わりと共に、イザベラはフリッツに手を引かれて大広間の中央から歩き出した。

「ベラ、少し休もう。──露ろ台だいのほうは誰もいないみたいだ」

　フリッツと共に露台へ出て、人いきれから逃のがれた開放感に、イザベラは大きく息を吸い込む。

「ふふ、あたしダンスがこんなに楽しかったのは初めて」

　速い鼓こ動どうと少しの疲ひ労ろうがいっそ心地ここち良い。笑いかければ、フリッツは片目を瞑つぶってみせた。

「それならもう一曲……、と誘さそいたいところだけど、挨あい拶さつ回まわりをしなくちゃ。ベラはここで休んでいて。俺は飲み物を取ってくる」

　すぐに大広間へと戻もどるフリッツを見送り、イザベラは露台に作りつけられた長なが椅い子すに座った。

　高台の王宮から見下ろす眼下には、王都の明かりが星のように見える。

「綺き麗れい……まるで夢みたい」

　美しい舞ぶ踏とう会衣い装しように身を包み、煌きらびやかな王宮の舞踏会に参加する。何より心から好きだと言える人と共にすごせる幸せを、一年前は想像もできなかった。

「うぅん。夢みたいに、ひと晩で覚めてなんかほしくないわ。……なんて、どんどん欲張りになってない、あたし？」

　イザベラは苦く笑しようを嚙かんで息を吐つく。座ると足の疲労が重く感じられた。

「ちょっと休もうかしら。この後には挨拶回りでまた疲つかれるんだし」

　イザベラは腕うでを枕まくらに長椅子に寄りかかると、体の力を抜いて瞼まぶたを閉じる。

　心地良い倦けん怠たい感に身を任せていたイザベラは、近づく足音に気づくのが遅おくれた。

　フリッツが戻ったとわかった時には、目の前に立つ気配がある。

「お待たせ。……ベラ、寝ねてるのか？」

　フリッツの問いになんと答えようかと、イザベラは逡しゆん巡じゆんした。そのために目を開く機を逸いつし、フリッツの含ふくみ笑いを聞く。

「そう……。だったら、とっておきの魔ま法ほうをかけてあげよう」

　魔法という言葉が気になり、イザベラは寝たふりを続行した。

　フリッツの気配が近づいたと思った途と端たん、唇くちびるに熱く柔やわらかな感かん触しよくが降る。

「……！　フリッツ、今キスした？」

　目を瞠みはったイザベラに、フリッツは悪戯が成功した子供のように笑った。

　頭が沸ふつ騰とうしそうなほど、イザベラは首まで赤くなる。そんな様子にフリッツは、人差し指を唇に当ててみせた。

「ね？　目覚めの魔法が効いただろ？」

　フリッツから飲み物を受け取ったイザベラは、緩ゆるみそうになる口を隠かくすためグラスに顔を寄せた。

「フリッツったら……。誰かに見られていたらどうするの？　大だい胆たんね」

　露台は大広間からも見える位置にある。言ったイザベラ本人がますます赤くなったのに対し、フリッツはふと考え込む様子をみせた。

「いや、俺は欲張りなのさ。誰に見られてもいいと思ってる。何よりベラの視線を独り占じめにしたい。だから俺もダンスは好きだな」

　隣となりに座ったフリッツは、円舞を踊おどった時のように顔を近づける。

　恥はずかしさに顔を伏ふせそうになったイザベラは、言われるばかりでは駄だ目めだとフリッツを見つめ返した。

「そんなの……、あたしだって。フリッツと踊るのは、すごく好き」

　くすぐったそうに笑ったフリッツは、内ない緒しよ話ばなしのように声を潜ひそめる。

「ベラ、家を説得するのに時間がかかったけど、テレーゼ姫との婚こん約やく話は、白紙にした」

　思わぬ報告と共に、フリッツは一つの小こ瓶びんを取り出す。硝子ガラス瓶びんを覆おおうように菫すみれの花の彫ちよう金きんが施ほどこされ、蓋ふたは菫を思わせる青あお紫むらさきの色硝子でできていた。

「正式には、まだ段階を踏ふまなきゃいけないけど。婚約の証あかしの贈おくり物のつもりだ。受け取ってくれないか、ベラ」

「香こう水すいって、もしかして前にヴィヴィが勝手に出した手紙のこと覚えてて……？　でも、こ、婚約って、いいの？　気が早くないかしら」

「七年も待ったんだ。早すぎることなんてないさ。──俺はもう、ベラの隣を他人に譲ゆずる気はない」

　蓋を開けた小瓶からは、菫の甘い香かおりが立ち昇のぼる。
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　今香水をつければ、速い鼓動の熱ですぐ香りが飛んでしまいそうだ。

「あ、あたしも…………、ずっと隣にいたい」

　笑いかければ、当たり前にフリッツが微笑み返してくれる。

　ただそれだけが、何よりも幸せだとイザベラは感じた。

「俺もだよ、ベラ。……愛してる」

　答えたフリッツの顔が近づき、いつの間にか背に回されていた手で抱だき寄せられる。

　イザベラは香水を受け取ると、瞼を閉じ、優やさしい口づけを受け入れた。







　あとがき




　お手に取っていただいてありがとうございます。九ここの江え桜さくらです。

　今作は副題のとおり、眠ねむり姫ひめを下した敷じきにした物語です。プロット時点では、純じゆん粋すい不器用な眠り姫か、我儘まま勝気な茨いばら姫ひめかと二案を出したのですが、最終的に折せつ衷ちゆうに。キャライメージが書いている内に、腹黒からツンデレになりました。どんなキャラクターデザインになるのか、今から楽しみです（三月現在）。

　一巻に引き続きイラストを担当してくださった成なる瀬せあけのさま、ありがとうございました。挿さし絵えでキャラクターが生き生きしている姿を見るのがとても楽しいです。担当女史には毎度軌き道どう修正いただいたり、クラウスが出張る度にフリッツ頑がん張ばれと言ってくださったり、お世話になりました。

「いじわる令嬢のゆゆしき事情」これにて終幕です。投とう稿こう時点で完結していた物語に続きが書けるとは思っておらず、二巻が出せたことは望外の喜びでした。また何処どこかでお目にかかれることを願って。読んでいただきありがとうございました。
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電子版特別ショートストーリー










【結婚前夜】




「フリッツ、どうしているの？　ここ二階よ」

　結婚を翌日に控えた深夜、眠れずにいたイザベラの下へ、思わぬ来訪者があった。

「ベラに会うためなら二階くらい。実は明日が待ち遠しくて眠れないと言ったら、笑う？」

　露台に現れたフリッツに、イザベラは驚きながらも胸中の不安が明日への喜びに塗り替えられていくのを感じる。

「…………ふ、ふふ。いいえ、あたしも一緒だもの。フリッツ、露台は狭いし部屋に入って」

「あ、いや……、俺はここで十分だよ。ベラもそんな薄着だと、ね？」

　フリッツは、決まり悪げに笑うと入室を拒んだ。言われてイザベラは寝間着のままであることに気づき、胸の前で腕を交差させる。フリッツは直視しないように視線を逸らした。

「……もっと考えてくるべきだったな。ベラ、明日を楽しみにしてる。今夜はこれで──」

　後悔するように呟くフリッツを、イザベラは咄嗟に袖を摑んで引き留めた。せっかく来てくれたのだ。もう少しだけと言いたくて見上げれば、フリッツは困ったように笑う。

「……駄目だよ、ベラ。明日の主役を寝坊させるわけにはいかないんだ」

　聞きわけのない子供扱いで髪を撫でられ、イザベラは唇を尖らせた。

「だったら、フリッツも早く帰って寝てよ。フリッツがいないと、結婚式の意味がないわ」

　愛を誓うにはフリッツがいなければ意味がない。明日のために心残りを振り切って、イザベラは背を向けた。瞬間、フリッツに背後から強く抱きすくめられ、息を詰める。

「本当は、このまま君と朝日を見たい……」

　首筋に顔埋めて吐き出されるフリッツの本音に、イザベラの心が震える。答えようとしたイザベラが顔を横向けると、フリッツは肩越しにイザベラの唇を奪った。

　唇から熱を移されるように、イザベラも昂ぶっていく。朝までこのままでいいと、不埒な願いを抱いた途端、フリッツは口づけた激しさなど忘れたように優しく身を離した。

「名残惜しいけど、ベラとの夜更かしは今後の楽しみに取っておくとしよう。いきなり来て、ごめん。……おやすみ、ベラ。良い夢を」

　言うや、フリッツは夜の闇の中へと消えていく。息が乱れて何も言うことのできなかったイザベラは、その場で力なく座り込んだ。

「こんなの……眠れるわけないじゃない…………っ」

　両手で覆ったイザベラの顔は、月明かりでもわかるほど赤く染まっていた。
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いじわる令れい嬢じようのゆゆしき事じ情じよう




眠ねむり姫ひめの婚こん約やく




【電でん子し特とく典てん付つき】








九ここの江え　桜さくら
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